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日 本 建 築 協 会 館 J

近畿建築会館敷地購入のための

4 借入金ご醸出御礼

このたび近畿建築会館敷地購入に際し、会員各位に借入金のご酸

出をお願いしたところ、建築事務所、建設業、電気工事業、管工設

備業、建材業の各方面から、￥ 4，130万のお申出があり、去る 2 月

27 日大阪府庁において土地売買契約を締結し、直ちに所有権の移転

登記を完了することができました。

ここに借入金ご隊出会社名を掲載し、深甚の謝意を表します。

4 通常総会開催通知

昭 和56年 度 第 l 回通常総会を下記のとおり開催いたしますので、

本務ご多忙のところ、まことに恐縮ながら何卒ご出席下さいますよ

うお願い申し上げi ます。

人

長

法団社

会

日本建築協会

塚 本 猛 次

記

昭 和56年 6 月 24 日( 水) 午後 5 時 30分 - 6 時

附 あ め り か 屋.If側 志 野 陶 石 | 附 中 道 組

育担柱建材州 ｨｾＭ 水建設Ｈ的中村タイルＨ附

附 浅 沼 叫 渋 谷 金 属 産 業 ( 附 附 西 原 衛 生 工 業 所

浅 海 電 気 州 側 昭 和 設 剖 西 徐 建 設 側

側 例 日 工 業 社 | 新 関 西 化 工 州 ( 的 日 建 設 計

附 新 工 務 所 | 刷 新 興 建 材 工 業 利 日 本 'lli 設 工 業 ( 側

安 藤 建 設 刷 新 一 変 冷 熱 工 業 ( 紛 ( 仰 ノ ー リ ツ

井上窯業Ｈ的ｼ須ｾ工業州Ｈ側 Ii :J 組

伊 家 製 陶 鮒 | 菅 機 械 工 業 州 原 凹 セ メ ン ト 化 工 鮒

( 的 今 西 組 | 住 友 建 設 ( 的 ( 附 平 田 タ イ ル

岩 崎 茂 雄If附 銭 高 叫 広 瀬 鋼 材 産 業 側

( 側 浦 辺 控 築 事 務 所If側 双 皐 設 剖 フ ジ タ 工 業 ( 的

オリエンタルメタル製造附| 岡山応用化工( 的不 動 建 設 (附

(附 小河挫築設計事務所( 術 大 気 制 附 必 木 工 務 庖

大 阪 装 飾 ( 倒 | 大 末 建 設 ( 附 ( 的 7 ン テ ン

大 阪 電 気 i暖 房 ( 側 | 大 成 建 設 州 兵 柄 処 設 ( 術

大 島 応 用 化 学 工 業 ( 術 大 装 州 絞 井 建 設 ( 的

( 的 大 林 叫 大 鉄 工 業 制 ( 附 松 村 組

奥 村 屯 兵 衛 州 大 日 本 土 木 州 訟 本 金 物 附

( 附 奥 村 組I( 的 大 i削 ) L 紅 設 備 ( 紛

附 カ ン ダ ン | 太 陽 工 藤 工 'J'; ( 仰 | 万 年 ス レ ー ト ( 掬

鹿 島 娃 設 附 | 第 一 工 業 ( 掬 三 井 建 設 附

( 附 川 岸 窯 業 商 府 | 高 砂 熱 学 工 業 ( 術 ( 1 II 村 野 議 建 築 J_¥. 務 所

(倒 神 的 組 If倒 竹 中 工 務 庖 | 室 谷 商 事 側

l期 末 1区 気 工 '10;: ｦ 附 ｼ中央ｾｴＡＺ気工業Ｈ捕Ｈ附 本 組

近 畿 電 気 エ ー1'; f附| 筒中プラスチ ンク工業州森 村 金 属 附

( 楠 熊 谷 組 | 鉄 主 主 建 設 ( 的 ( 愉 森 本 組

菜 原 工 業 ( 附|戸 回 建 設( 附| ヤ7 ト電気エンジニアリング! 開

( 附 小 坂 井 組 | 束 海 興 業 ( 仰 | 八 千 代 屯 設 工 業 側

附 小 西 設 計 | 東 急 建 設 ( 的 附 矢 紙 大 理 石 商 庖

(的 鴻 池 組 | 来 光 電 気 工 '10;: f附( 附安井絵築設計事務所

サ ン エ ス 石 管 ( 紛 | 附 来 知l 建 築 10 ; : 務所安 団 側

佐 藤 工 業 ( 側 | 東 洋 シ ャ ン タ ー ( 附 | 山 本 窯 業 化 工 側

斎 久 工 業 附 | 東 洋 土 建 附 ( 的 ユ ニ オ ン

三 機 工 業 ( 附 | 東 洋 リ ノ リ ュ ー ム ( 的 ( 附 淀 川 製 鋼 所

三 建 設 備 工 業 側|飛 島 建 設 ( 掬 卜 菱 手 口 調 弘 工 業 側

( 的 三 兆 空 調 | ナ プ コ ド ア ー エ ン ジ ン 側 同 林 繁 吉

三 友 工 業 ( 的 | 側 中 出 商 会I 50rr- .rt . 敬削品}

戸

-
u

呈-ロ

日本建築協会 4 階 集 会 室

1  ，昭和55年 度 事 業 報 告 承 認 の 件

2 .  11 決 算 報 告 承 認 の 件

3 . 昭 和56年 度 収 支 予 算 承 認 の 件

き

ところ

ぎだい

と

4 建築技術選書第23号発刊

「設備技術者のための建築再入門J ( 光安義光著)

かねてから発刊しております建築技術選告( 企画 : 日本，建築協会

発 行 : 学 芸 出 版 社 ) の 第23号として、上記図書が、この 4 月20 日に

発刊されました。

盟 日 な 設 計 経 験 を も っ4存者が、設備技術者のために建築をもう一

度勉強し直してほしいという願いをこめて、周のこらない読みもの

として ｬｬｾ かれたものです。光安義光氏は、東京工大卒業後、長〈兵

庫 県 の 営 絡 の 仕 'J_¥. をし、兵庫県庁舎をはじめ、数多くのすぐれた官

庁建築を設計してこられたベテランです。明石工業高等専門学校を

へて、現在、事務所を自営・しておられます 。

内容はつぎのとおりです。

1 . 精進とは何だろう ( 椛造再入門)

2 . 意匠心の理解( 建築工事再入門)

3 . 小 房

4 .  f等穂拾い

5 . 建築法規に記，1誕された傑J i主事項

定価￥ 1，200で、主要i ' } 庖で販売しておりますが、ご講説をおす

すめいたします。日本建築協会事務局では￥ 100割引で頒布中です。

なお、第 Ｑ 号より費 ｾＲＲ 号までの建築技術選告ーも、事務局にそろっ

ておりますので、お申し込み下さい。 20号までは定価i ￥ 1，000、21

号より￥ 1，200ですが、いずれも、￥ 100割引で頒布いたしており

ます。

寄附金の受領

このたぴ名誉正会只一回俊郎氏より、 Ｇｉｾ Ｚｬ定資金の一帯 ＱＱ として金，ｾ封の

ご待附をm戴いたしました。ここに誌して厚〈御礼 I11 し上げます。

社団法人 日本建築協会

ゴールドスミス氏招轄による 川山川s. 

往復ハガキにて昭和56年 7 月31 日までに、東京都中央区銀

座 3 - 2  - 19、日本建築士会述合会へ。詳細は、同会「生

活環境整備ゼミナールJ 係 ( 03- 535- 4391) へ。

( 1 ) 講演会 13 :  00- 14 ・45 と15: 00- 15:  30 と15 :  30- 16 :  30 

・あいさつと紹介/ 太田和夫、建設省、古田あこ

・講演 「障害のない街づくりと住環境をめざして J

英国環境庁身障住宅顧問 S . ゴールドスミス

・スライド上映「ポートピア内の身障者配慮の設計J / 神戸 市

. 質疑応答

(2) 懇親会 17: 00- 19: 00 ( 於

1  

レセフションホール)

iIt d島と H 会 1981年 5 )j サ

申込み4 生活環境整備ゼミナール開催

社 団 法 人 日本建築士会連合会

建 設 省 ・厚 生 省 ・兵 庫 県 ・神 戸 市 ・日本建築協会ほか 8 団 体

昭 和56年 9 月 10 日( 木) 13 :  00- 19 :  00 開 場12 :  00 

神 戸 国 際 会 議 場 ( ポー トアイランド内 ) メインホール

神 戸 市 中 央 区 港 品 中 町 6 丁目 国際交流会館内

講 演 会 600名 卓 持 F 席 18名 慾 親 会 120名

・講 演 会 ( 含 スライド上映、質疑応答) は無料

・懇親会は、 1 人 ￥ 5，000-

催

援

時

所

定 員

参 加 費

主

後

日

場



一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

4 新設・箕面市立病院の見学会

箕 面 市 の 南 部 丘 陵 地 に 、 箕 面 市 民 永 年 の 願 望 で あ っ た 箕 面 市 立 病

院 が 建 設 さ れ 、 う す い グ レ イ 色 の タ イ ル 張 り の 外 装 に 約 1 万 本 の 緑

が 映 え 、 汗7潔 感 と 落 ち つ い た 雰 囲 気 を た だ よ わ せ て 開 院 の 日 を 待 っ

て お り ま す 。

こ の 病 院 に は 病 院 本 館 以 外 に 伝 染 病 棟 、 三 師 会 ( 箕 面 医 師 会 ・箕

商 歯 科 医 師 会 ・箕 面 薬 剤 師 会 ) 活 動 セ ン タ 一 、 総 合 検 診 セ ン タ 一 、

休 日 急 病 診 療 所 、 医 師 住 宅 お よ び 看 護 婦 寮 が 併 設 さ れ 、 箕 面 の ト ー

タ ル メ デ イ カ ル セ ン タ ー を 構 成 し て い ま す。

わ か り や す い 親 切 な 病 院 、 そ し て ゆ と り と 安 ら ぎ の あ る 病 院 を 理

念 と し た こ の 病 院 は 、 広 大 な 敷 地 に か か わ ら ず 地 下 l 階 、 地 上 5 階

の 積 みA ね 方 式 を と り 、 そ の 西 ・ 北 部 分 に は 3 5 0台 の 駐 車 ス ペ ー ス 、

周 囲 に は 敷 地 面 積 の 約3 0 %に あ た る 12 ，0 0 0 m' の 緑 地 帯 が 確 保 さ れ て

い ま す 。

病 院 本 館 は 、 病 棟 お よ び 中 央 診 療 音11 を 中 心 と し た 高 層 棟 と 、 管 理

部 お よ び 外 来 診 療 部 を 中 心 と し た 低 層 練 か ら 構 成 さ れ て お り 、 病 練

に つ い て は 、病 室 問 中 央 に 共 用 部 分 を 集 め 、 い わ ゆ る 複 廊 下 式 を 採

用 し て い ま す。 こ れ は 、 動 線 の 短 縮 な ど 日 常 の 利 用 に か な り の 効 果

が あ る も の と 期 待 さ れ て お り ま す。ま た 外 来 診 療 部 を 同 一 フ ロ ア ( 1  

階 ) に 集 中 し 、 わ か り や す く 、 利 用 の 便 利 さ が は か ら れ て い ま す。

そ し て 、 空 気 調 和 設 備 は 、 で き る だ け 多 く の 系 統 ( 24系 統 ) に 分

書IJ し て シ ビ ア な コ ン ト ロ ー ル を 考 え る と と も に 、 将 来 の ソ ー ラ ー シ

ス テ ム の 導 入 も 考 慮 し 、 そ の 配 管 も 具 備 さ れ て お り 、 最 新rの 医 療 機

探 設 備 を 含 め て 新 病 院 に 寄 せ ら れ る 期 待 は 多 大 の も の と 息 わ れ ま す。

今 回 は 箕 面 市 立 病 院 事 務 局 の 特 別 の ご 厚 主 主 に よ り オ ー プ ン 前 の 内

部 機 総 搬 入 時 期 に 見 学 で き る 機 会 を 得 ま し た 。 また双星設計ーならび

に 竹 中 工 務 J苫 に 多 大 の ご 協 力 を い た だ き ま し た 。 多 数 の ご 参 加 を お

4寺 ち い た し ま す 。

日 時 6 月 9 日( 火 ) 集 合 14 :  0 0→ 解 散 17 : 0 0  

集 合 場 所 箕 面 市 立 病 院 ・正 面 玄 関 付 近 ・目 標 会 旗

ただし、大阪、梅田より地下鉄御堂筋線「千里中央J 行終点にて下単→進行方向

的 「千里中央センターピル」より地上に出て同ピ J レの北側(裏側 ) から発車する「大

阪テキスタイルセンタ一行J 支恩三三に乗車→③番停留所で下車・・→徒歩10分 =

③バス停よりあとに戻り、船場北橋を渡 ってすぐに右折し→新御堂筋を真っすぐ箕

面方面に向か つて歩き、ガソリンスタンド ( 共同石油) の手前を左へ曲がり、真 っ

すぐ徒歩 5 分の所の左上側。(今回は自 家用車の ご利用が可能です。駐車場あ り)

定 員 3 0名

参 加 会費 会 員 5 0 0円 、 会 員 外 7 0 0円 ( 当 日 徴 収 )

申 込 今凶は、会誌発行雌延のため' ; [ L 話にて巾込受イ寸をいたし

ま す。 参 1111 ごA-E裂の }j は 6 }-j 4 日( 小) までに氏名・勤務先

名 - j j ! 給屯話番号・参} J f I ，iil :発 送 先 ・会 u 、 会 以 外 の i丘51JJ

を事業課までお屯話ｉＮ ｾ￭ｬ います 。 Ｈ ｔ E  L 0 6- 231 - 9 6 4 0)  

建 築 慨 要

所 在 地 箕 面 市 芝159 - 2  

建 築 主 箕 面 市

設計監理妹式会社双昼設計

B車 工抹式会社竹中工務応

太陽工議工事株式会社

新愛冷熱工業株式会社

河崎設備工業株式会社

日本エア- ，. . ュータ一株式会社

t再造規段 S R C 、R C造

敷地面積

建築雨被

延床面積

高 さ

用 途

地下 1 階、地上 5 階、l ?f 屋 3 階

36，839 .436m'  

5，433. 51001'  

19. 679. 83001'  

最高39. 800m

総合病院

日本オーチスエレベータ株式会社; 工

(病床数 300床、診療科1 I 科)

期 昭 和54年 10月→昭和56年 4 月

2  

4 和歌山の新建築見学会

( 新築・和歌山市民図書館と和歌山市民会館)

和 歌 山 市 の 西 玄 関 と い わ れ て い る 南 海 電 鉄 「 和 歌 山 市 駅 」 よ り 徒

歩 5 分 の 位 置 に 、 新 し く 和 歌 山 市 民 図 書 館 が 近 く オ ー プ ン さ れ る こ

とになりました。

こ の 地 域 は 、 紀 ノ 川 を 背 景 に し た 静 か な 環 境 に あ り 、 和 歌 山 市 が

文 化 ゾ ー ン と し て 計 画 構 成 中 で 、 す で に 一 昨 年 に 和 歌 山 市民 会 館 が

竣 工 し 、 近 く 建 設 予 定 の 郷 土 資 料 館 と と も に こ れ ら を 囲 む 緑 地 広 場

( こ の 地 下 に は 駐 車 場 の 計 画 ) に よ っ て 新 し い 文 化 施 設 地 区 を 構 成

さ れ る こ と に な り ま す 。

ま た こ の 地 区 の 調 和 を は か る た め に 図 書 館 の 屋 根 は 市 民 会 館 の 外

壁 の 折 曲 り に 呼 応 し た 多 角 の も の で 、 ス テ ン レ ス 製 の ユ ニ ー ク な 形

態 で す。 一 方 、 こ の 屋 根 は 和 歌 山城 の 形 態 に も 応 じ た も の で 、 和 歌

山 市 の シ ン ボ ル で あ る 城 の 天 守 よ り の 眺 望 を 意 識 し た 地 域 の 環 境 づ

く り へ の 働 き か け も 意 図 さ れ て お り ま す 。

今 回 は 、 久 び さ に 紀 州 路 を 訪 れ 、 オ ー プ ン 直 前 の 新 設 ・和 歌 山 市

民 図 書 館 と 隣 按 し た 和 歌 山 市 民 会 館 を 見 学 す る こ と に い た し ま す。

多 数 の ご 参 加 を お 待 ち し ま す 。

な お こ の た び は 、 和 歌 山 市 の 特 別 の ご 厚 意 と 岡 田 新 一 設 計 事 務 所

お よ び 大 成 建 設 株 式 会 社 に ご 協 力 を い た だ き ま し た 。

( 和歌山市民図書 館 に つ い て )

岡回新一氏設計になる和歌山市民図fb館は、文化施設地区の中央に位置し、広場

と紀ノ 川 側とを遮るのではなく、開架貸出ｾの開放的なガラスを通して視覚的に

連続しており、また緑地広場が完成すれば、並んだ$ 架や本を選ぶ人びと、レコ

ードを聞きながら雑誌を楽しむ人びとを外部より伺い知ることによって人びとを

図書館内部へ誘い込む効果は倍増するものと思われます。

l 階に B M関係や、児童室を含めて貸出機能を集中させたのに対して、 2 階には

静かなレフアレンス、郷土資料コーナーを集め、また事務管理関係を配していま

す。 3 階は視聴覚関係をまとめ、集会室、研修室からは紀ノ川、反対側の視; a 党

ホールからは和歌山城が遠望されます。 4 階に綴械室を位置せざるを得なかった

理由は、川の近くで、地下工事が困難であるためですの

2 階、 3 階とメイン階

段をのぼるにつれ、姿

を現すはめ込み窓のス

テンドグラスは、三浦

啓子氏の作により、和

歌山市の木「くすの木」

をデザインされたもの

で、その華箆な容姿が

夜空に浮かぶ光景は和

歌山市の新名所となる

ことと思われます。

日 時 6 月 27 日( 土) 集合 14 :  10→ 解 散 17 :  3 0  

集 合 場 所 南 海 電 鉄 ・和 歌 山 市 駅 ・改 札 出 口 付 近 、回 線 会 旗

[ 参考〕 集合所までの交通費は各自ご負担願います。

大阪より→南海電鉄、雛波駅より南海本線「和歌山行J 特急乗車 ( 13: 10発)

→和歌山市駅14 :  05菊 ( 運賃片道 640円・所要55分)

定 員 3 0名

参 加 会費 会 員 5 0 0円 、 会 員 外 7 0 0円 ( 当 日 徴 収 )

申 込 往 復 業 舎 に 限 り ま す 。 ハ ガ キ は l 名 に 1 枚 限 り と し 、 氏

名 ・勤 務 先 名 ・連 絡 電 話 番 号 ・返 信 用 宛 名 ・郵 便 番 号 を

記 入 し 「 和 歌 山 の 新 建 築 見 学 会J と 明 記 の 上 6 月 18 日( 木)

ま で に 建 築 協 会 事 業 課 へ。 ( 大阪市東区北 t兵 3 - 3 7 )  

建 築 概 要 ( 和歌 山 市 民 図 書 館 ) ( 和歌 山市 民 会 館 )

所在地和歌山市淡紺屋町 3 丁目 9 和歌山市伝法橋南の丁 1

建 築 主 和 歌 山 市 j 和歌山市

設計監理附岡田新一設計事務所 側日建設計

施 工大成建設株式会社 . 飛島建設側、近畿電気工事側、大阪電気暖

東海電気工業側、ナミレイ (附 j 房側、松下電器産業側、松下電工鮒

構造規模 R C造 (一部 S R C造、 S 造) R  C 造( 一部 S R C造、 S 造)

地下 l 階、地上 4 階 : 地下 l 階、地上 4 階、塔屋 l 階

敷地面積 4. 929. 86 01' 10，505 .4501'  

建築面積 1，787. 87 01' 8，069. 11 01'  

延床面積 7，288. 90 01' 18，599，3501'  

高 さ 最 高24. 30m 音響技術協力 : N H K総合技術研究所

基 礎アースドリル杭 : 施設内容大ホール収容入貝 1，498人

用 途 図 轡 舘 '  小ホール 11 700人

駐車台数 40台+ 3 台 ( B M用) ・ 市民ホーノレ 11 500人

工 期 昭 和55年 4 月→昭和56年 3 月 . 昭和52年 7 月→昭和54年 7 月

。( 市民会館の詳細は「建築と社会J 誌 ' 79年 10月号に掲載)

d  



ポートピア '81

ポートアイランド博覧会の

を見る

( レポート並びにアンケート集計報告)

今回の企画は 、見学会小委員会と若い会員の集い小委員会

との合同企画として実施されました。両委員会の合同という

ニとに加えて会員内外の関心が非常に高い対象であったがた

めに、定員をかなりオーバーし、はからずも多数の方に参加

を断らざるを得ないほど活況を呈してスタートしました。

当日は、先着順にタクシー乗車の上、国際交流会館の鋭明

会場に集合していただくことにしましたので、やや鋭明開始

時刻が遅れはしましたが、( 1ぽ予定通リ見学会を進めること

ができました。 しかし 、新築建物の集合地であり、ホテル一

つをとっ τ も十分に見ごたえのあるコースであったため、予

定通りとはいうものの参加者にとっては多分に時間不足であ

った二とと思います。

駆け足であ った にせよ 、ポートピア唱1の会場を一通り 巡回

し、恒久施設、暫定施段の混在する機をつぶさに見たわけで

すが、おのおのの建物への興味、博覧会そのものへの雑感・

意見等、見学者は種々持た れたことと思います。なかには、

ポートアイランドの全体計画に対する興味を 、当初から持っ

ていたり 、見学中に起こ串れた方もいるのではないかと思い

ます。今回の企画を決めるにあたって、私遁担当委員の視点

も、注目を集めている「ポートピ 7 ・8t J という対象をタイム

リーに取り上げたいというだけでな〈、日本で初めての海上

都市在目指しているポートアイランドの生いたちカ、ら完成ま

でを概観してみたいという点にありました。そこで、ポート

アイランドを見る、探るというテー 7 を設定し、シリーズも

ので息の長い企画として取り上げることとし、今回はその第

1 回目と考えた次第です。

最後になりましたが、二の企画の当初カ、ら実施に至るまで

多大のご協力をいただいた神戸ポートアイランド博覧会協会

末岡施股部長殿、向協会田中直人民生、神戸市開発管理事* 図

南修施設限長殿をはじめ、日建段計、昭和綾計、竹中ヱ務唐

のご担当の方々にJ車くお礼申しあけ. ます。

レポーター ・大成建段( 株) 石古 香

(  2 件)

5 . ロ ビ ー が 索 附 ら し か っ た 。 ( 4 f牛)

6 . 客 室 を も っ と よ く 見 せ て ほ し か っ た 。 ( 2 件)

7 . 説明がわかりにくく、聞こえなかった。

8 . 内宮11がすごいなあーと感激した。オープン後ぜひ

ゆっくりと見に行きたい。またー j主泊ってみたい。

( 2i'牛)

9 . ロビーは大へんすばらしく、内外の空間を逆転さ

せる手法はポーツマンのホテルを f刑事させる。ステン

ドグラスによる外光の採光、シャンデリア照明、滝の

部分の外光の iv{ 出、水による光の iii{ 出、サンクした ff，

ちついたロビーは九柱による列車主に取り囲まれている

からであろう。パイ姥設備のインテリア 化 など

ただただ感心した。これに比し 、」二階のレストランは、

おそらくは日本ーの眺望であろうと思うが、小割りの

官 公 庁 関 係 ( 6 名) 、設計事務所 ( 13名) 、i l ¥設業( l 3*' )、 室で 7 ラO/ " ? なインテリアには僻易とした。下の宴

会社営綿 ( 2 r，) 、設備関係( 3 1 ' ，) 、学校( 6  ｾ円Ｉ、その 会場のロビーはモノトーンのインテリア構成に崎れが

他 ( 71円) ましさが! - & ' : じられ、ホテルロビーに位負けしてしまっ

1. ア ン ケ ー ト 事 項 ( 回 答 数 ) ている。

(1) ポー トピア・ 81が開幕されたら行かれますか。 < 国際交流会館について〉

・一度は比たい ( 30名) 行 か な い ( 1 名) 1  . 内部が良かったので、もっと全部見学したかった。

二度以 上行く( 18名) < 回答ナシ( 1 名) >  特に会議場の抱設 (  4 件)

(2)見学会の開催案内在何で知られたか。 2 . 111. 当 者 の 設 明 が 丁 寧 で よ く わ か っ た 。 ( 3 件)

・会必 fill 築と社会J ( 37名) 、会社( 4 名) 3  国際会議場を凡て、京仰の悶際会議場と比較し、

・友 人 の 紛 介 ( 3 名) 、その他( 31円)、 随所に近代的椛恕が取り入れられたこと、交通の1更が

〈記入ナシ( 3 名) >  非n. によいことなど明るい! 岱じをうけた。

(3)見学会で印象に残ったもの 、 また興味ある建物・パ 〈各パ ピリオンについて〉

ビリオン施設その他を 2 、 3 点記入。 1 Ｎ 時間、その他のｻ制 ｗｾ があったが、一つでもよいか

・神戸ポートピアホテノレ (341円) ら内音11構 造 、 仕 上 げ な ど が 弘 子 か っ た 。 ( 自作)

・悶際交流会館 ( 211片) 2  期待していたので、各ノマピリオンの内容説明が防l

. hl 内水泳競技場 (  7 名) け な か っ た の が 残 念 。 ( 3  f牛)

・レジャーランド (  4 名) Ｓ Ｎ 例々のエー ｉｾ 中の符心談が Ｑ Ｑｦｬ きたかった。Ｈ 2件)

・サントリ一郎 (  4 名) 4  各J マピリオンに対する設計 ・内容計画について 、

・4t 下館 (3; 1' ，)  除， ｊ ｦ， Ｇ ｾ後鋭答がどのような反応を起こしたか、の結栄を

・市民広場 ・ハートピア 国際広場 ・異人館通り 知リたい< (  2  f斗)

( 以上 各 2 名) < 屋内競技場について〉

.1刻¥lL-Iと米エネ J レギー館 ・ポートライナー ・帆船 ・船 1  . もう少し、十分な説明と え学時Hf J がほしかった。

引レストラン ・広特械サイン等 ・サービスヤード I!付近 銭 念 だ 。 ( 5 件)

のゴミ mの集団 ポートアイランド ，U' 阿 ・ポートピア 2  骨 組、構成、特に桃i宜の面からいって絶賛すべき

' 81の企 jillj ・パビリオン地設 ・センター総合施設 も の で あ る と 思 っ た 。 ( 2 件)

( 以 1: 各 I 名) く回答ナO/ 3 名> <ポ ートアイランド計画について〉

(4)見学会のスケジュールについて 1  . 博覧会終了後の利用計画、人工品全体の計画を詳

ノ、ードで疲れた( 7 名) ・疲れたがこれでよい ( 27 し く 聞 き た い 。 ( 3 件)

名) これでよい ( 11名) < 回答ナシ 3 名> 2 . 人工仏全体の給排水処理! など設備面の説明をぜひ

(5) この見学会に参加しての感想、意見など し て ほ し か っ た 。 ( 2 件)

[ 似散のむのはーつにまと的ております I  )  I付的数7・は l.i Jf '1 数 3  パピリオン撤去後の跡地利用と tf i . 久建物との平面

てす) 的、 ｾｉｈＱ 的関係がどうなるのか、興味が銭った。

〈ポー トピアホテルについて> 4 . フアツンョン文化と産業は日本の世界的重要な役

Ｑ ぷ ｾｴＮＱ 淀川、施工中の苦心談など、もっと深くっつ ;!lJ J となるので、ニュータウンの中心に日本で初めてフ

込 ん だ 説 明 が ほ し か っ た 。 ( 4 件) 7  Ｂションタウンを ｾ ｉ 図的に推進する自， ｭ に七、から敬

2 .  t ! I ! . 立地のI也量産対策 、地袋対策、将来像 、工事費な 意を表すとともにその成功を祈る。

どについての説明が聞 き た か っ た 。 ( 3 件) < その他〉

夕日のホテ J レがとても印象的だった、いつの臼か地 1  . 博覧会会場について

反か、沈下で傾斜しないかと案じる。 全体の配置が狭苦しい感じ、もう少しゆとりのある

3 . 資料のうちプランがほしかった。( 断面図、詳紺i 広さがほしい。

図など) (  3  j' J:) 相当数の入場者を予定している割に、場内の面積が

4  . 私的の説明がよく靭Jll 、大へん参与になった。 狭い。人の流れがスムーズに行かないように思う。

一 一ア ン ケ ー ト 集 計 結 果一 一
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1. ア ン ケ ー ト 送 付 数 及 び 回 答 数

・送付数 76 ( ; 参加者全以)

- 回答数 50 ( 回答率約66%)

1. 回 答 者 年 齢 層 及 び 職 種

- 開幕後でな い とパビリオンの表情がつかめないと思

うが、全体に単調で、 もう 少 し奇抜さがあってもよい

のではないか。

・博覧会全体のデザインの統一性とその意思表現の考

え方の説明が聞 きたかった。

・地方自治体主催の博覧会としては予惣 外に立派な出

来ぱえ、さすがに建設事業に熱心 な神戸市のことはあ

ると思った。会場規模もちょうど手ごろな広さと思う。

2  もっと時間1がほしかった。朝早くてもよいから。

( 51'斗)

3 . 見学は的をし Lf って 2 、 3 ヵ; ; 1 [ でよいからじっく

リと見学したかった。( ホテノレ、 J 守ピ リオンなど)

(  4  (，ド)

4 . 説明、その他に税聴覚、映像を使用した万がよく

わかるのでぜひ々えてほしいＨ例 Ｚ 法礎工。 ｉ ｾ 、 ｦＮ 耳造関

係などJ . I . えない膏11分、または総工工程など) ( 3 件)

5  いつでも見れるものを除き、このH l l しでなければ

見れないものだけをもっと多〈見学したい。( 3 件)

Ｖ Ｎ 今回の見学で全部について設備の説明、ｾ ，ｊＮ 学がで

き な か っ た の が 残 念 。 ( 3  (，牛)

7 . 昼食を新しい交流会館内で利用させてJ ' i えたこと

は、このよL学 会 に ふ さ わ し い 。 良 か っ た 。 ( 3  (，牛)

8 . 資金 l前、 ＨＧｍＡｉＧ［Ｚ￯ｾ 内訳、工 Ｇｊｾ 単価、 ・ Ｑ ｾ ＺＧＡｉＧｩＧＡＧｬ の調達

方法、経常収 j ヒ凡込みなど) について知りたかった。

(  2  (牛)

9  異人館通りは北野町の明治建築が文化財指定をう

けているときだけによいと思ったカ人狭い所によｾまリ

す ぎ た よ う な ! : 藍 じ を う け た 。 ( 2 件)

10  この純のHi ，しは: t ri 望者が多いから( 知人が都せん

した) 、 2 - 3 回にわけて全部参加できるようにしてほ

し い 。 ( 2  f'I:) 

11， もう少し早〈地工途中の見学会をしてほしかった。

12. 参加者向上で終了後に意見を話し合フ場を設けて

くれるとよい。

13. ;!I 年にない有意義な見学会て' 大へん参々になり、

組織的にもよく運営された組当者に敬意を表する。

(  13j牛)

14. 国土の侠l滋なわが国にとって海上の敷地造成計画

は、大きな魅力がある。今日土地問題を解決する上に

土地の取得と同時に全〈制約のない新しい計闘を創出

し、これを実現できるという、一石二ね、三ねのメリ

ｹ トに多大の ｦｾｙｴＺｴ｛Ａ が ｩ 勇きあがり、高 ＱＱ 市計阿の新機軸、

新建築の斬新な作品の実現の可能性のi8_;] ，は笑に大き

いと思う。この笑現の可能性を自のあたりに凡て、そ

れぞれの計画的内谷、構築物( 主として恒久住物、地

設) の見学は多大の興味と参与意欲を中IJ 戟した。

つぎに予定され、多大のJtlJ 待をもたれている関西新空

港の建設にあらゆる而から、この計問が参巧となるこ

とを ｾｾｴ < 感じる。( とくに地元・0 ・関西… の経済発展に)

日 時 昭 和56年 1 月31 日( 土) 集合9 :  30→解散 16 :  50 

主な見学場所 ・国際交流会館

- 各、パピリオン

神戸ポートピアホテル

. 屋内水泳続技場

. レジャーランド

参加者 76名

住 築 と 社 会/ 1981年 5 1'Jサ 3  
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企画: 日本建築協会 編集・ 発行: 学芸出版社

ａ Ｕ 判 ・ Ｑ ＳＶ 頁 ｾ ＱＶＰ 頁 ・ 定価各 ＱＰＰＰ 円 ｾＱＲＰＰ 円

80年代の新しい技術書

団 茶 室 の 話

団ビルの省エネルギー

[ 1 ] 建築とコンビュタ - 1

rn都市の下水処理

[ 1] ] 医院・診療所の計画と設計

くの事例 に基づき考える 池田有隣 ・船越嘩由

M設計とコンビューター

圃 P C建築の話

M石垣と石積壁

置すまいの語録 町基礎と地盤の手ほどき

[ ] ] コンクリート工事の管理団ショッピングセンターの計画

圏構造計画とやさしい力学1

[ I D建具の知識と意匠

に生きる伝統 ある建具のすべてを図解する 山片三郎

圃エレベータ・工スカレータ・立体駐車場

三きたい昇降機の知識 木村利雄

M住宅設計とインテリア

圃 タ イ ル の 話

固 住 宅 の 家 具

圏構造計画とやさしい力学2 園建築と設備の接点 2

四建築と設備の接点 1 園設備技術者の定めの建築再入門

圃ソーラーハウス 困鉄骨構造の話

目録 進呈

6学 芸 出 版 社

f t  075- 343一0811

京都市下京区木津屋橋通西洞院東入

日本建築協会事務局 (大阪市東区北浜3-37 ｾＰＶ Ｍ ＲＳＱ Ｍ ＹＶＴＸ Ｉ までお求めに来られ た 方には， 100円割引にて頒布しております。



一 ーまず行こう¥そして感じよう。 一一一

中 国 建 築 事 情 視 察 団 ご 案 内

主催/ 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 後 援/ 日中建築技術交流会

中国はどのような園だろうか。

中国はわガ固と;富一つ隔てだ近いところにありなガら、その広大な大地は、気候も風

土も、そこに住む人達の生活も、言葉もことごとくが異なっています。その定めか、

一見疎遠なようなものを感じますガ、その実、わガ国にとっては、数平年の昔から現

在に至る切り離せない世界であり、さらlこ、ー将来にも密接につなガりをもっ世界でも

あります。

古い夢跡を疋どり、現在の素顔を見る定めに、まず、中国を訪ねてみようではありま

せんか。そして、この偉大な中国に引きつけられる何かを感じ、掛かに期待する何か

を持つのも意義のあることと思われます。

日本建築協会では、今秋10月23日から11月4 日までの13日聞にわだり、中国建築事情

視察を企画いだしましだ。

合回は伝統ある首都北京、古い歴史の都西安、古寺・名利の多い太原、雲崩石窟のあ

る大同を訪問し、その問、関係大学、各種団体との受流懇談会を催すなど、主に華北

の代表的な都市、建造物をつぶさに視察、見学できるよう担当委員会で6 力月に亘り

討議の上、決定いだしましだ。

ぎた、ご参加ガ決まりましだ後に数回のオリエンテーションを聞き、十分な知識をも

って出発してい疋だけるように考えております。特に今回の企画は若い人達のだめに

も、盛り沢山の視察箇所、受歓などを入意に選びまし疋ので、実のある企画になるも

のと確信しております。

皆様方多数のご参加をお待ちしております。

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

取扱い旅行社

新 日 本 国 際 株 式 会 社

日本建築協会中国建築事情視察団ご案内

〈募集要 項〉

1. 訪問都市

中華人民共和国一北京・西安 ・太原 ・大

同一

( 日経は次頁に記載の通りです。)

2 . 旅行期間

昭和56年 10月23 日制 - 11月 4 日(水)

(13日間〕

3  . 募集人員

25名

( 定員に達し次第締め切ります)

4  . 参加資格

主に日本建築協会会員

( 定員を超過した時は、本会会貝を優先

します)

5  . 旅行費用

( 全行程食事付、ただしうち l 回は特別

食)

@ 会 員 417，000円

@ 会員外 450，000円

6  . 申込締切日

昭和56年 8 月31日( 月)

7  . 申込方法

末記「参加申込用紙諮求{!}:J を拙日本建

築協会卒業課へお送り下さい。折返し正

式申込書、手続案内舎および参考資料を

お送りいたします。

8  . 申 込 金

* 30，000円( 旅行費用に繰り入れます。)

安正式参加申込時に下記銀行へお振り込

み下さい。

9  . 旅行費用振込先および振込期日

* 大和銀行御堂筋支庖「新日本国際鮒大

阪営業所普通預金口座No455594J

* 昭和56年 9 月22 日( 刈までに残額をお振

り込み下さい。

10. 問い合わせ先

* 社団法人 日本建築協会事業諜

〒541 大阪市東区北浜 3 丁目 37

T  E  L  06- 231- 9640 

* 新日本国際株式会社大阪営業所

干541 大阪市東区備後町 5 - 15 ( 東洋ビ

j レ5 F )  

T  E  L  06 - 201- 5457 

担 当 者 古川・武藤

- 海外旅行傷害保険のおすすめ
- トラベルローンのご案内

海外での万ーのけがや病気に備えて、海外旅行傷筈保険( 任意) に

加入されることをおすすめします。 ( 参加申込時にカタログ及び加

入申込用紙を同封します。)

旅行費用の分割制度もあります。ご希望の方は新日本国際株式会社

までお問い合わせ下さい。

( 参考) 毎月均等払
( 単位 ・同 )

..... ._..-.且，

6 回 12回 18回

35 ，600 19，000 13，400 

53，300 28，300 20，000 

71 ，200 38，000 26，800 

利率= アドオン月 利約1 . 1%



日本建築協会中国建築事情視察団ご案内

〈旅 行 条 件〉

この旅行は、新日 本国際株式会社が取 り扱 うものです。

・次の費用は旅行資に含まれています。

1  旅行日程に明示された航空運賃 ( ただしエコノミ

ー クラス ) および鉄道運行 ( 軟座Jl l illtt )  

2  各地での参観用並びに空港 ( 駅 ) ・ホテル聞の送

迎用ノ〈ス料金

3 ホテル宿泊1-'( ( 2 人部屋に 2 人ずつ宿泊を標準と

します。)

4 .  1 日3 食の料金 ( ただし、機内食を含みます。)

5  . 観光料および入場料

6  . 空港使用料

7  . 全旅程の手荷物運搬料金 ( ただし屯量制限は 20kg

まで)

8 .  1 1 : 証料および査証取得手続料金

9  . 添乗只賞用

・次の費用は旅行' / ! ( 用に含まれていません。

1. 超過手荷物料金 (20kg を超える分に ついて )

2  . クリーニ ング代、電話代、アルコール飲料代等個

人的性格の費用

3. おみやげ品および持込品にかかる関税

4 . 傷害 、疾病に関する医療費

5  . 旅券印紙代および旅券取得手数料( 1 図旅券4，0∞

円、数次旅券 8，000円)

6  . 追加コースの費用

7  . 出発 帰国にともな う国内交通貨および諸費用

・ぉ取消料

申込者の ご都合で参加をお取消しになる場合、下記の

耳lI. l円料を申し受けます。

・旅行出発30目前から 16日前まで

..・・・・30，∞0阿以内

11 15目前から 3 日前まで

旅行費用の30%以内

11 2 目前から当日まで

50%以内

- 旅行開始後ー・・ ー …  … … 100%以内

・ この旅行条件は、 1981年 4 月30 日を法単としており

ますので、航空運賃および各種交通機関などの運tt 改

訂並びに為替相場その他の事由により変更される場合

があります。

. 特に記載のない事項については、新日本国際株式会

社旅行業約款に準拠するものとします。

. 波航手続に必要なもの

。旅券をお持ちでない方

1 . 戸籍抄本・ … 1 通( 6 ヵ月以内に発行されたもの)

2  . 住 民 票 ] 通 ( 11 )  

3  . 写 真…・・ 4 枚( 上半身 ・正面、脱側、 5 c mX 5  

師、スピード写真不可)

。すでに有効な旅券をお持ちの方

1 . 写 其…一 ・2 枚

2  . 有効旅券

日 本 建 築 協 会 ・ 中 国 建 築 事 情 視 察 団 日 程 表 (予定)

日i}:， 月日( 曜) 都 市 時 ｾ ｉ ｊ 交通機関 摘 要 宿泊地

10月23 日 大 阪 i 発 15 目 35 C  A  922f更

( 金 ) 北 京 : 着 19 目 55 北 京

10月24 日 北 京 発 8  :  05 滋 l 号列車

(土) 八 達 嶺 着 10 : ω  万里の長城

H  
発 12 :  38 i綜2 号列車 昼食は車中

2  南 口 着 13 目 51 専用パスに乗リ換えて明の十三陵へ。 16 : ∞頃

北京市内へ帰着。市内見学。

夕食時( 特別食) 、中国建築関係機関幹部との交

どJAtzL  

北 京

10月25 日 天安門広場、故宮 、天 j i 、王府井

3  

( 日) 北京十大建築

10月26 日 朝食後自由行動。 10 : ∞頃ホテル出発 、空港

(月 ) 北 京 発 11 : 50 C  A  2114f更

4  

西 安 着 14  : ∞ 鐘楼 、鼓楼、市内見学

夕食後観劇l 西 安

10月27 日 大雁塔、小雁塔、奥慶公園 、峡西省博物館

5  

( 火) 自由行動 西 安

10月28 日 午前中西安市建築工程局または西安冶金建築工

( *l  程学院との交流

6  

午後秦陵、秦始皇帝兵馬桶博物館 、

華清池 西 安

10月29 日 乾陵 (O.Pl、 半坂博物館

7  

( 木) 西 安 着 17 :  25 136号列車 寝台車

10月30 日 太 原 i i着 5  :  57 崇善寺、山西省博物館 、玄中寺 、晋詞

8  

太 原( 金)

10月31 日 人民公社、太原金漆工場 、迎沢公園、市内見学

9  

( 土)
太 原

11 月 1 日 朝食後自由行動。 11: ∞頃ホテル出発 、太原駅

10 ( 日) 太 原 発 II ・58 202号列車
《、

大 同 着 18: 54 大 同

11 月 1 日 雲尚石窟、大同炭鉱

11 

( 月) 大 同

11 月 3 日 よ華厳寺、下華厳寺 、九龍壁 、大同市i色紙工場

12 

( 火) 大 同 発 22 :  56 90号列車 寝台車

11 月 4 日 北 京 ' 着 7  :  04 午前中自由行動。昼食後空港へ

13 ( *l  北 京 発 14 :  10 j  L  784f更

大 阪 着

. . . 参加希望者は下記官官求書にご記入の上、 日本建築協 ※ 上記日程は中国側並びに交通機関の郷合により変更になることがありますので、予めご了ゑ下さい.

会事業線へお送り下さい。 高 O . p  ( オプショナル・ツアー ) は 2，000同程度

中 国 建 築 事 情 視 察 団

参 加 申 込 用 紙 請 求 書

ーーー切ーーーーーーー 守ー取. . . ._- ーーー線 ーー・ ー

現住所

氏 名 年 令 ( オ )

勤務先名

電話( 自宅)

電話( 勤務先)
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表紙デザイン 楠田一夫( 造型作家)

特集予告

・6 月号 / 災 害 と法一安全な環 境 をめざしてー

.1月号/ 都市住宅住まい手カ、らの発想ー

.8月号/ 建 築 物 と 風ー デザイ ナーのために

.9月号/ 住 宅 都市費備公団

編集委員会( 昭和 561手度)
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三給 #"' 1 阪 111 '; 1.二
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法令 コーナー
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'1
1

，1見 ト'!J.1込 ?f t， A  

小揃i *! l  能 ) L ';1.般
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曲: ぷ (広告企画小委員会)
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O i副委J __( 長 賞斡 '1も

編 集 人 松 井 l昭 光

印 刷1 Uff 手U 56 11' 5  H  20 日

発 行 昭 和 56 年 5 月 25 日

発行人 8 旺l 悦 二

発行所 ( 1:1: ) 1:1本 ill 築 協 会

大 阪 市 点 区 北 浜 3 - 37 

¥Il 06- 231- 9648 
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大 川 印 刷 株 式 会 社
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J  (送料別 )

構造の頁82

設 備の頁 81

特集・シーリング材の知識

S P E CIA L  F E A  T UR E S  O N  T HE  S E A L IN G  C OMP OUNDS  

通常総会IJfj jll¥jjfi 知1. ，建築技術選古第23号発干IJ r設備技術者のための建築再入門J . 寄付金の受領.

近畿往築会館敷地ｬＡ Ｑｾ 入のための借入金ご隊出御礼 Ｎ ｓ Ｎ ゴールドスミス氏招 ｊ ｦＧ，ｾによる生活環境

強制5ゼミナール開催 新 設 箕面市立病院の見学会. 和歌山の新建築見学会 ( 新築 ・和 歌山市

民図 :，1ｾ Ｚ自立と利 Ｑ 歌山市民会 ｆ 官 Ｉ ー1

' 1'1]，1の娃築事情祝祭団 ー まず行こう、そして感じようー … 5

ポー トピア ' 81神戸ポートアイランド博覧会の諸施設を} よる ーアンケート集計報告 ー3

( 1本・1&)
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施 工 : 大木工務応

［柔￡矧Ｚど ｍＡ Ｑ ｊ Ｚｬ 持 ｩ将煤［裂 ［ｺｚ 一ｻ港 μ 佐釦引ｻｾ， ｬ［，山川Ｂゐ』 ｨ う ｬＺｪ作附 ｊ弓判干特許 Ｑ Ｉ幻 ｊ 刷 ｬ 所 設討翻5計計制十咋-日E民 悶t沼理 兵則則! 日酬4

主』地血 工 . 本多建設工3業

モ ー ド リ ンダ本中 t ヒ ル ーーー 設計盟主迎安井建築設計事務所 ・・ 0 ・‘・・ー ーー ー..... .. . . . .10  

施 工 : 熊田工務J ; 1.i

IluH，i:' I1:鋼板 C R  2 による特妹屋似工法/ 垣内健男 ・11

Ｗ イ ・ フォトーロンドンの窓からＯ松本手Ｑｉｾ三 Ｎ rし、まなせ't J、坊! 遠州 なのか」に参}JII して/ 小笹

光彦 12 

lI !l f日55年 l立建設符営給二[ ' j ' ; 設計コンクールの入賞作品が決定. 。竹中大工道よHi i " の建設につ

いて ・13

t'l 然発生的処築をめぐ ってー 13ー領域 ・その 2 / 本多友常… 14

処築家と建築技術者 / 山崎泰孝. 日照権と通風十ti i / 松下良一
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!l / 荒 川 治 lrt1 ''' 16
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ー四! } >! . 順之助 ー22
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7  



兵 庫 県 神 戸 水 上 警 察 署

設 計 監 理 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

施 工 大 木 工 務 庖

8  

所 在 地 神 戸 市 中 央 区 波止場町 1 丁目 4

敷地面積 1，466 . 27 m'  

建築面積 1，046. 72 m'  

延床面積 3，543 . 84 m'  

構造規模 R C、 6 F  

工 期 昭和 ＵＴ 年 Ｑ Ｐ 月 ｾ 昭 和 ＵＵｾ 手 Ｑ Ｑ 月



ｾｪｬｽ＠ ; 水 j.. ?Y 筏' P ; は、大正 14年 8 I1 に aiEik され、相jl

1寸沿の 'JV氏、日本経消の成長とともに、その! f : i ¥t

を' 1' ( ね水|二件! ; - i 'p，. cl ) 使 命 を 全 う し て き た 11111' 合

む吋 11与の' 日制球の i設 計 に よ る む の で あ る

1I {{fI156年 3 I1 には、 #何神1ド1戸 沿H

ランドてで- i ホ 一 ト ヒ ア ' 81リJ " .防'.IJ.刊r覧=会が|日附;H制州fl削Il似i柁E さ1れL'るるに

苛雫1つ た が 、 こ の 人 工 J:hに は 、 海 j '. r.l 1di と し て 治 問

地 設 の ほ か 術 院 住宅警の公共地 ＱＱ 止め ｩＮｩ ， ｾＱＯ Ｑｩ￬ L  i {主め

られ、 21 世紀を j民望し近代打Ildi と し て 今 後 の 光 Jl¥':

カ，) ，: きく JYll 与さ H てし、る 。

相j l } i 水 1"，ｉ ，ＧｩＧｾｾ［Ｇモ Ｇｒ む、神戸 ｒｾ の発 ｬ 必とともにりよ 1(' 主

的 の 安 全 を 舵 保 す る た め 、 よ り 機 能 {I(J な 役 '1IIIJ を米

す必t ! t' t から近代的、機能(I(J 主・ Ir イ7.ill. J . tが，: l i1hI さ

れ る こ と と な っ た

ぷ ｉｾ ，- に吋 つ て は 、 昭 和 13年の水' ，1子、 i必1，の刈1朝l 災

ｨ 守ーの資料をＩ，ｾ慌に、ノＧｪＨ ｪ 幼， ｕＱｾｩ￬ をｪｊｩｩｊ えると J i <に、

災'，1;: 11年に、 卜分な治安機能が号41.t年:1 ｾ＠ ＾ｉｾるよう特日 ＱＱ

な円己hHを し た

また、 'JV足する百11 1{1機 能 、 近 代ill きたJ作とむ，l 1. ' ，lfll し、

Ａリ ｬ るい ｉ ，Ｚｓｾｾ［ ，苦Ｇｐ［として，ｽ｜見しま ｈｕ ， ｜ｬＨ のｬｙ ｪｬｾｊ に ｌι えら

iL ることを時!il っ てし、る 。

ｾｪｬｽ＠ ;;j( Ｑ ＧＮＧＺ 咋討を符 ｒｾｽ［ ，Ｉ ＿ＧｦｦｦｬＩ 派 ｮｾＱ 升は、 「ボートヒ 7

， ＸＱｊ の ｪｊｦｬ Ａｬｩ｜を僚会にポートアイランドの ｾｦ￬ ' b，_: と安

全を' ・干るため、以下でも特色のある何百jl 派 tl
l

. ，升と

して，l I i 1hj さH た

新しい人て} : ，Ij で、 jfr 代 施 設 、 治 的 地 ぷ の 税 制Hが ilt

め ら れ て い る が 、 こ れ と z調手11 さ せ る ぷ 11，よからも、

処物のイメージをｈＮｾのレンガ ｪｩＡｩ リのＺＨＱＧＱ＾｜Ｈ、あるい

は北 ｾＧｦＧ の ｹｾｾ 人自 ｈ にボめた 。 また、他物を分Ｇ， ｉｩｬｬ し、

ス ケ ー ル タ ウ ン さ せ 、 生J 円己hl 十' i { 、スタ γ コ{ 上 j ' の

外 I:; I.' K J. J ! . により、縦しみやすさと JIil ｪｬｬ 他物との， ｾｉ ， ｉ

1'11 をlχl っ た。 ( 只 loj tリ，¥ml difi 一七 i'fi什:::; ￆＺ［ＨｾＮ＠ ， Ｍ ｬｾｾ＠ )  

o  5  IO( m )  

兵庫県神戸水上警察署 2 階平面図

一

兵庫県神戸水上讐察署 (北面外観 )

兵 庫 県 神 戸 水 上 警 察 署

港島警部派出所

設 計 監 理 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

施 工 本 多 建 設 工 業

所 在 地 神 戸 市 中 央 区 港 島 中 町

4 丁目の内

敷地面積 700. 50m'  

建築面積 215 .48m'  

延床面積 464 . 34m'  

権造規模 R C 、 3 F  

工 期 昭 和55年目月 ~

昭 和56年 2 月

9  



モードリン夕、本社ビル

設計・監理

施 工

10 

安 井 建 築 設 計 事 務 所

熊 田 工 務 庖

日目 iiyih; ( 市 ー)

所 在 地 神 戸市 中 央 区 旗塚通り 7 丁目 10- 2  

敷 地面積 297 . 00 m' 

建 築面 積 178. 12 m' 

延 床 面 積 82日 23 m'  

4湾 造 規 模 R C 、 6  F 、 8 1

工 期 昭 和 54年 10月~ 昭和 55年 B 月

女性ブラウスを引叶とする 7 7 ''/ :'''' ョンメーカー

の、本社ビ J レ計画にあたり、神戸にふさわしい

新鮮さのある 7 7 '"/ ｾョンピルを目指した ｀

主主設J也は、新神戸駅よリ約 300mほど南に下っ

た生凹川公団に I面した住宅地にある 。

日［ｾＳＭ規制 高度地区指定などの ｩｌ￯ｗｾ の中で、谷

町(1仁を最大阪に生かした縫物とするために、g :

北に対して 「三J1J J杉J を) &- 1 ' とした平而形を j:li

f f J した 。

雄物外Ｑ￭ｊｉＮは、日 Ｚｭ ＮｊＡＮ 制の検討結採ーによる Ｎｬ ｴ ｉｊｉｉｉｾ 笠

i!J iの1111線、および高度地区鈍ililJ による 5 階部分

明而のカ ッ トをデザインに取り入れた。

外装は、 ｲ Ｈ ｊｪをＩ，ｾ調としたタイル ｬＡｩ［ リとし、

aHNには銅版をj ' f き、会休として、緊 'ili! ぷをも

ち、かつ粍tえな表現とした 。

(安子| 一位築設計 M: i 5所)

ー司司

配置図 ・1 階 平 面 図 ( 1 ・300)



〈新建材紹介 .No8 0)  

イゲタ鋼板株式会社

耐 候 性 鋼 板 C R 2 に よ る

ホ特殊屋根工法。

本 社 〒590 堺市出仏西町二番地 T E  L  0722(47)0111  

東京営業所 干 101 東京都千代田区神田佐久間町 3 - 27 T  E.  L03- 863- 2041 

( ガーデン パークピノレ内 )

- はじめに ・施工法

瓦屋線、なかでも日本瓦の佼われることが少なく 下地/ タルキ 60X45、@ 300mm +  12mm厚耐水ベニ

なり、伝統的な記念建築物や特別の和風建築物以 ヤ野地板+ アスフアルトルーフイング+ 瓦座 ( 木

外には、もはや見られなくな ってきている 。 これ 製 9mmX45mm、 @ 225mm)  

は、新しい安価な屋恨村が幾槌類も/ J 日発されて建 n 、ビス / 防水絶縁用ノマ ッキング付ステンレス製

築技術が変り、瓦が相対的に高価な材料になりつ j}Tまたはビス

. 特長

①強度、| 坊水性にすぐれている 。

② 耐候性にすぐれ、メンテナンスが経済的である 。

③ 広範囲な屋根に用いることができる 。

例 。体育館、ホテル、公民館、劇場、住宅、山荘、

④プレス成型のため 、立体感と厚みがあり 、外観

つあることや、施工の熟練者が減少しているなど、 3. 05世丸釘またはスクリュー釘 ( 打込深50- 55mm) デザインにすぐれている 。

社会経済的な要因によるところが大きい 。一方、 5 世 - 6 φ セルフドリリングネジ ( 打込深さ 30mm)

屋根や瓦に対して機能面、デザイン商での線強い 各部の納まり詳細、図示 (No 1  - No. 5  )  

志向が、施主や利用者、設計者ともに著しいこと

もZj1 - 笑である 。

紹介する屋f H 材は、この織な状況下で瓦屋般の良

さを新しい素材と技術によ って、現代建築に合理

的に適合させるべく開発されたものとして評価で

きる 。

. 材料

- 耐候性鋼板

C  R  2 ー鋼、クロム他 添加鋼

C R 2 R  鋼、クロム、燐他添加鋼 ( 特に高い耐

候性を要する E21税の場合に使用する)

・斜j安定化処理 ( プレパレン処理)

耐候性鋼板は無処理でも、 3 - 4 年てお1の安定化

が始まり、 6 - 8 年で安定化してその後の腐食は

進まないが、無処理! で使用すると初期段階で鈴の

流出や飛散で、周辺物を銃汚染することがあるの

で、一般的には般化安定処理を施こす。

一安定鈎の確実な形成と M流出の防止

一安定事!j の形成に必要な環境

｀大気 中 に ｊ 止はされ、 ｬ 吃 ｩｩｬｬｾ の繰返しのあること

@ 安定処理IJ 真に機械的な争J j 脈作用を与えないこと

- 形状、性 能、施工法

- 形状

- 性 能

強度 . 伊勢湾台風と同等の風強度によりテスト済、

風速60m/secl l 寺の釘一本の引抜力 58.3kgX安 全 率

3 倍

防水性能 ・屋線勾配3. 5/ 10の場合で、 l瞬時五主大降

雨量100mm/ l 0分 ( 過去の最大記録38mm/ l 0分 ) 、風

迷50m/secのシャワー+ プロワーテストでも安全

。o。10¥。、

。0 ， 。 ん 。 。 G

o  ¥) η 0

0

1  v ，。

NO. 2  t東部納め

フレスルーフ1t - 12

アスフアルトルーフインタ

確認 NO.4  

- そのイ也

耐候性鋼板を用いて、機 r1W'J 3 mてかLれ方f I i l0 .45

m を鎖状にジョイントして下地にボルト締めする

特殊工法 ( 1 型 ) や、瓦体工Tを発展させた ( II 型 )

もある 。

. おわりに

笑 j羽化されたとはいえ、車111昔日の納まりや施工法な

どに改良や工夫を重ねてほしい点も多い 。例えば、

メンテナンスフリーを目 t票にしなカずら、 t東昔日など

苛酷な条件の所をシーリンクー材に頼 っているのを

納まりで解決できないかどうか。 また、谷昔I1を溶

接に頼 っているのも、 T占板の複雑な昔I1分では、硲

笑さに乏しい。 より単純、確実、安価で、使い易

い普遍性のある材料に育 ってほしい 。

建材委員 Ｏ垣 内 健男 ｻ 安 ＩＱ 技 ｾ ， Ｚ止 ，， Ｑ Ｂ Ｑ［ 務 所 Ｑ［ Ｑ Ｑ ［ Ｑ 日 ｪ ［ ｩＮ｜ ｬｪ ｩＧｩｉＩ ｬ とＩ

住築 と社会/ 1981年 5 JJ 甘 11 



マイ・フォト

ホロンドンの窓から砂

松本和生/ 松市1. 機，IH会

部屋から見る風景には、それぞれの

国によってちがった音楽がきこえて

くる 。

ニューヨークの窓からビルの谷川に

流れるのはジャズかロ y ク、南部の

窓からはブ j レース 。

ノマリはシャンソン、ロンドンの :4Eか

らはレンガがグレーの杢に染まり、

クラシックが妙にあう 。

今の日本はすべての音楽がきこえる

が、私は日本のJ也l唄がきこえなくな

ってしまったのカ匂記しし、。

読者の頁

可ムのらくがきか募集

。テー 7 は. r  ｾＢ ｊ＠ n[ J  r伏J r冬」町問手を h 均 h すむので、

7 イトルを適当に必つけ ( 1' ; さも、. またスケ y チ場所主どを合的

て 200' ! ' f'i 皮肉コメノトをつけて下吾、、.

。サイズは 150X200 ミリ rf 皮肉白紙に でe る1'; け，1. 1.¥イ J キて'1':' ぃ

たしのとします. Ｈ ，、がキ ｫ で ｌｾ しっかえありません ｊ

Ｐ Ｑ 品雌分には，ｉ［ｉｌｾの悩料をさしあげます Ｎ 原 ＱＱＧＱ としてスケ ｹ チ肉眼

悩の返却はいたしませんが. 返却希望的場合はその行特記下さい.

0 氏名. 住所、聡1 : ; . 年併を明記して附日本ill 1 . ! i 協会制集部宛お送

リドきも、

「いまなぜ小堀遠州なのか」に参加して れる 。 多いテd ザインである 。

Ｎ［￡ＡＨＺｴｦＡＮ回目 ｩｬ￭ を ｾｲｴｩｬ Ｎ兵とする日本経ｼ話 ｬ 史上の ｊ￭ｌ 点に立つ また武上であったことは体裁を重んじる作風とし

小 笹 光 彦/ ランテ '/ 1. Hl削 減所 南北朝から室I l 汀 l時代にかけての作庭家迷は仰や水 てよく表われている 。武士である以上奥ゆかしさ

JI!H日56年 3 }-j 15 日午後 l 時半より、京高111.li 1際会館 巡回の足、忽をそのパ ックボーンとして、者名な f，'j やつつましさより自立つことが大切であり、どう

にて「いまなぜ小 ｉ 制法 ｾｈ なのか」というテ一＿の 山水を数多く後しているが、我々現代人にとって しても切れ味の鋭い形として表現しなければなら

y ンポジュームが| 掛かれた 。，f，y; r. 'lill'li が川崎泊先生、 は、その時代1' f - ! 止の相 j s から一位の宗教的、哲学 ない意識がデザイン化されている 。ill 築家であり、

村岡正先生、森溢先生、伊藤ていじ先生、! 主総理 的ともいえる厳絡さを Ｇ［ｾ￬ <  ! 必じ、近寄り難いとこ 武士であったことが彼の作庭の似本的な姿勢であ

先生というそうそうたるメンバーであったため、 ろがある 。 また室町H寺代tti から始まった茶庭にお り、茶人であったことは、デザインセンスであり、

これにひかれて参加した 。参加者は約 300名余り いては作庭のパ ックボーンをワビ、サビ等の茶道 テザイン手法て' あったように思える 。

て¥この忙しし、中大変多数の人が% ま ったので続

いた 。 これはやはり現代においても述州が如何に

I!l J心を持たれているかとい う表われであろうか。

参加者の構成は建築関係者Ｅ、造図 ｬ 見ｊｬ系ず ￭Ｇｾ 、妓

りｾは教育関係者と一般の ｩ 卓 ＧＩＫＱ 愛好家半々とい っ

たところて持あろうか。

主主州は江戸初期jに茶人、作庭家、縫製家として多

万而で也かなオ能を発f i [f して前総した武 l士て・あ る

が、 H年代に先がけた特異なデザイナーとして，lHJi

さi L ている 。

f乍庭家としては、南北朝から室町JI寺代にかけて凶

ＩｾＧ寺庭園、 天竜寺庭園を作庭したｾＮ［窓ｉｊ［ ｉ ｲＮ ｲｬｩ ととも

に、日本庭園の発展に多大な; ぷ科を与えた人とし

てよく知られている 。確かに枇近iZI られた日本庭

図を見るといわゆる遠州好みのにおいが強< ! 必じ

られる ことが多 〈、その子 ｦｪｾｾＺＡＱｊ の大きさに ￭ｬｴ かさ

12 

車内科i においており、よほど茶道に縦しんでいない このように述州の作品はわかり易いデザインで、

とその美しさや良さが理解，'1¥. : 1 えないきらいがある 。 ちょっといきなところが政大の特徴て" あり、また

これに対して、 主主州の作品はむづかしい lllil :il や忠 人気のあるゆえんでもあろう 。

危! 抜きても、デザインセンスで訴えかけてくる点 会場から「いまさらなぜ小物iili 州、ほのかJ という

が強〈 、時代背景 の杭lis を余り感じることなく、 ｽｾＱ があったが、これには ａ 号えさせられる所が多か

i卓州の作品に近づくことが山米、大変税近! 必を党

える 。

i卓州の作品の特徴は一般に直線の導入法のうまさ

とその装飾的な手法にあると 3 われている。これ

は彼が，主主築家であり、武|二てーあったことが大いに

| 剥係していると思える 。ill 築家であ ったからこそ

彼は、庭を建築的に fJt え、そのZE川桃成をきわめ

て控築的に行っている 。

1皮の庭の構成は l立総tドJ て' あり、聞がJ であり、かつ

また立体的であり、非 Ｑ［ｾＧ に具体的である 。 従って

理論的、機能 (I(J てM あり、巧えれば理解t H 米るの; の

った。

↑ft 報が12Ih- てテ'ザインの均一化、画一化が世界的

に. i f f i む今日、我々は源流としての日本文化にも っ

と目を IIl Jけ也す必要があろう 。 そのためには我々

にとって最も親しみ易い遠州をよく理解し、! 移ば

かりでなく、似底に iikれる忠jE! に触れ、 ili 州をI U1

じて 、さらに 告準法な 日本文化のiJ!I iiHCに近づきた い

ものである 。

こんな欲仮ったことを思いながら、午後 91時凶1'11-:'

途についた。大変長い時間lであリ彼れたが、それ

なりに有 I主義な 1 日でもあった 。
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ニュース原稿をお送りください。

昭和55年度建設省営繕工事設計

コンクールの入賞作品が決定

ｕ ＱＮ ｈ 日 ＵＵ ｩ ＱＧＭ ｬ Ｎ支の，建設省内の公約工 Ｇｊｾ 設計コンクール

は、さる 3 月 5 ・6 日の l両日にわた って、 J在京、

i乏が閣の中央合同庁令第三 号館共用大会議宅で| 澗

1mされた 。

このコンクールは、怨設省の営純組織における設

計技術の向上をねらいとして、これらの組織にお

いて設計した建物を対象に毎年 1 Ill I行われている

もので、今回は 29回目にあたる 。

今回は、存地方位設局、筑波研究学問都市営級建

設本音11、北海道開発局および沖縄総令・1 ' ; 務局から

合計 10作品( うち参巧作品 1 Ｉ のも ｾｴ ＺＱｾ があり、審

公 ( 委只長、高野i径官庁常総書11長) の結果; 入n作

品として、次の 4 Ｏｾが ｩ 渥ばれた 。

処設大臣1 ' t (  1  .'. ':': )  

1"] 司港湾令| 吉] 1 守令

官庁営約書]1長1' t ( 3 点)

凶立花山少年 1' 1 然の家

Ｊｪｴｾ 身体ド ｩＧｾｩｴＺ 者版業訓練校

金沢第 2 J也万合同庁令

建設大臣賞

門司港湾合同庁舎 (北九州市)

{ 九州地 1iill ぷJ; ; j 常村部大成ill ぷ 松16ill ぷ J V )  

官庁営繕部長賞

国立花山少年自然の家

m城県浜服部 )

ｾ｛ｾｴｊ也万 ｩｬｬ 設局営 給 部 Ｏ 熊谷車 ｉｬｦｬ ｬｊ ｴ￬ 支

ｭ ・ 商 ｩｩｾ 主Ｎｬｬ ｬ ｾ 東北五ｊｩＱＺ ・ 銭高ま ＱＱ 仙台主的

往設大臣1 ' ¥を狼科した門司港湾合同庁舎は港湾関

係官庁の合同庁令として 、北九州市の旧門司税関

跡地に他殺されたものである 。 入hJf 官者は門司校

側、九州 itfょ述局、| “ l司海上保安部など計14宮沢一で

ある 。 住物はＧｦ｜ｾ ［長室 ｬ 洋をまとめた庁令が鉄Ｇ持 ・ 鉄筋

コンクリー卜 iJ2、地上10]: 符、地下 H 皆建て、延而fl 't

23，031 '1' }j 米、 ' jU; 1I 器材r . 1I ・武道場をまとめた

附 )i[" 仰 がi-:kilJ j コンクリート !1t 21: 告処で延T fITfl' t2 ，137

‘ l' }j. ; j とである 。

慌が ｾｦ 主ｊｦ系 ｲｾ ・Ｚｰ，は性絡が係々に呉なり、しかも小部

長が多いのでフランニングは一般に困難といわれ

ているが、センターコアタイプの平而に破たんな

く収めている 。外閉めタイノレ J¥リわ〈先イ寸工法のti，

m、匝果実なディテールなど伎術的占Hl ' 1 が生かされ

ており、さらに身体障害者の利用に対する配慮、

紋化による環段づ くりも十分に行われている 。

下干庁記ー絡における庁令往築の* 大成といえる作品

である 。 え ｾｦｩｬ ーは九州地Ｑ￯ ｩｬｬ 設局営総書 ＱＱ が ｴｄ Ｎ 当して

し、る 。

東京身体障害者職業訓練校

( 東京都小平市 )

l則京地J . i ill ，設局営給自科 大干主主 ・藤

本工務用; 大本剖1

金沢第 2 地方合同庁舎

(  ｾￎ､ｈｉ 打 Ｉ

小者111也万-ill，d: /"j 悦・総書11/ 大林組 ・J' i柄

ill.1企J V  

、竹中大工道具館もの建設について

工 匠 、 道 具 の 心 を 後 世 に 伝 え る

建築概要

所 在 地 神 戸 市 '1' 央区中山手 4 丁目 104 - 2  

t聖地問的 356.43111 

ill 築商船 213.28111 

延床而ii fl' l 900. 40m 

主Il物mm R C 、 3 F 、 B 1  

エ JVJ 昭 和56年6)J"viエーH川口57年2FJ 竣工( 予定)

竹中工務応では、自1] 立85周年記念事業の一環とし

て、日本の建築に工Il L たちが使用してきた大工道

具および| 見.J i A 資料を広範に収集し、それらを民族

遺産として末長〈保存 ・収納するとともに、物を

つくる ・生産するという本米の: ¥J :I沫をくみ取 って

もらえるよう、 「竹中大工道具鉛J を往設するこ

とにな った。

竹中工務胞の創業は、隆氏 15年 ( 1610年 ) と、業

界で最も l咋い歴史を持 っており、織凹信長の 114Jilti

/ 長行をしていた竹中総兵衛l E おが武 t を伶てて名

内屋で工匠の道を求めたのに始まる 。 そして、 fjl]

2以後はむ つばら神社仏関の造営を業とし、住築

芯Ｚ匠の而て ー は 「 大隅流絵様 ｊ を、式 ｲｪｾ においては

同じく 「大間流J による祭事規式を (i l]始した 。

こうした歴史的背去をもっ竹中工務応では、次第

に ｩ￬ｾ えてゆく干甘い時代の道 ｲｾ 、優れた ｩ 立 ｊ ｌ ｌ を民族

j立illi として収集保存し、これらをi l U じて工ほの給

料lや in共鍛冶の心を後世に伝えていこうと、 「竹中

大工i立- Ufi i' U を往設することにな ったものである 。

ｾｪＮ ｩｩｉｔｩに当た っ ては、昭和 ＵＵ 年 ＱＰ 月に大工道具収集

安只会を設け、収集活動を 1)仙台、 AJl.イlーまでにゆJifi

・大正 . 11tH日! ¥/ ] の弁極道n 2，500.'.' .. : を収 U5 し、本

年 8) 1  tYi までには 3，000.' .¥を越える弘通しを符て

いる 。 なお、これに収集消みの現代の道具一 式約

500.'. ' . 0 : を加えると、道具ーだけで 3，500点を迎える

ことになる 。

今後の収集方針としては ① づｼ続き明治ＭＱｉ ｾｬ 干｛ｊ初期 ｬ

の道よ Ｍ ｬＮ て、欠係した何｜ｾｩＧ￮を ｩｬｬ 点的に収集する、 ② 江

戸JYI 以前の道具、絵図、文IIR等を if( 点に発服、収

集する、 ③ 近代の名工の作品を収集する、などを

ポイントに活動していき、学識者、日f:允家、広大

工、鍛冶の名工とい った人たちの t/JiJJ J 、指導を仰な

がら充実した内谷にしていく )J 針とのことである 。

また、これらの大工道具、関係資料等を収納する

大工道只firi は、竹中工ff， J古が事J 1 戸に進出して lb(: 初

の本社を白いていたゆかりのJ也、神戸市中央区中

山下 4TFI に控設することが決定しており、今年

6  Jl 1 日に治工、 57年 2 )1 には竣工の予定である 。

そして、 「 竹， ｴ ，大工 ｪ ｄＺ ＮＡＮＭｾｦｩｮ ｊ としてＱｬｦＮ Ｑ 館するのは、

竹 ｲｪＱ 工務所 の 創立 ＸＵ 周年に当たる ｕｾｬｦ ｊｬ ＵＹ 年 Ｒ 月 ＱＶ

日を予定しており、その後資料等の ｔ 完備が ｩｈｾ い、

ｍＡ｜Ｏｉ の ＱＱ 的が達成でき仰れば、ＺＱｾ米るだけ Ｑ Ｑ ＱＮい ＱＱ 寺

J¥/ Iに資料館として一般に公| 別していく万針とのこ

とである 。

lI Yi  

盤費
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自然発生的建築をめぐって 13-

領 域 そ の 2

防衛

往きたとしてあるを問が設定されるということはある領肢を設定する

ことであり、それは人間が動物て‘ ある 以上生物的遺産として の| 幼術

本fiE と切り縦して考えることが出米ないことは前杭に JAべたとおり

である 。 しかしそれを動物行動学的1l!111師として制給することは jll ，j 刃

の剣に j [ い危険をともなうことをも認識しておかなくてはるらない 。

それは人) i ¥l がなわはり性と呼ばれるに近い領域を、主川原. 0 l として

向性令集散し府住空間を構成しているとはいえ、動物の行動が4zfiE的

水 iV であるのに対して、人 1MJ のそれは立 l沫の水準としてとらえられ

なくてはならないからである 。1i)J 物の本能が反射事l' 経的な反応、を示

すのに対して、人 jiiJ は復維な価値の iflt1をとおしてこれを ililJi tFil する 。

たとえば戸片手1!1ilJ にもとずいた権利の修正.)J によ って、容易に土地家屋

が交燥されたりするのは社会的な約束ごとであ って本能による l丘般

的行為てーはない。ま た型と{ 谷の決定的な空 IIIJ における立 l床の決差が

文' ( i J . u ')、 .純. .4長り . によって区切られるそのあり万は、 1i)J! 鈎

がi ' I 分のマークを残すあり方とは基本的な追いを作 っている 。私た

ちはいわは両社会文化的価値体系の純々中11 を、 IIi リl主や生活係式に反映

させながら例有の領域を組み立てているのであ って、 なわばり.

ゃ '1幼術 はそのー断面を桃成しているというほとマ) j芭: 1 床である 。

したが ってこれらの要素が住空間を表出するうえでの決定的な要閃

として作用するとは限らないことは、すでにアモス ・ラポポートの

指摘するところでもある 。 たとえばマサイ族の場合、防衛が! リ1らか

に必要であるにもかかわらず、特有な Ｉｦｾ をも っ たｻ主肘はむしろ家 Ｑ む

との! 日l係においてきめられている 。マサイ族戦 kのノl、雇はこれもま

た| 幼術的であるはずのものが、l ' i i ' . I 1 自の小Li とは大分j Q った j杉をもち、

フェンスすらもたないのだ 。 それに対しチャドの耕{ 乍地マウスカム

では遊牧民のキャンプ形式と同じような閉じたサークルを防衛 l二と

ってはいるが、 7 サイ族の場; { } とも巡 ったものとな っている 。家百

より殺物への依存度が高いカメルーンでは、防衛にたいする必袋n

もY4なり、それぞれの価値体系の追いを示している 。 この J也万では

比較的μ，入される危険の高い場所においても、 一夫一婦i I i りかあるい

は一夫多T ' i I i リを家族制度としてもつかによ って、家屋形式は大きな

追いを比せるのである! 。

これらの WIJ が示すように 、地 域、人位、i J i lJJ 立、宗教、同土、言孫、

その他あらゆる条件の相違によって、さまざまな集約や家屋にと っ

て何を、どの位! 支、何に対して| 坊術しなければならないかが述うの

は当然であろうし、その方法の選択にはさらに無阪の組み合わせが

m立されることになる 。 しかしこのような多係性へと発散していく

ことをも って防1街のf l ! ; { 念に対する 仙jf l i I . が火われるとするのはい計と

いわなくてはなら主し、 。 むしろ ｭＡＣ ｦｾ に絡みあ っ た全 ｼ 会文化的 Ｑ ＱＱＱＱＱ 侃は、

即物的な| りj 術という要訪に対して只体的な空間をも って答えなくて

はならず 、ここにその内在的特徴が表出される 。 同時にそ H が求心

ＨｉｾＩ＠ ' d : 力としてはたらさ 、そこにかくまわれるべきものの性物を逆に

続定していくのを私たちはみるのである 。

14  
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(( 附竹中工務的大阪本日i ぷ，，1措11，苫" h'lU

自然の要塞

空間的防衛は必ずしも柵や城慢によって迷成されるとは| 以らない 。

人カ、その居住地を定めるとき、険しい地 Ｉｦｾ や河川、 ｩｬ ，ｴＮ によ っ てすで

に聞われた自然、条件に依存することは周知lの4O; ; k: である 。 1111i;- nIi "， 

に代表されるイタリアには険しい山そのものの日低差を利用した防

衛力によ って発達した街も 多く、百合、j央の '1' に忽然、とあらわれ、隊 Il '!j

の 中継地点として発達した都市ガルダイヤもまた白の! t rl'による防

衛の必要を土地の決差にもとめた ｾｬｮｾ 存な例といえる 。 ピレネーの渓

谷で出会った小都市オロロンーサントーマリーも、庄のきわに立地

することによって美しい i，';'Ii k に洗われ、季節i ごとにサケの産 !)Il でに

ぎわいをみせるオロロン川の保護を受けて独特の ;;k1tQをつくり出し

ている 。 この小都市をとりまく山や森は今でこそアスフアルトのj j )

によって凹方に述結されているとはいえ 、幾重にも広がる( 1 然の問

ｪＺ ， ｾとして機能してきたであろうことは必像にかたくなし、 。

il 止にとり固まれた場所はまたり1] のかたちで有効な防衛手段となる 。

水上運輸を生産手段として栄 "1'<; をきわめた商都ベニスは、 IJq問を7/ <.

に閉まれた向然のとりでとして小一越したものであ ったろうし、ょ↓〈南

I  i  ＡＧｾ肘Ｍ !I 

アジアの混原にはりめぐらされた水路は、バンコクにみられる水上

マーケ ッ トと呼ばれるような、小) I ) による水辺に結びついた粍消を

つくりだすと同時に水のバリケードとして、おおいにイi 'i.'J J なもので

あ ったにちがいない 。 人HiJ の物J 1[(1句な能力が上地の選定を無差別に

しつつある今日においてもなお生きつづけている水上の十Iは、今現

代文明の蒜牙からのがれるためのバリケードを必りめぐらせている

かのようでさえある 。

レベル差

ｮ 然が提供するバリアーは水の場介は別としても、Ｉ，ｾ本的にはレベ

ル差による変化に負うところが大きし、 。 そしてそれは物旦[ 的な| 坊 l!tr

kの問題とは別のかたちで心J : l [ 的な作用として大きな ;jf3 ｾＮｾｾＡ＠ 1  ) を持ち、

その多くはレベル変化のもたらす枕党拡大性に負うところが大きい

と言えよう 。 人間! の枕点はほとんど 一定であり、 τJ1JIIJ 也における悦

界が非常にｼ浪られているのに対して、地形のレベル変化は机 ｾｦＧ を 一

挙にＭｴ ｉￌ ‘大して、位Ｎｦ ｬｬ 的な笠 ＱＱＱＱ 体験をも ｾ￡ｦｾｾ してくれる 。 今 ｮ の行 Ｑｉ "1椛

造は非常に復雑なひろがりをみせて、その全体像を祝党 (1'.) にとらえ

ることをほとんど不可能にしているのに対して、ヒルタウンのよう

な斜面によって構成される都市がその附泣を視覚的に抱えることが

11¥米ることに私たちは無関心ではいられない 。 なぜならばそれは単

に n然設け克としての i l分たちのテリトリーをながめることにはとど

まらず、具体的な祝党情泣へのうったえかけが、共同体立 Itnxや j!.!! (，本

! 必の強化に lliJ 按 (I() な心J : l [ [ i ( )列IJ ; . j ; ; としてはたらくからだ。かけがえの

ない故郷はこのようにすぐれて iiiUl'，的な空間のドラマを以! 日l して、

人1mの'h'Hi'iへ l立桜う ったえかけ、共同体立識に決定的> : . - 1 象を紡ばせ

ることになる 。

参号文献

l )  Il ol l sc for m and cu  ¥t u  ! 'C. P  32.  Amos  Rapopon.  
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写真一 1 イタリア ペルージァ市にて 写真- 6 オロロン サント ーマ リ 一 行 程 図 A - 5

写真一 7 オロロンー サント - 7 リ一 行程図 A- 5

写真一 4 ガルダイア 行程図 8 - 2
写真一 8 バン コクの水上マーケ ッ トにて

写真一 5 ガルダイア 行程図 8 - 2 写真- 9 バンコクの水上7 ーケ ッ トにて
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建 築 家 と 建 築 技 術 者

「建築技術者・ ・.... J と い う 文 章 がH寺々自にふれる 。 そ し て そ の ほ と ん ど は 、 建 築 家 と 同 意 語 で あ っ た り そ

の 区 別 が な い ま ま 使 わ れ て い る 。 建 築 に 少 し で も 芸 術 性 を 認 め 文 化 や 世 界 観 の 表 現 を 容 認 す れ ば 、 そ れ

は 単 な る 技 術 の 問 題 の み で な い こ と は 明 ら か で あ る 。建 築 は 、 技 術 の 基 擦 の 上 に 成 り 立 つ 芸 術 で あ る と

い っ て よ い 。 従 っ て 、 建 築 家 は 建 築 技 術 者 で あ る こ と は 必 要 条 件 で 、 あ っ て 十 分 条 件 で は な い の で あ る 。

一 般 に は 、 建 築 士 と 建 築 家 と は 同 様 に 混 同 し て 使 わ れ る 。 本 人 も 一 級 建 築 士 の 資 格 を 得 て 設 計 に た ず さ

わ っ て い れ ば 、 み ん な 建 築 家 だ と 思 っ て い る 。 あ る 外 国 人 が 、 日 本 に は 若 い 建 築 家 が 多 い が 一 体 ど う な

っ て い る の か と 不 思 議 が っ て い た こ と が あ る 。 ヨ ーロ ッパやアメ リ カ で は 、 前 述 し た よ う に 建 築 技 術 以

外 の 広 範 囲 の 学 問 を 学 び 、 そ の 上 社 会 に 入 ってア ー キ テ ク 卜 の も と で 多 年 の 経 験 を 経 て 、 社会 に 責 任 の

と れ る 自 分 の オ フ ィ ス を 構 え て は じ め て ア ー キ テ ク ト に 成 り 得 る の で あ る 。 だ か ら こ そ 、 社 会 的 信 用 も

あ る の で あ る 。 日 本 の 建 築 家 協 会 は 、 建 設 省 相 手 に 職 能 の 確 立 を 云 々 し て い る が 建 設 省 は 本 来 科 学 技 術

の 立 場 で あ り 、 建 築 士 法 や 建 築 技 術 者 の 問 題 を 更 に 整 備 し て も ら え ば よ い 。 建 築 の 文 化 性 や 芸 術 性 を 主

張 す る な ら 日 本 の 組 織 で は 、 文 化 庁 の 問 題 で は な か ろ う か 。 私 は 、 建築 家 と は 建 築 技 術 の 基 盤 の 上 に 会

人 格 的 な 能 力 を 必 要 と す る 職 能 だ と 考 え て い る 。 従 っ て 建 築 家 教 育 も 、 そ の 資 格 の 問 題 も こ う し た 観 点

か ら 行 う べ き だ と 思 っ て い る 。 ( y .  y )  

日 照 権 と 通 風 権

住 宅 の 日 照 権 と は ヨ ー ロ y ノ 切 ‘ ら 来 た も の で は な く 、 戦 後 我 が 国 の み が 提 唱 し た 奇 妙 な 権 利 で あ る 。 ヨ

ーロ ッ パで は 個 人 の 日 光 浴 と し て の 日 照 権 は あ る が 、 住 宅 の 日 照 は 考 え て い な い 。 ヨーロ ッパの住 宅 の

方 位 は 、 ま ち ま ち で あ り 、 窓 に 日 光 が 当 る の を む し ろ 望 ま な い 。 ヨーロ ッ パは 乾 燥 し て い て 温 度 が 低 い

の で 、 洗 濯 物 は 裳 庭 の 陰 干 し で も 、 室 内でも充分乾く 。 我 が 国 で は 雨 上 り の 日 な ど は 、 バ ル コ ニ ー の 洗

t濯 物 が オ ン パν ー ド と な る の は 、 直 接の 日 光 で な い と 湿 度 の 高 い 我 が 国 で は 乾 か な い か ら で あ る 。

大 阪 の 綜j支 は 北 ア フ リ カ の ア ル ジ エ リ ア と 、 同 総 度 で あ る 。 ヨーロ y パ は 北 海 道 、 樺 太 に 相 当 す る 。 従

っ て 我 が 国 で は 日 照 権 よ り も 如 何 に 日 光 を 述 断 す る か と い う こ と が 必 要 と な り 、 昔 か ら の 住 宅 で は 軒 を

長 く し 、 縁1H1J を と っ て 直 接 日 光 が 室 内 に 入 ら な い 僚 に な っ て い る 。 夏 、 株 で 日 光 浴 で も し よ う も の な ら

火 H]j してしまう 。

しからば何故日 ｮｾ 権がまかり通る様にな っ たのか、それはつまり、日照権を確保するという口実で隣棟

間隔を充分に取りたいためである 。 ｴｾｽ 交の高い我が国では通風こそが最も必要なのである 。 通風権をす

りかえて日 !m権 を 主 張 し て い る に 過 ぎ な い と 思 う 。 ( R .  M )  

第 2 行 程 に 入 る 私 の す る こ と ー建築家貧乏論 ・耐乏 論 そ の 5 =

自↑ 蛇たらしいがわか布を少し。私の場合釘¥2 段 階 自 の 建 築 家 耐 乏 生 活 が53オーから始まると思 って いる 。

そ れ は 第 l に 2 人 の 子 供 を 生 み 終 え た の が28才 、 社 会 人 と し て 育 で き る の が 満52オ で あ り 、 第 2 に 先 代

より nオ 産 を 譲 り 受 け ず 、 箸 と 茶 碗 " か ら ス タ ー 卜 し た 自 ら の 体 験 か ら し て 、 税 と し て 社 会 人 に な る ま で

の 責 任 を 持 ち あ と は 自 力 で 歩 め よ と 子 供 に 言 う か ら で あ り、第 3 に 下 の J2、子が卒業して社会人となれば

家 計 而 で は う ん と 助 か る か ら で あ る 。 第 2 段 階 自 に 入 っ て や っ と 人 並 み の 人 間 ら し い 生 活 状 況 に 浮 上 出

来そうである。

主tt 築 家 と し て 第 2 行 程 で し な け れ ば な ら な い 事 が 沢 山ある 。 社 会 生 活30年 の 間 に 得 た こ と 、 学 ん で 来 た

こと、 i'I いて来たことをまず総理しなければならなし、 。 自 分 を お い て は 出 来 な い 事 も 叶 可 か 。 あ る の で

は な い か と 向 己 過 信 気 味 に 巧A えている 。 そ れ は 風雪 に さ ら さ れ 再 びl耐 乏 生 活 に 遭 遇 し た と し て も 建 築 家

職 能 の 道 を 正 し く 市 〈 ひ た す ら に 生 き る こ と 、 後 継 者 を 育 て そ の 数 を 多 く す る こ と 、 実 践 体 験 を 横 に 伝

え ひ ろ め る こ と な ど で あ る 。 i況 に 笑 行 し て 来 た こ と が ら で あ る が よ さ 先 輩 、 仲 間 に 教 え ら れ 励 ま さ れ て

成 し 糾 た と 感 謝 し て い る 。

そ の う ち に 21世 紀 が 近 づ い て 来 る で あ ろ う 。 ( T  .  R )  

ア ル ミ と さ び P A R T I I  

前 回 ア ル ミは 大 変21!J び‘ やす い金属であり、忙しい日1 Ii- 業 務 に 没 頭 し て い る と つ い そ の こ と を 忘 れ て し ま

い が ち で あ る こ と を 書 い た が 、 今 回 も そ の 続 き で あ る 。 こ ん な こ と が あ った。‘ 天 井 廻 り 紘 に ア ル ミ 型 材

を 使 う こ と が 多 い が 、 突11工 'F でもありすぐ手に入るのでi I i : 所の建材活で買ってきて施工した 。 モルタ

ル に 桜 し な い 部 分 な ら よ か っ た の だ が 、 た ま た ま モ ル タ ル と 接 す る 所 が あ り 、 そ の 部 分 か ら 白 い 糊 状 の

物 質 がl吹 き 出 し て き て 大 変 見 苦 し い こ と に な ってしま っ た。 この例も、 |場極再変化被膜 + ア ク リ ル ウ レ タ

ン焼 付像 装 と い う 防 蝕 処 理 が な さ れ て い な か った た め 発 生 し た 不 具 合 で あ る 。 ま た サ ッシの 外 額 縁 に 上

記 の よ う な ItJ J 蝕 処 理 が な さ れ て い な い iI担 げ 加 工 材 を 用 い た り す る と 、 コ ン ク リ ー ト や モ ル タ ル の ア ル カ

リ に よ り 発 対 し 、 そ の 休 柏 JI削長力 の た め 外 装 材 が 剥 落 す る こ と が あ る の で 、 注 意 が必 要 で あ る 。 前にも

一 寸ふれたが、 ｉｾ Ｎ方自虫処理をしたアルミでも外装材に用いると錆びることがある 。 この場 合は点 削Ａとい う

形 で 現 わ れ る こ と が 多 く 、 面 白 い こ と に 雨 が 直 接 か か る 部 分 は 殆 ん ど 発 生 せ ず 、 雨 の か か ら な い 庇 裂 と

か 庇 下 の 墜 な ど に 多 く 発 生 す る 。 な ぜ こ う な る の か ア ル ミ の 311j の 専 門 家 に lifJ し、たのであるが、紙面もつ

き た の で 次 回 に 紹 介 す る こ と と し た い 。 ( H .  A )  



'  ζ  Ｇ・品ｾｽＮｊｾ そ

現1丈夫 日月は、りざましいスピー ドで

発展ぞ絞りて いま 丸 その中て、ピノ匂

の窓ふ き まぎまな機能に応える新 し

いタイプが求められてL' -.J: 丸

〈エノレミン窓〉は、この時代のニーズに

マッチする理想、のウイン ドウ。一貫

生産と厳正な品質管理による高精度

の品質、 Eんなタイプの建築にもフィ

ッ卜するデザイン・ t 、数4 のすぐ

れた特性て; 現代文明と自然を、しな

やかに融合。オフィス、ホテノK 病院

など各方面で愛用さ れていま主

. 一重サッシに比べ、断熱性は 2倍。

・高い気密性。都市の騒音を防ぎますh

・悪天候にも、ビクとも しません。

・寒きで窓がくもる心配も無用で丸

・特殊な横軸で180

0

回転。清掃便利。

. ガラス問にブラインドを内蔵。

、

』

J  

]  
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一次シール ( one-st age seal i ng)  

主にカーテンウオーノレのジョイントに

おいて二次 y ールを行う場令、外公に

篠する部分にシーリング材などを充て

んすることをいう 。

ウェザリング ( weat her i ng)

屋外において、日光 ｰｷｲｾ などの自然条

件を受けて、 H寺I i l J の経過に伴 って起こ

る材料の物略的、化学的性伎の変化を

し、つ 。

押出し性 ( ext rudabi l i t y)

カートリ ッジに充てんした不定形シー

リング材の押し出しやすきをいう。

押 縁 ( bead，st op)  

ガラスやノ、ネ J レをサ ッシ、わくなどに

悶定するために、その周聞に取り付け

る金属製や木製の細い材をいう。

界面はく離

不定形 y ーリング材などが、それらの

被活体出lからはく縦し、 J妾l1抗lD町がf政

域されることをいい、正しくは、はく

縦破壊、 J妾，，'11i 直段、抗lrui 破壊と l呼ぶ。

架橋 (c rossl i nki ng)

線状ポリ 7 一分-[ - の相 l y' 聞を化"'i ・(!(J に

総合させ制状構造をつくることをいう 。

可使時間 ( worki ng life， appl i cat i -

on life， pot  l i fe) 

2 成分形シーリング付でl，li 剣と硬化斉1]

の繰りませ前後、充てん作業に不適当な

粘 j主になるまでの時間をいう 。

ガスケ ッ ト ( gasket )

サ ッシと tt ラスの取り付けまたはその

シールなどに使用するもので、合成樹

脂または合成ゴムを H 明、 Y 剤、 U ｾｾｲｊ そ

の他の特殊な断而形状に t' [ l 1H成形した

ひも状の定形 y ーリング材をいう 。

加熱減量 ( heat i ng l oss)  

シーリング材を加熱したときのi I i ti( の

減少をいう 。

基調1] ( bas e c ompound)  

2 成分! 彩不定形シーリング材において、

主要なピヒクル成分を含む万の配合物

をいう 。 また主剤と呼ばれることもあ

る。

凝集破壊 ( cohesi ve fai l ur e)  

不定形シーリング材後苅強さ試験にお

ける試験体の破壊状況を返す術認で、

シーリング材の部分における日鹿島自をい

つ。

Ｈ ｾ，中 ｜Ｇｕ ， にでてくるｊｬ ｊｲ､ｦ の 解説 Ｉ

18 往築と 白会/ 1981年 5 )J サ

クリープ (c r eep)

材料に一定の応力を与えると、瞬間 (1(;

に' J ! iitl 変形を生じ、次いで、時J i i ] の経

過とともにその変形がJ ¥' ) 大するが、こ

の場合後者の現象をいい、この時に生

ずる変 ｉｦｾ 品のことをクリープひずみ、

または. t ji に 1' ) ープともいう 。

グレイジング ( gl azi ng)

ガラスをはめ込み l剖定することをいう 。

クレージング ( crazi ng)

ひ( y ともいい、ウェ吋，1) ングなどによ

って y ーリング材の表 l節から内部に達

する制11かいさ つ叩状のひひ' われをいう 。

形状係数 ( s hape f act or )  

不定形シーリング材を充てんする口地

の採さを中国で除した i也をいう 。

コーキング材 ( caul ki ng c o mpound， 

cal k i ng c ompound)  

ilh脂、合成樹脂、エマ J レシ ョンなどの

ピヒ 1/ レと鉱物質充てん材をよく繰り

まぜて製造したもので、相| 対変i立の小

さな百11村や1' 111品聞のすきJ i l] に充てんす

る不定 ｉｦ ｾ シーリング材をいう 。

剛精造 ( ri gi d st ruct ure)  

位、はりなど の 後令官 ＱＱ を ｉｾｉｉ｝ とし、 ｉ 也記 ｩ

7) に耐えられるように設計した射1Ifi1t を

し、ヲ 。

サスペンション構法( 造 ) ( sus pensi ・

on s t ruct ur e)  

大般のガラスをヒ辺でつり下げて取り

付ける締法 ( j丘)。 一般にガラス問士の

ジョイント部分にガラス而と直角方向

にガラスの力板 ( スティフナー ) を入

れ、ガラス| 百l士のジ ョイント部分に r;!ji

性 y ーリング村を充てんする椛法 ( i![ )  

をいう 。

三面接着

ジョイントに不定形シーリング材を充

てんした場合、ジョイントをm成する

材料の相対する而および底部三つの而

で後ff することをいう 。

湿気硬化型 ( moi st ur e- cur e ty pe)  

ー シーリングヰオ

脇工後、空気中の出分によ ってli! 1! 化す

る不定 ｉｦ ｾ '" ー リン グ村をいう 。

ジャン カ

コンクリート打ち込み時に、セメント

ペーストのまわりがわるく 、組何十オが

ｬ 筒所によｾま っ た古 ＱＱ 分をいう 。 また豆

板ともいう 。

(111，治解況は r"， ー リングハ ン ドプ γ ク」

日本 ｹ ー リ ン グ Ｑ 業会制ｾより Ｇｊｬ￭ｬ￬ Ｉ



シーリング材の耐久性と問題点ー材料面・施工面・設計面ー

小 池 迫 夫

このところ、雨漏り事故の主役は シーリングがらみにな った

という指摘がある 。屋根防水がある程度整備された結果でもあ

ろうが、コンクリート外壁が、依然として 、防水しない。部位

に位置付けられているためでもあろう 。加えて、シーリング材

に対する特効薬的な期待が、まだ根強〈残 っているせいともい

えよう 。

J I S A 5 7 5 8が軌道に乗りつつあるとき、それだけでは楽観

視できない多くの問題がある 。それは耐久性上の欠陥と深いか

かわりがありそうに思われる 。

材料面

世界的水準を超えるといわれる J I S A  5758が制定され、材料

面では問題が少ないょっに思われるが、必ずしもそうではない。

世界的に共通したことだが、シーリング材の耐久性評価は、

それが十分に硬化した後に行われている 。 しかし、シーリン グ

材の充領されるジョイ ン トが、常時動いていることを考えると、

とくに金属カーテンウオールなどでは、シーリング材の硬化途

中における動きの影響は無視できないようである 。

すでに、ある種のシーリ ング材にはこの影響が確認されてい

るし、それらしい形跡が現場にも残されている 。すべての シー

リング材に共通するものとも思われないが、硬化途中における

ジョイントムープメントの影響は、ルーティンな検討項目と考

えるべきであろう 。そのためには、何か適当な試験方法を開発

しなければなるまい。材質的に破断その他の欠陥の発生はまぬ

がれたとしても、シーリング材が変形したまま硬化することは

想像に難くない。断面のくびれは、その後の動きによる応力が

集中する個所でもあるので、決して有利には作用しないはずで

ある 。

その他、現在シーリング材の力学的物性の表示には強さ、伸

び、 50% 引張応力が用いられているが、より的確な表示のため

には非弾性挙動を考慮した物性の把握か望まれる 。ある 1 種類

の引 張速度による 50% 引張応力だけでは、 ジョイ ン トに生ずる

カの正確な判断はできないことを知る べ きであろう 。

施工面

前項で述べた、硬化途中におけるジョイントムープメントの

影響に関連することだが、通常用いられるパ ックア ップ材やポ

ンドプレーカーといえども、硬化前または硬化途中のシーリ ン

グ材の粘着を防止するものではないことに留意する必要がある 。

いいかえれば、この段階では二面接着ではなく三面接着の状態

にあり、このときに受けるムープメントの影響は三面接着のそ

れであるということである 。

現在、ジョイントの底部に挿入するパ ックア ップ材の圧縮率

には、さほどの注意が払われていないきらいがある 。本年 2 月

に発行された日本建築学会の防水工事標準仕様書 J A  S  S  8 の

解説では、 、目地幅より 20- 30%大きい幅のパ ックア ップ材を

ジグを用いて装てんする ( P. 413) 。と述べられているが、これ

はきわめて重要な指針である 。一般社会では、目地幅より 1 -

2  mm大きい幅のものを用いているようであるが、目地幅の施工

誤差を考えるとパ ックア ップ材の圧縮率が十分でなく、ムープ

メン 卜によりジョイ ン トの被着面とパ ックア ッフ。材の聞に隙聞

が生じ、硬化途中のシーリング材に致命的ともいえるノ ッチを

入れる危険性が大きい 。

施工の能率化と満足すべきシールドジョイントの完成とが相

反することの好個の例であろう 。

設計面

先日ある会合で、十数年前に建設された東京のきる超高層ビ

ルのシーリングが話題にな った。 シーリング材は相当に傷んで

いるのだが、一次および二次シール、その間に減圧空間という

設計の放か、大した漏水事故に至 っていないということである 。

多分、設計に参加したエ ンジニアにと って、我が意を得たり、

とい った成果に違いない。御同慶の致りと申し上げたい。 シー

リング材の正しい使い方が前提となることは確かだが、フェイ

ルセイフの設計指針は十数年を経て、その真価を発揮するもの

である 。 この経験はきわめてt ' t 重であり、今後とも設計の重要

な指針であるべきである 。

今ひとつ、普及型 シールド ジ ョイントの設計として、シーリ

ング材を部材表面のツライチではなく、可能な限り奥の方へ引

っ込ませたらどうだろうか、という提案はいかがなも のであろ

っ。奥に号| っ込めば太陽光線を受ける時間も短縮され、温度と

ムーブメントは多少なりとも小きめになる 。 シーリ ング材表面

の仕上げもあまり重要で、なくなり、汚染性シーリ ング材の影響

も減じられるというものである 。

決して悪い指針とは思われないのだが・・・…

( こいけ みちお 東京工業大学教授)
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歴 史 的 背 景

長 島 賓

はじめに 様式も旧来と変わらなかったため、ほとんどが雨漏りの補修であっ

「歴史的背景J という題を課されたが、シーリングとは縁遠くな

った現在の筆者には荷が重すぎるので、何か辞退する術はないもの

か、と小池教授や松本洋ーさんに相談したところ「シーリングの草

創期を知る者が少なくな った今こそ、当時の模様を残して おくこと

が義務ではないかJ と逆に煽られる始末であった 。

シーリンクザ材の年表や変遷はすてーに数多く発表されているので、

本稿ではやや趣を変え、裏話や施工のことなどを交えながらシーリ

ング業界が確立するまでの経緯などを、ふた昔も前のことを想起し

ながら、物語り的に記してみたい。

格調高い諸先生の論文の中で、いささか場違いの感は免れないが、

いくらかでも後進の参考になれば… ・・と念じつつ浅学をかえりみず

筆を執った次第である 。

30年 代 の シ ー リ ン グ

わが国にコーキングコンパウンド( 当時は油性と呼ばなかった)

が登場したのは昭和27、28年頃、 A 8 C商会によって米国から“ パ

ルカテ ックス" が輸入され、ささやかながら販売されていたが、 29

年には東急会館に本格的に使用された。翌30年には昭和化工附( 現

昭和石油アスフアルト) によ って国産第 1 号“ エパーシール" が誕

生、約 l 年おくれて日本添加剤工業側から国産第 2 号“ ファインコ

ーク" が製造された。その後は需要の急増とともに比較的技術と設

備が簡単なこともあって、主として中小企業が次つぎと生産を開始

し、数年後には完全に輸入品を駆逐してしまった。

弾性シーリング材は、昭和35年、日本板硝子側本社 ( 設計: 日建

設計工務、箱工: 竹中工務庖) のガラスカーテンウオールに使用さ

れたのが始まりである 。採用にあた っては設計者をはじめ関係者が

渡米、調査の結果、日本ミネソタ 3 M側によって、米国 3 M社から

‘ ・ウエザーパン " が輸入された 。翌年には住友 3 M附が創立され、

その後は同社によって輸入がっつ' き、 38年東レ チオコール側により

原料ポリサルファイド‘ ・チオコール L P " が国産された頃、横浜ゴム

“ハ7 タイト" をはじめ各社が国産に若手、またたく問に十指に余

るメーカーが名乗りを上げることとなった 。 しかし弾性シーリング

材はコーキング材のように簡単にはいかなかったようで、なかには

いわゆるブランドメーカーもいくつか見受けられた 。

問じ頃シリコーン系、ブチルゴム系も輸入あるいは国産され、ｾｬｪ￭Ｎ

性シーリンク'材は戦国時代へと突入した 。

40年代に入 ってもこの傾向はつつ' き、ポリサルファイド系だけで

も米国の 2 倍にも達する数のブランド商品がしのぎを削ることにな

ったのであるが、当時、建設ラッシュがいかにすさまじいものであ

ったかを物語るものでもある。

コーキング材の揺藍期

コーキ ングコンパウンドが輸入された当初は新築も少なく、建築
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たが、次第に関口昔日が大き く、採光の良い連窓やガラスプロックが

多用されるようになり、さらに日本住宅公団の発足とアルミサ ッシ

の開発がこれに拍車をかけ、コーキング材の需要は急増した。

当初の価格は、 18 .e 1 缶12，000円前後で、大卒初任給に匹敵して

いた。わずか l 缶横流しすれば数人が一夜豪遊できたものである 。

需要があり、儲かるとなれば必ずイミテーションが現れる 。たと

えば、 2，000円校度のガラス パテ 3 - 4 缶にコーキング材 l 缶を加

え、灯油を注いでドラム缶でスコ ップ と棒切れで練り合わせると、

「似て非J ながら 一見コー キング材ができ る。これを現場で空いた

メーカーの容器に詰めれば、( 軟らかくて使いやすくて安い) モノが

出来る 。幸いに大量には出廻らなかったが、事実、これでも相当期

間、少なくとも現場引き渡しまでは十分軟らかさを保つことができ

たはずである 。悪徳商法の典型ではあるが、冬期、粘度が上がって

極端に作業性が悪くなるコーキング材の哀をかいたものとも言える。

この冬場の作業性の対策として、メーカーは油の混合を強くいま

しめていたが、たき火のそばに置いたり、棒状のヒーターを差し込

んだりしてみたが、流動性が小きいため、周りの一部が軟化するだ

けで効果はなかった 。一方、作業能率は上げなければならず、つい

つい禁を破って灯油の混合を行うこととなってしまう 。大体 1 斗缶

に l 升というのが相場であったようである。これではメーカーが出

荷したものと、現場で{ 変われたものの物性は大途いで、この対策に

は手こずったものである 。 ましてや無責任なメーカーが「硬いとき

は灯油を加えて使用して下さい J などと指示するものまで現れるに

及んでは全〈何をか言わんやであった 。

こうした問題は、 J 1  S の制定によって解決されたので、今では

昔語りになったことであろう 。

専門職の養成もひと仕事であった。はじめは、雑役の日雇い工の

中から若くて気の利きそつな顔つきの男を誘って手とり足とりであ

ったが、極端に握力の要る仕事のため、向き不向きがあ って、誰で

もというわけにはいかなか った。それでも比較的行金が苅か ったの

と、党えやすい仕事のため好んでこの仕事に定着する者も WI えては

きたが、ブームとともに移動や隣合集散は絶えず、 Ｇｪ ［ｾＮ に新人の養成

は絶えることがなか った。

弾 性 シ ー リ ン グ と カ ー テ ン ウ オ ー ル

本誌第42集 ( 1961年 7 月) に日本板硝子ピルがグラビヤで紹介さ

れている 。その中に舎かれている日建設計 ( 当時 ) 岡稲作太郎先生

の「設計者のことば」の終わりの部分に「コーキング材としてネオ

プレンとともに 3 M社の製品をも用いることができて安心感を増大

することができた 6 国連事務局やレバーハウスをも って約10年前に

一般化されたといえる、このいまや平凡なる手法の今後の雌衰はど

のようなものであろうか、経者には平凡なるが故に価値があるよう

に思えるのだがJ とある 。設計者の予言通りその後のカーテ ンウオ

ールはめざましく発展し、 Ｇ［ｾｩ 性シーリング材も一躍脚光を浴びるこ



ととなった。

余談であるが、日本板硝子本社は、 “柱のないビ j レ" として名物

となり、観光パスガイドが「間もなく左手に見えて参りますのが近

代建築技術の粋を集めて建てられた日本板硝子本社ー…・・ ご覧下さい、

外からはちょうど柱のないピルのようでございます、壁は全部ガラ

スでできており〉この建て方をカーテ ンウオールー 」と紹介した

ものである 。

きて、カーテンウオール ・超高層ビルとは 、もちつもたれつの関

係で今日のシーリンク

いる 。

日本板硝子本社の建設当時、筆者はあるコーキ ング材メーカーの

大阪支庖長として勤務していた関係で、竹中工務庖 ・松井所長から

同ビルのシーリ ング施工を命ぜられた。施工量は延べ約10，000m、

当時としては大工事である 。材料はすでに 220缶が輸入済みで、ま

ず材料の説明を日本ミネソタ ( 現住友 3 M ) の加藤賢介さんや竹村

さんから聞き、はじめて見る ｾｬｩｩ 性シーリング材のすばらしさに驚き、

感心したものである 。

早速施工方法の研究にとりかか ったが、まず、どうして混練する

かであ った。娘られた工期内ではどうしても機械に頼らねば能率が

上がらない。 3 M社の資料を見ながら八方探し廻 ってや っと見つけ

たのが、製薬機械の中から 飴の練り機であ った。 5 eくらいの球状

の底の容器の中を金属の腕が自転しながらかき廻すもので、試験し

てみたら実にうま くいった。 しかし重量が60kg もあり、各階の速織

にはいささか骨が折れたが、結局代わるものがなく、最後までこれ

を使 った。

強化グレーベーン

ウェーザーパンシーラー

当時はすべて足場作

ウェーサ・ーパンシーラー業のため南側のー窓の

グレーへーン

サーモへーン

取りつけを残してもら

って、そこから出入り

し横歩きで作業した 。

材料はシルバーで、

でき上がりは方立や窓

枠と同様に光って見事

であったが、現在はア

ルミ末を浪人すると物

性低下を招く のでほと

んど使われなくな った。

プライ 7 ーは使用し

なか った。数年後の調

査で、内側のシールが繁外線のためガラス面から剥離していること

がわかり、その後急速にプライ 7 ーの開発が進んだ。

仕上げ用のへラは、油絵用のペインテイングナイフなどで試みた

が、腰が弱か ったり、先端の R が合わなかったりで使いものになら

ず、やはり現在も f変われている洋食用ナイフに落ちついた。 とくに

はじめての仕事ながら終始熱心に、骨身を惜しまず、チーフ作業員

として働いてくれたのは井手政夫君( 現日添工業社長) であった。

箪者は本稿取材のため20年ぶりに日本板硝子を訪ね、具に現状を

見せていただいたが、すでに 7 0 %はガラスが入れ替えられ 、シール

はシリコーンに代わ っていた。昔のまま残っている数か所を直接指

で触れ、感無量であ ったが、シール自体は昔日の輝きも弾性も失っ

て、 黒ずんだ肌は冷たく 、世代の交代を待っているかのようであっ

fこ。

過 信 さ れ た シ ー リ ン グ 材

コーキング材も同様であるが、とくに弾性シーリング材は、第二

次大戦中米軍機の燃料タンクにはこの種のものがコーティングされ

ており、銃猟が貫通しても? 単位のため穴がふさがり、燃料漏れは起

きなか ったなどと聞くと一様にその性能のすばらしさを信じ、 2 mm 

で十分とか、三面接着など全〈関心をもたず使われたが、今ではこ

のような馬鹿げたことはなくな った。数多くの失敗の結果からでは

あるが・ ・・ 。

汚 染 と プ ラ イ マ ー の 重 要 性

コーキンク4 材の泊分が御影石にしみ込んで問題を起こした苦い経

験はあったが、弾性シーリング材が被常体を汚すとは思わなかった。

ところが小松ビルの大理石目地をシールしたときのことである。施

工後 2 - 3 日経って、白い大理石が目地に沿ってピンク色に変わっ

ているのに篤いた。原因はシーリング材に添加していた接着付与剤

と大理石のアルカリの反応であることがすぐわかったので処置した

が、劇物を使う危険な作業であった 。 J 1  S に汚染の項目があるの

もこうしたことが原因の一つになったのであろう。

接増強さとモジュラスの相関関係もずいぶん論議研究された もの

である 。t自性コーキング材は乾いてさえいれば大体何にでもつくが、

シーリング材はそうはいかない。 P C板の脱型剤にノ マラフィンや油

分を使 ったものには実に手を焼いたものである 。 また塗料の開発は

シーリング材の接着など待たずに進んでいく 。 メーカーは必死にな

って塗料の後を追いながらプライマーを研究開発するのだが、現場

の情報がおくれると息わぬ失敗をすることになる 。 メーカーと施工

が直結したり、密接な関係が保たれている頃はいざ知らず、施工が

独立した企業にな った現在では、情報の交換が接着のトラブル防止

の最大のものではなかろうか。なぜならば、接着はシーリング材で

はなく、プライマーがその鍵をにぎっているのだから。

おわりに

ポイントはずれの蛇足ばかりが多か ったことを自省せざるを得な

いが、シーリング初期の失敗をいくつか挙げたつもりである 。 これ

らの問題はほとんど J 1  S によ って規制 ・解決されており、現在で

は安心して使い得るものばかりと思うが、有機材料である限り本質

的に耐候性には限りがあり、大きな期待をかけることはいましめな

ければならない。 また、凝りすぎたデザインや部材の取り合いの後

始末に安易にシーリ ング材を充ててはならないことを強調したい。

( ながしま みのる )  

ゴムアスフアルトド;}j 水て 'I Q位協 防HIl介 '1'務局長・ 円本シーリ ングT. li 会会 友/
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要求される性能と諸問題

西 沢 順 之 助

はじめに

シーリング材に必要な性能については諸外国の規格類をはじめ、

最近では J I S A  5758 ( 建築用シーリング材) に至る圏内の規格類に

よって規定されてきている 。 しかし、これら規格類は一定の条件下

における性能のチェ ックであり、建築現場におけるすべての条件に

対応し得ることを許容してはいない。

一般に建築用シーリンクー材に要求される性能条件は他の有機材料

に求められるもの以上にきびしいものがある 。 とくに弾性シーリン

グ材に課せられる要求性能はなおさらである。それはつぎのことを

比べれば理解していただけると思う 。…・ … ・本来ゴム製品は品質管

理された工場において、一定の加熱 ・加庄のもとに加工され、ゴム

弾性、接着性などの諸性能が得られるのである 。 これに対して、シ

ーリング材は春夏秋冬および東西南北など各種の温湿度条件の中で

の自然硬化を要求され、かっその聞に工場におけるモールドと同じ

役目をする目地は動きを伴っているのである 。 また接着を要求され

る被売す面の状態は一定せず、影響の大きい温湿度条件も工場より幅

広いものがある 。

( I ) シーリング材に要求される性能

日本シーリング工業会編集のシーリングノ、ンドブ ックの中ではシ

ーリング材の 3 要件およびそれに応えるための性能としてつぎのよ

うに述べられている 。

「ジョイントの水密性を確保することを目的として使用されるシ

ーリング材はつぎの 3 要件を満たさなければならない。

( 1 ) 部材と部材を防水的に連続させる物質を形成しなければならない。

→ 接着性、ノンサグ性、作業性、水密・気密、性

(2) 充てんされたシーリング材はジョイントにムーブメントが生じて

も破断・はく離などすることなく、防水という機能を維持しなけれ

ばならない。→ 耐ムーブメント性

(3) さらに屋外においては日光、雨雪などの自然条件にさらされても、

(2) を維持しなければならない。→ 耐候性、耐熱性、耐寒性、耐水

性、耐薬品性

この要件に応えるために必要な性能はつぎの通りである 。

①不浸透性であること。

②ジョ イントに起こるムーブメン卜 ( 動き ) およびその速度に応じ

て変形すること 。

③変形をくり返した後、その性能および形状がもとに十分回復する

こと 。

④ジョイント面と接着あるいは接触しつづけていること。

⑤凝集力の欠如によるシーリング材の内部破壊がないこと。

⑥自重による垂れ下がりが起こ らないこと。または高温の使用時に

好ましくない軟化が起きてはならないこと 。

⑦低温時の使用で硬化や脆化が起きてはならないこと。

@ 材令、ウェザリング、温度等の環境条件を履歴した場合、劣化が
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表ー 1 要求性能の経時的分類

シ

l

リ

ン

グ

材

に

要

求

さ

れ

る

性

能

.  1.昆 練 性

・可使時間 ( J 1  S )  

・押出し性 ( J 1  S )  

. 仕上げ性

・ノンサグ性 ( J 1  S )  

-タ ックフ リー ( J 1  S )  

- 硬化性 (硬化途中の動的追従性)

・初期耐水性 ( J 1  S )  

- 硬化後の動的追従性( 耐久性 ((J 1  S )) 、動パクロテスト )

・耐候性( 静的ノぐクロテスト、促進ウェザリングテスト・

ガラス越しウェザリ ングテス ト(( J  1  S )) )  

- 耐オ ゾン性 ( J 1  S )  

- 引張接活性 ( J I S ) ( 耐勲性、耐寒性、耐水性)

. 耐薬品性

・汚染性 ( J I S ) ( 白地周辺の汚染)

・加 熱 減 量 ( J  1  S )  

・被 吹 付主主装性

- 色は見本品に比べて、はなはだしい差異があってはならない。

. 対象 とする被渚商を佼すものであってはならない。

- 人畜に 著しい筈を与えるものであってはならない。

. プライマーの共通性

少ないこと d

筆者はこれを参考にさらにメーカーの立場からみたシーリング材

に要求される性能について、 表ー 1 に示すように分類し解説を試み

た。

( II) 分類にもとづく解説

シーリング材の寿命に対する要求性能としては硬化後の性能が最

も重要でレあることは当然、のことであるが、他の性能との配合バラン

スの上に構成されており、そのため他の性能とのバランスがとれな

いと、この重要な硬化後の性能に大きな影響を与えることになる 。

(1) 施工前の性能

①貯蔵安定性 ( J I  S ) …  施工前の性能として保持していなけ

ればならない重要な項目である 。湿気硬化 l 成分形においては安定

性が悪いとカートリ ッジの中で固化するか、あるいは缶の中で表面

に皮膜をはるトラブj レを生じる 。 しかし安定性を中心にヂえると、

施工後の硬化が遅くなり過ぎ、ここに配合上のバランスに難しさが

ある 。 また反応硬化 2 成分形においても貯蔵中に湿気を嫌うシリコ

ーンの硬化剤やポリウレタンの基剤などがあり、これらの異常は篇



工後の物性にも大きな影響を与える 。J I S A  5758では、この貯蔵中

の安定性を 5 - 25. Cの環境の中で 6 カ月間維持しなければならない

と規定している 。 しかし、これはシーリング材の物性について規定

したものであり、各季節における可使時間の対応を考えた場合、製

造後 2 - 3 カ月以内に使用きれないと適切な作業性が得られないこ

とになる 。

②低温貯蔵安定性 ( J I  5 ) … ーこの規定はエマルション系シー

リング材( アクリル、 S B  R) に対して定められたものであり、冬

期において貯蔵中に氷結したものが溶解したときに分離、凝固など

の異常があ ってはならない。 このテストでは - 5 :t 2. Cの状態での

確認であり、これ以下の温度にな った場合のことを許容していない。

したがって、安全性をみれば、室内の o.C以上の場所における貯蔵

を心がける必要がある 。他のシーリング材の場合にも、氷結はしな

いが粘性が上昇し作業性が悪くなるので室内の O. C以上の場所にお

ける貯蔵は同様に必要である 。

(2)施工中の性能

①混線性 …・1昆練性は J 1  S には規定されていないが、この j昆練

が不十分であると正規の性能は発揮されない。最近では、簡易ミキ

サーの普及により、手練りでは十分な混練が難しいシリコーン、ポ

リウレタンの混練においても問題を生じなくな ってきている 。 ポリ

サルファイド、変成シリコーンなど手練りの混練性が良好なもので

あっても、気泡の混入を少なくするということを考えれば、ミキサ

ーの使用が望ましい。 また、混練性においては低温時の混練が問題

にな っており、一般には、シリコー ン、変成シリコーン > ポリウレ

タン、ポリサルファイドの傾向にあるが、最近ではポリウレタ ン、

ポリサルファイドでも低温時の混線性が良好なものが開発されてき

ている 。 しかし、これはあくまでも他の性能とのバランスの中での

要求性能である 。

②可使時間 ( J I  5 ) … 一貯蔵安定性の項にて触れたが、この可

使時聞の調整は日本のように四季による温度差が大きい市場におい

ては、どのレベルに調整するかでメーカーは頭を悩ませているのが

実状である 。一般に、シーリング材は作業時聞が十分にあ って、か

つ、施工後はできる限り早〈硬化することが理想である 。このこと

を考えると、施工時期およびそのときの気温がわかっていて、その

条件に適した可使時聞のものをセ ッ トすることが必要となるが、現

在のように一品オーダーでなく大量生産の場合には一定の範囲の中

に納まるようにセ ッ トするのが通常である 。製造後 3 カ月経過すれ

ば季節がかわり、気温にして 10- 15. C差が考えられ、メーカーとし

てはこの範囲ぐらいまでの調整が限界て¥それ以上は不適切となる 。

したがって、使用者はこの内容をよく知ってシーリ ング材の選定、

発注、在庫管理などを行うことが必要で、ある 。

③押出し性 ( J I  5 ) … … 低温時に焦点をしぼった作業性のチェ

ック項目である 。常温であれば、まずどの材料も押出し性に問題は

ないが、低温になると良否がは っきりしてくる 。傾向は混練性の項

で述べた通りであるが、ポリウレタンなどは j昆練性が悪くても j昆練

後の押出し性は良好である傾向を 示 している 。 J 1  S では、カート

リッジ l 本分を押し出すのに 5. Cの場合30秒以内との規定にな って

いるが、実際に日本の冬期の作業性が良好なためには 15秒以内に納

めることが必要である 。

④仕上げ性… … 仕上げやすきそのものは、押出し' 性と同じ傾向に

ある 。ただし、仕上げ性の場合には柔らか過ぎても交差目地、コー

ナ一、軒天部分の施工が難しくなる 。へら押さえ仕上げは、隅までい

充てんすることと、接着界面に十分な圧力をかけシーリング材のな

じみを良くすることが重要で、あり、シーリ ング材表面のきれいさは

機能からいえば三番目である 。どんなに表面が滑らかに仕上げられ

ても前者の機能が満たされていなければトラブルのもととなる 。逆

に前者の機能が満たされていれば、表面のきれいさはある程度のレ

ベルでよいのではないだろ 7 か。最近の傾向として、きれいさを強

調し過ぎる面があり、それがトラブルにつながりやすいような気が

してならない

⑤ ノンサグ性 ( J I  5 ) … … 建築用シーリング材は床白地用以外

はすべてノンサグタイプである。 J 1  S では縦白地20%$; の治具に

て 3 %以内まで許容しているが、実際には 30%幅の縦 ・横目地にて

スランプしないためには 0 - 1 %ぐらいに納める必要がある 。一方、

スラ ンプを止め過ぎると混線性、押出し性、仕上げ性などが悪くな

るため、このバ ランスが配合上重要とな っている 。 また、シーリン

グ材によ っては経時 ( 1 - 3 時間 ) 後に触れるとスランプしやすい

傾向があるが、少なくとも 2 時間後ぐらいまではスラ ンプしてはな

らないといえる 。一般に、 . 40%以上の横目地においては 2 回打ち絡

工が必要となってくる 。

(3)硬化途中の性能

硬化途中の性能については J 1  S においてもタ ックフリー、初期

耐水性は触れているが、硬化途中の動き、熱、湿度などの影響につ

いては規定されていない。 したがって試験方法の標準化が待たれて

いる 。

① タックフリー ( J I  5 )  …・ ・J 1  S によるタ ックフリーは手で

触れて手にシーリンク。材がついてこない時間を測定している 。この

時聞は混練後から初期硬化までの間にあり、シーリンク。材の種類に

よって混練後 ( 充てん後) すぐにタ ックフリーにな って全体の硬化

が遅いものから、タ ックフリーが比較的遅くて初期硬化側によ って

いるものまである 。 タックフリーは方自工後のゴミの付着を少なくす

るために有用であるが、こ の J 1  S でいうタ ックフリーと硬化後の

表面の粘着性の残存とは別である 。 ポリウレタ ン、変成シリコーン

は硬化後の粘着の残存が多少生じる傾向にある 。

②硬化性( 硬化途中の動的追従性) … ・・・適切な作業性が得られれ

ば、硬化が早い方がすべての要求機能に対して有利であることは前

にも述べたが、とくにメタルカーテンウオールのジョイントおよび

金属笠木目地など日間においても温度差により 2 - 3 %の伸長およ

び圧縮の動きをくり返す目地においては、施工後の硬化の立ち上が

りが早いことが要求される 。 また硬化途中はパ ックア ップ材にも付

着している状態であり、 三面接着による拘束の中での動きとなる 。

したがって、比較的早〈弾性域に達する変成シリコー ン、シリコー

ンがポリサルファイドより有利で・ある 。 また目地幅の設定は硬化後

の動きの大きさだけでなく、硬化途中の動きの影響も考慮しなけれ

ばならない。

③初期耐水性 ( J I  5 ) … … この項目はエマルショ ンタイプのシ

ーリ ング材に対して規定されたもので、タ ッ: / 7 リーあるいは初期

硬化前に降雨、降雪があ った場合に溶解および流出をしてはならな

いということをチェ ックしたものである 。エマルションタイプでな

くてもタ ックフリー前の降雨、とくに施工直後の降雨、降雪に対し

ては溶解 ・流出をしないまでも、表面の凹凸および多少水分の影響

を受けた反応など好ましいことではない。 したがって、状況によ っ

ては手直しを必要とする場合もあり得るといえる 。

(4)硬化後の性能

硬化後の性能の中では動的追従性、耐候性、接活性の 3 項目を合

わせた耐久性がシーリンク晴材の止水機能として最も重要な要求機能

である 。 しかし、この機能を充足しても建物の顔である外装に見に

くい汚染を生じては価値は半減してしまう 。 したがって、目地周辺
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の汚染を生じさせないこともシーリング材選定における重要項目と

して加える必要がある。

①硬化後の動的追従性( 耐久性 ( J I S) 、動パクロテスト) ・・・・この

性能は硬化途中の場合と同様に熱伸縮による日聞の動きのくり返し

および年聞の最大伸縮量に対して追従できる耐疲労性、耐熱性、耐

寒性が長期間にわたって要求される重要な性能項目である 。この性

能を評価するには、室内テストでは J 1  S の耐久性試験であり、屋

外テストて" は動パクロテストが行われている 。室内テストの J 1  S  

耐久性試験には硬化途中の性能チェ ックが含まれていないが、屋外

の動パクロテストには施工直後から自然に暴露されるため、最も実

際に近い試験ということができる 。 しかし、難点は実際と問機に評

価するので時間がかかることである 。それでも、相対的な比較の中

で 1 - 3 年ぐらい追跡することにより、物性の j成衰曲線の傾向から

5  - 10年ぐらいの耐久予想をすることが可能である 。 また、この J

1  S の耐久性と動パクロ性能とはシーリング材の種類と配合によ っ

て逆転することがある 。たとえば、 J 1  S の耐久性が良好な配合を

すると、動パクロ性能が低くなり、動パクロ性能を良くすると耐久

性のランクが低くなるということがあり得る 。 とくに復元性が低い

材料においてこの傾向が大きい。 したがって、熱伸縮性能を要求す

る金属関目地では、 J 1  S の耐久性と動パクロ性能の両方とも良好

なものを選定することが重要である 。一方、コ ンクリート目地にお

いてはこの性能を金属目地ほど必要としていない。

②耐候性( 静的パクロテスト、促進ウェザリングテスト) … 動

パクロテストと同様に耐候性のテストも長期間を必要とするので、

J  1  S の項目には入っていないが、これも動パクロ性能同様、長期

の耐久性にと って重要な項目であり、とくに P C コンクリート目地に

おいては静的パクロ性能と接着性が良好で‘ あることが必要とされる 。

耐候性は紫外線、熱、水、オゾンなどの劣化条件が複合されたも の

であり、紫外線、オゾンは主に表面の劣化に影響を与えるが、熱、

水は表面のみでなく内部へも徐々に影響を与えていくものである 。

とくにポリウレタンは J 1  S の耐久性では比較的良好な結果が得ら

れるが、耐候性の影響を受けやすいので、この点のチェ ックが必要

である 。 また、一般的な耐候性能の順序はつぎの通りである 。

シリコーン> 変成シリコーン> ポリサルファイド〉 ポリウレタ ン

③耐オゾン性 ( J I  5 ) …  この項目は J 1  S の規定に入 ってい

るが、一般的にはどの弾性シーリング材もほとんど問題がないよう

である 。

④引張接着性 ( J I  5 ) …  接着性は弾性シーリ ング材にと って

基本的に保持していなければならない最も重要な性能である 。 この

接活性が維持できて、はじめて他の性能の発揮が可能となる 。 J 1  

S ではガラス、アルミ、モルタルの標準的被着体によるテストであ

るが、実際には各種塗装面、石、タイルなど非常に多くの被着体に

対して接着することを要求されている 。 とくに接着性は温度、湿度、

含水率など屋外における多穫の条件の中でシーリング材の硬化反応

と併行して接着反応を保持しなければならないため、この中で良好

な性能を発揮するためには、比較的帽の広い許容性が要求されるこ

とになる 。 また、シーリンク材の接着性は常にプライマーを介在し

ており、プライマー込みの許容性といえる 。

シーリング材の耐久性 ( 寿命) はシーリ ング材自体がどんなに良

好な性能を維持しても、接着の寿命に左右されるため、したがって、

この接着の寿命によって総合的耐久性が決定される 。一方、 J 1  S  

の接着性試験では耐熱、耐寒、耐水の条件の中での接着性能が要求

されているが、とくに耐水後の接着性が重要で、ある 。一般的には、

現場条件を加味した接着の許容性はつぎの順序と考えられる 。
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⑤耐薬品性…・・・建築用シーリンク、材に要求される耐薬品性は特殊

な場合を除き、耐アルカリ性と耐弱酸性といえる 。 この点について

は、現在の弾性シーリング材 4 種とも実用上問題を生じない性能を

保持している 。ただし、タイル目地の酸洗い後には十分な水洗が必

要である 。

⑥汚染性 ( J I  5 )  ( 目地周辺の汚染) …・・ J 1  S に規定されて

いる汚染性のテストはポリサルファイドが接着付与斉IJ としてフェ ノ

ール樹脂を使用していたときの赤色汚染を防ぐためのもので、最近、

問題にな っているシリコーンの汚染をチェ ックできるようなテスト

方法にはな っていない。最近ではポリサルファイドにおいてもフェ

ノール系の樹脂を使用しない配合が通常とな ってきており、汚染を

示す場合が少ないが、なかには使用している場合もあるので事前の

確認が必要である 。変成シリコー ン、ポリウレタ ンの場合は目地周

辺を汚染するものを使用していないのが通常である 。 シリコーンの

場合はシーリング材を構成している配合上、現状では汚染の要因で

ある成分を除くことが困難のよつである 。 また汚染を防ぐ対策もい

ろいろと講じられているよつであるが、十分な解決には至 っていな

い状況であり、汚染の目立つ淡色系の被着体に対しては十分な検討

が必要と考える 。

⑦加熱減量 ( J I  5 ) …・・弾性 シーリ ング材の場合には通常多く

ても 5 %以下であり、比較的問題にな っていないが、エマルション

タイプおよび溶剤タイプにおいては 15- 30% くらいの減量が考えら

れ、そのための凝集破壊あるいは界面は く離が経時において生じる

ことがある 。 したがって、これら の材料を使用する場合には、こ の

ことを前提とした部位 ( 目地) の選定、 シーリ ング材の充て ん量に

留意が必要とされる 。

④被吹付塗装性 … シリコー ン以外の弾性 シーリ ング材 3 稜は、

通常よく使用されるアクリル系およびエポキシ系の樹脂型エマルシ

ヨン吹付材に対しては、まず良好な付着を示すといえる 。ただし、

伸びのあるゴム系の吹付材および溶剤タイプの塗料類に対しては付

着性が異なるので事前の確認が必要である 。シ リコ ー ンにおいても

プライマーの併用で付着可能な場合もあると聞いているが、これに

対しても十分な確認が必要とされる 。また、付着性の確認と同時に

塗膜の変色、軟化などへの影響 もチェ ックすることが必要でいある 。

(5)共通性能

①色は見本品に比べて、はなはだしい差異があってはならない( J

I  5 ) … … シーリング材は性能のバ ランスの中で色の配合を行って

おり、配合物中の色粉量が少ないため塗料ほど厳密な色の調整は不

可能でいある 。 したがって J 1  S の表現通り、はなはだしい差異を生

じさせない範囲での調整といつことになる 。シーリ ング工業会の標

準色もこの色のバラツキの範囲を示している 。

②対象とする被着面を侵すものであってはならない ( J I  5 ) …  

- 一被着面のほとんどはシーリ ング材によ って侵されることはないが、

酢酸タイプの 1 成分形シリコー ンに対するコ ンクリート、石および

スチール、また常乾塗装に対するプライマーの溶剤との関係などで

は問題があるので十分なチェ ックが必要である 。

③人畜に著しい害を与えるものであってはならない ( J I  5 ) ・

ーシーリング材を直接口に入れれば害になるも のは多い。 しかし、

J  1  S の規格で規定している著しい害とは、使用を祭止されている

化学物質を示しており、登録されている化学物質であれば、特定化

学物質の使用および注意事項を明示すればよいことにな っている 。

④ プライマーの共通性… ・ガラス白地におけるガラスとサ ッシ( ア

ルミ、 塗商) 、タイル ・石目地におけるタイルとコ ンクリートおよ



ぴ石とコンクリートなどプライマーの塗り分けが困難な白地におい

て共通プライ 7 ーが必要で、ある 。 最近では、このプライマーの開発

が多くなされてきているが、この選定と確認に留意が必要とされる。

まとめ

以上のように、シ ー リング材に要求される性能と諸問題について

解説を行い、その中で要求性能に対して各種の問題点がクローズア

ップ されたが 、これはどのシーリング材も建築のすべての用途に対

して万能な機能を保持していないということである 。 したがって、

各シーリング材とも問題点のある項目の要求性能を必要としない部

位を用途とすることが必要で・ある 。逆にいえば、得意な性能を生か

せる部位を用途とすればよいことになる 。

これが適材適所的用い方て、ある 。一例として、 表ー 2 のような適

材適所を 筆者は推しようしてみたい。 ( 私 見)

褒 - 2  

用 途 白地の種類 推しようシーリング材

メタルカーテン サ y シ目 地 2 成分形シリコーン

ウオーノレ ガラス目 I也

( ノ y クダウン

方式)

メタ J レカーテン パネノレ目 地 2 成分形変成シリコーン

2 成分形ンリコーンウォーノレ

( ユニ ット方式、 17' ラス白地 2 成分形シリコーン

ノマネノレ方式)

P C カーテン

ウォ- ) レ

R C 造

S 進

ガラス目 t也

タイノレ P C 目f也

吹付材 P C 目地

サッシ廻り白地

ガラス白地

表面吹付

Ｒ 成分ｊｦｾ変成シリコーン

2 成分形ポリサノレファイド

{  ｾ成 分形シリ コー ン
1 成分形 シリコーン

打ち継ぎ、 誘発目地 1 有 1  2 成分形ポリウレタン

サッシ廻り白地 j なし t  

}  ' d.  c.. ( 2 成分形変成シリコー ン

l  2 成分形ポリサ J レファイト内

石目地

なし

{  ｾ成分形変成ンリコーン
2 成分形ポリサ J レファイド

有 {  2 成分形ポリウレタン

スレート白地

ボード目地 なし {  ｾ成分形変成シリコーン

2 成分形ポリサルファイド

r  2 成分形シリコーン

ガラス白地 ｾ＠ Ｑ 成分 ｦｦ ｾｾ リ コー ン

l  2 成分形ポリサルファイド

ガラスイ寸き合わせ白地 1 成分形 シリコーン

(i 問 モ ジ ュ ラ ス )

( にしざわ じゅんのすけ徽浜コム株式会社ハマタイト Z階部ハ" 7 1 イト販売部サ1

ーピス諜長 日本シーリング工業会技術委只会面IJ 委只長j

- シーリング材・各論 3

種 類 と 特 徴

日本シーリング工業会技術委員会

建築用シーリング材の主な種類は基材別には、シリコーン系、変

成シリコーン系、ポリサルファイド系、ポリウレタン系、アクリル

系、 S B R系、ブチルゴム系、油性系の 8種類があり、一部の基材

には l 成分形と 2 成 分 形 が あ る 。 こ れ ら の 品 質 は J I S A  5758、

J I S A  5757、 J I S A  5751に規定されており、おのおの被着体の

種類や条件に応じた使い方がなされている。

1. シ リ コ ー ン 系 シ ー リ ン グ 材

シリコーン系シーリング材には、 1 成分形と 2 成分形があり、主

成分自体がシロキサン結合をしているので、耐候性、耐熱耐寒性の

みでなく、耐久性にもすぐれている。 l 成分形は空気中の水分に触

れると常温で硬化する。酢酸型に代表される高モジュラス型のほか、

低モジュラス型や塑性タイプのマスチック型もある。 2 成分形は基

剤と硬化剤からなり、混合することによ って均一に硬化し、低モジ

ュラス高伸度のすぐれた性能を発揮する。

1. 1 硬化機権

1 成分形 : オルカソ ・ポリシロキサンを主成分としたシーリング

材である 。架橋斉11 として、アセトキシシラン、ケトオキシムシラン、

アルコキシシラン、アミノシラン、アミドシランなどが配合されて

おり、空気中の湿気により表面から硬化する 。

2 成分形 : オルガノ・ポリシロキサンを主成分としたシーリング

材である 。架橋斉IJ として、アミノキシ ・シロキサンが配合されてお

り、基剤と硬化剤を混合することにより硬化する 。

1  • 2  特徴

・耐候性、耐久性にすぐれている。

・耐熱、耐寒性にすぐれ、温度による物性変化が少ない。

・オゾン、紫外線などによる劣化が少ない 。

・低温での施工性がよい 。

・取り扱いが容易で、毒性が少ない 。

1  • 3  主用途

1 成分形 : カ、ラス突き合わせ目地、ガラスサスペンション ( 酢酸

型) ・サッシと j f ラスとの目地 . アルキャスト、ステンレスまわり

目地 ・大理石、プレコンまわり目地 ( 無酢酸型) .  ｾ巨体まわり Ｈ 無

酢酸型) ・内装網入りガラス ( 無酢酸型 ) ・プラスチック ・ガラス

水槽( 酢酸型) ・ショーウインド、ショーケース・パスタブ、洗面

所まわり
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揖低モ ジュラス型については、 2 成分形と同じ .

2 成分形 : 金属カ ーテンウオール目地 ・コンクリートカーテ ンウ

オール目地 ・笠木まわり目地 ・サ ッシとガラスとの目地 ・組体とサ

ッシ との白地 ・性能向上のための補修工事 ・貯水槽目地、土木エク

スノマンシ ョンジョイント

2 . 変成シリコーン系シーリング材

変成シリコーン系シーリング材はオルガノシロキサンを有する有

機ポリマーを主成分とする全〈新しいシーリング材であり、湿気硬

化する 1 成分形と反応硬化する 2 成分形がある。硬化は水と触媒の

作用によりシロキサン結合を形成し、ゴム弾性体となる 。性能はシ

ロキサン結合を含むため、シリコーン系シーリング材に近〈、作業

性、耐熱性、耐久性が良好で、あり、シーリング材としての要求性能

をバランスよく保持している 。

2.  1  硬化機構

変成シリコーンポリマーは、ポリオキシアルキレングリコールの

両末端にアルコキシシリルを有する 。 1 成分形と 2 成分形の反応機

構は同じである 。 1 成分形は、ポリマーと触媒を含む成分が空気中

の水と反応して硬化する 。 2 成分形は、ポリマーと水を含む基斉IJ 成

分と触媒を含む硬化剤成分を混合することによ って硬化する 。

2. 2  特徴

・耐候性、耐久性にすぐれている 。

・耐熱、耐寒性にすぐれ、温度による物性変化が少ない 。

・オゾン、紫外線などによる劣化が少ない。

・プライマーの併用により、各種被者体にすぐれた接着性を示す。

・硬化時の温度、湿度の影響を受け難〈、安定した硬化特性を示す。

・1昆練性にすぐれ、とくに低温作業性は良好である 。

・石材に対する汚染を生じない。

・吹イ寸材や塗料による表面仕上げが可能である。

・1 成分形は短時間で実用性能を発揮する 。

2.  3  主用途

1 成分形: 金属類の目地・コンクリート類の目地 ・セメ ン ト二次

製品の白地 ・石材類の目地 ・プラスチ ック類の白地・グレイジング

( カラー ・プライマー使用) ・その他建築、土木、車納、船舶、機

械、電気等のシール

2 成分形: 低層から超高層までの各種の目地や継ぎ目 ・金属類の

目地 ・コンクリート類の目地・セメント二次製品の白地 ・石材類の

白地 ・プラスチック類の目地・木材類の目地 ・グレイジング( カラ

ー ・プライマー使用) ・その他建築、土木、車柄、船舶、機械、電

気等のシール

3  . ポリサルファイド系シーリング材

; t f リサルファイド系シーリング材は弾性シーリング材として最も

歴史が古〈、高層ビルの建築が可能とな ったカーテンウオール工法

の発展とともに、可動ジョイントの防水に使用され、そ の真価を発

縛してきた。そのす ぐれた耐久性に加えて、金属、石材、コンクリ

ー卜、ガラスおよび各種塗装に対する強固な接着により建築用途に

おける汎用シーリング材としての地歩を固め、多くの実績をあげて

いる 。

3  • 1  硬化機構

l 成分形 Ba02や Ca02 などの酸化物が基斉IJ に配合されており、

空気中の湿分により徐々に加硫する 。硬化に多くの時間を要す。空

気と接する表面から硬化が進行する。

2 成分形: 多 くの場合、硬化斉IJ として二酸化鉛を使用している 。
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3.  2  特徴

・耐水、耐酸化性、耐老化性にすぐれている。

・耐熱性はポリウレタン系とシリコーン系の中間的な性能を有する 。

. 引裂抵抗性が大きい。

・プライマーの使用により、多くの建築材料に接着可能である 。

・施工時の環境温度により可使時間、硬化速度が変化する 。

・石材に対し汚染の危険のあるものがある 。

3. 3  主用途

金属カーテンウオール目地 ・プレキャストコンクリート目地 ・ガ

ラスグレージング目地・サ ッシ まわり目地・プール、貯水槽目地・

コンクリートの亀裂の補修 ・土木工事のエクスパンショ ンジ ョイン

ト・工場の床などの耐薬品性を要求される目地 ・電気関係の接続部

の目地・その他シーリ ング 目地全般

4. ポリウレタン系シーリング材

ポリウレタン系シーリング材はイソシアネート基 ( - N C O) を

有する基剤成分と、活性水素化合物を含む硬化剤成分とを組み合わ

せた常温硬化型の弾性シーリング材の一つである 。

他の浴斉IJ 型、エマルション型シーリング材よりも性能的にすぐれ

ており、無溶剤型弾性シーリング材としては安価であるから、中間

的な性能の要求分野への利用が多〈、一般に中高層以下のコ ンク リ

ート、石綿スレート、 A L C板などの目地に用いられる 。

4  • 1  硬化機構

1 成分形 : ウレタ ンプレポリマーのイソシアネー卜基と大気中の湿

分が反応してウレタンシーリング材となる 。空気と接する表面から

硬化が進行する 。

2 成分形: イソシアネート基を有する基剤成分と、活性水素化合物

を含む硬化剤成分とを組み合わせ、内部も表面も均質に硬化する 。

4  • 2  特徴

・低い吐出圧で容易にガンから出る 。

・加熱減量が少なく、硬化後の収縮がほとんどない。

・常温で硬化し、ゴム弾性体となり、復元性および耐疲労性は良好

で? ある 。

・耐寒性にすぐれ、 - 20. C以下で使用できる 。

・水分によ っても硬化するため、貯蔵期間に制限があると同時に施

工時の気温および湿度が高い場合には発泡のおそれがある 。

・9O"C以上の熱に長時間暴露すると物性の低下を生ずる 。

・紫外線の作用により賞変する 。

・表面に粘着性が残る。

4  • 3  主用途

プレキャストコンクリート目地・ R C打ち継ぎ目地 ・サ ッシ まわ

り目地 ・用水路、貯水槽、プール目地 ・コンクリート亀裂補修 ・土

木工事エクスパンシ ョンジョイ ン ト・床白地 ・その他シーリング全

般

5  . ア ク リ ル 系 シ ー リ ン グ 材

アクリル系シーリ ング材は水性の合成樹脂系シーリング材であり、

通常アクリルエマルション樹脂を主成分とした 1 成分形シーリン グ

材である 。

5  • 1  硬化機構

アクリル酸エステル類などのモノマーから、重合されたアクリル

エマルション樹脂を主成分とする 1 成分形である 。硬化は、含有水

分が蒸発したり、白地構成材に吸収され失われることにより始まり、

弾力性が出現し、シーリング機能が発揮される。



5  • 2  特徴

・高粘度と低粘度に区別 されている 。色はほとんどがグレイと ホワ

イトである 。

・エマルション特有のチクソト ロピック粘性を示し、流動性が小 さ

く、温度にあまり左右されず、四季を通じて使用できる 。

・水性であるから臭気も少なく 、工具の洗浄が水でできる 。

・一時的な湿潤面にも施工ができ、完全に密着できる。

・1 i i I i 工後、水性ペイントを塗布してもシーリング表面への塗料のぬ

れは良好である 。

・まだ固まらないコンクリートやモルタル面には施工ができない。

・シーリング直後の表面にモルタル、コンクリートなどの打設はで

きない。

・一般に O. C以下では施工できない。

・常時水につかる箇所へは使用て・きない。

・水性系のため硬化前は水に弱〈、雨にあたると流される 。

5  .  3  主用途

A L C 、コンクリ ー卜、石材、石綿スレート、木材などの目地

6. 5  B  R系 シ ー リ ン グ 材

S B R系シーリング材は S B Rのラテ ックス を基剤とし、充てん

剤等を加えてぺースト状とした水性シーリング材である 。性能はア

クリル系シーリング材よりも柔らかく、ゴム弾性があり、油性 コー

キング材と弾性シーリング材の中間に位置づけられる 。

6  • 1  硬化機構

硬化は水分の蒸発とともに始まり、充てん剣等を含んだゴム粒子

が集まり融着し合い、徐々に部分的な架橋反応が進み、ゴム弾性体

となる。

6  • 2  特徴

・低粘度て¥しかもスランプがなく押出し性がよい 。

・一時的な湿潤面にも施工ができるが、常時水につかる所へは使用

できない。

・指触乾燥が速く、初期硬化が比較的早い。

・硬化前は水に弱〈、施工直後の雨には流される 。

• O.C以下では施工できない。

・硬化後10数% の体積収縮がある 。

・モジュラスの経年変化が少ない。

6  • 3  主用途

サ ッシまわり . P C才反の白地 ・A L Cキ反の目 1也

7  . ブチルゴム系シーリング材

プチルゴム系シーリング材は合成ゴムの一種であるブチルゴムを

主成分とした 1 成分形シーリング材であり、施工後、配合されてい

る溶剤が蒸発することによ って硬化し、その性能を発揮する 。

一般的に建築物の外壁目地に使われることは少ない。

7  • 1  硬化機構

プチルゴムを主成分とし、ポリプテンなどの軟化剤、炭酸カルシ

ウムなどの充てん剤、テルペン樹脂などの接着附与剤、酸化チタン

やアルミ粉等の着色剤、有機べントナイトなどのだれ防止剤、老化

防止剤などをトルエン等の有機溶剤lで均一に溶解したものである。

硬化は溶剤の揮発による。したがって硬化に伴って体積の収縮が

ある 。

7  • 2  特徴

・貯蔵安定性にすぐれている。

・耐候性、耐熱性、耐空襲性が良好である。

- 多くの被着体に対して適応する 。

・表面乾燥が早〈、ホ コ リの付着が少ない。

・モジュラスが低〈、はく離を起こしにくい

・他のシー リング材に 比較して収縮が大きい

・硬化前は溶剤が含まれているので、引火性があ る。

・耐油性、耐溶剤性が悪い。

7  • 3  主用途

盲目地、二次防水的な個所 ・プチルゴム系ルーフイング材の継ぎ

目 ・自動車、船舶、 コンテナー関係

8  ｾｉ 由性コーキング材

油性コ ーキング材とは、ビヒクル( 天然および合成の泊脂または

樹脂など) ならぴに鉱物質充てん剤( 炭酸カルシウム、タルク 、石

綿など) を主成分とするぺースト状のものをいう。雨水や湿気の浸

入を防ぎ、また部屋の気密性を保持する ことを主な 目的として建築

物の目地部分、サ ッシまわりへの充てん、およびき裂の補修などに

使用される 。

8.  1  硬化機構

ビヒクルが30- 35%含まれ、残りは鉱物質充てん剤である 。表面

皮膜形成のため、ドライヤーを添加してある 。空気中の酸素と反応

して 、酸化したり、多孔質の被着体への油の移行などにより劣化す

る。

8  • 2  特徴

- 扱いやすい。

- 安価である 。

・界面はく離 ( 接着破壊) を起こしにくい。

. 耐候性が劣る 。

・大きな動きの目地に使用できない。

・無皮膜性のコーキング材は汚染性が大きい 。

・ほとんどの被着体によく付着する 。

8  • 3  主用途

窓枠まわり ・打ち継ぎ目地

付 - 1 貯蔵安定性

シーリング材の貯蔵安定住は全般的に 6 ヵ月であ るが、冷暗所に保管すれば、

それ以上も可能である 。ただし、アクリノレ系、 S B R系は凍結融解を繰り返すと

再使用不能となることがあるので注意を要する。一度開封し た製品は、 早い機会

に使ってしまうことが必要である.

メーカーにより通年用、夏用、冬用など分かれているのでそれぞれの区分に合

わせて使用しなければならない。

付 - 2 標準色

日本シーリング工業会では、昭和52年に様単色および限界色の基準値を訟定し、

その普及促進をはか っている 。

共通標準色および基材l I lJ 標準色

呼 称 { 色名 ) ブラウン

ダ - ?  

ホワイト グ レ ー プラ y ク ク リ ア

ア ル ミ

ブラウ ン グ レ ー

標準色( 記号) 桂 川

7. 5Y R  7. 5Y R  
住 ) 2 桂 川

4. 5/3. 5 3. 0/ 1.5 

N9. 0 N5. 5 N  1. 5  

ン リ コ ー ン 系
。 。 。 。 。 。 。

変成 シリ コー ン系
。 。 。 。 。

; r ，リサル7 7 イド系
。 。 。 。

ポ リ ウ レ タ ン 系 。 。

ア ク リ ル 系
。 。

s  日 R 系
。 。

プ チ ル ゴ ム 系 。 。

『由 性
。

注) 1  J 1S Z  8721町三属性表示記号による. 注) 2  クリア、アルミについては，ｾｉ｝［童基識を定めるＮ
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. シーリング材・各論 4

設 計 上 の 留 意 点

千 葉 春 海

I  目地設計の必要性

シーリングの欠陥による漏水事故は現代建築のアキレス腿と言っ

てよいであろう 。現代建築の構成上必ず必要となるにもかかわらず、

その設計、材質、施工等に基づく欠陥発生は時にはきわめて早期の

界面刺縦、次いて酬やや長期的な破断や争t J 離により、建築の必要とす

る耐久性能を大きく割り込んでいると考えられるからである 。

この状態を改善するためには、シール材質の進歩、被着体表面の

最適化、良心的な施工の重要なことはもちろんだが、まず、シール

の許容変f立を考慮した、安全な目 I也市民および白地深さを設計するこ

とが最も必要でいあることは言うまでもなし、。 しかしこれはある程度

めんどうなことであり、設計者、製造者、施工者、オーナーを含め

た建築関係者が現代建築におけるシーリ ングの必要性をよく認識し

て、シーリングの耐久性に関して、外装材と比してリーズナフールな

値を目標とすべきであり、その目標に対し、合理的なシール設計を

行うことが最も必要で、あろう。シール欠陥をなくす目的で最近用い

られ始めたオープンジョイントはシールの欠陥を漏水につなげない

方式ではあるが、実は二次側の気密材としてのシールの耐久性はよ

り長期に渡る合理的な耐久設計を必要とすると言ってよい。

さらにわが国の建築法制上の大きなエポ ックである今回の新耐艮

設計法の保有耐力のチェ ック、変形制限はそのまま外装の破損して

はならぬ限度、脱落等人命にかかわる事態をお: 起してはならない範

囲を示したのと同じであると解される 。地良による建物変位の合理

的な処理法も含め接合部シールの設計は今後適確な対処を必要とさ

れよう。

II 目地設計基準・仕様の必要性

重要度に比例せぬ設計と仕様

白地は現代建築の成立要素の一つであるという意識で、設計するこ

とが必要だが、 設計の ための明快で弘、総合的な指針はあるだろうか。

たとえば学会の目地設計指針案なるものがあっていいはずである。

私の見るところすでに発表されている詐絡や研究文献も、資料と

素材の集合体であり、実例集であっても、設計指針ではないと思わ

れる。

設計指針とは高度で綾雑な問題点がよく整理包含されて互いに関

連づけられて、簡略化され、多岐に渡る問題点を図面上にまとめる

のに忙しい設計者が、だれでも、その手順指示に忠実に従っていけ

ば、現代建築生産システムの上で、工学的に大過なく、安全率のあ

る設計が可能でなくてはならない。

現時点で最も必要なのは簡潔な目地設計指針であろう 。

従来指針が出来なかった理由は多々あろうが、私見では従来のシ

ーリ ング材の耐熱変形性能が低〈 、通常の工作上、意匠上で許容さ

れる白地寸法緩度では、一般に受け入れられる耐久性が得られなか

ったためであろうで l 受け入れられないような基準を作る者はいない

からである。つぎに金属建具製造者、硝子製造者、シール製造者等

28 建築と社会/ 1981年 5 月号
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位暴震依験緑

の境界領域であるため、互いに真に必要な相手側の知識が得られな

いという点も、障害と思われる。

現在では機能の良いシーリング材も出現し、三次に及ぶ J 1  S の

意欲的な規格改訂のほか、研究も進み、経験も積み、今回の J A  S  

S  8 の防水工事の改訂にも、多くの知見が盛り込まれているが、他

方その内容を見るにつけ、シール工事の持つ宿命的な問題点に対し

てここで照明を当てておく必要があるように，思われる。

「しわょせ」 一境界領域としてのシーリング

それはシール設計および工事の持つ境界領域性である 。すなわち

シールは被着物という相手があって初めて成立し、あらゆる多種多

様な被着物の問| 療という最も主体性のない位置にあり、接滑剤に似

るが、固着でなく、動きに対応する必要があるということである。

そして、

① 目地割lや、昔日材寸法、目地の形さえ、他動的に定められること

が多い。白地寸法精度も同様である。

② 動きの要素は取付昔日位、方式、固定点、可動部等の機構的なも

の、日射や熱容量や色による要素等、複雑で定め難〈見え、これら

のものに対し建築設計者は非常に弱〈、関心も少なく、基準がない

ために、意匠的な要求のみに終始し勝ちである。

③ シール自体の歴史の短さもあり、長期の許容変形率も定まらな

かった。耐久性の問題は研究者のタブーとも言われているほどであ

るが、その研究は実用に立ち遅れたきらいがある。

④ 建築生産の上では躯体、外装、硝子、シールの各製造者および

施工者は通常おのおの別会社であるため、その総合にあたるものが

判断の基準を持たなければ、外装に関連する多種な製造施工者はそ

のローコスト指向の合理化や自己のみの施工性の改善を、他との関

連を顧慮すること少なく、無責任に推し進めることになり、そのよ

うな姿勢も定常化すれば当然のこととして正当化されることとなる。

そのことは、外装に不可欠な シー リングに対する外装製造者の研究

は、その製造方式の研究投資に比しはなはだしく見劣りするし、シ

ール製造者による外装構成部材に関する検討も、単に被者材の規格

的試験のみに片寄っていることに表れている。これらはシール被精

面のディテールや寸法、表面処理等の欠陥に大きくつながっている。

⑤ シール製造者には許容変位率や耐用命数を明確にせず、使用は

ユーザーの責任という態度で、ついにはシールは 3 年で打ち替えて

もらう方が儲かると公言するものさえあった。一時はシールは 3 年

で切れて当然という話がまかり通り、破断事故に対し、外装メーカ

ーは「シールが切れなければ水は漏りません J 、シールメーカーは

「外装が熱膨張て' 動いたから被断しました J という報告書が大真面

白で提出され、目地寸法に合わせた理由づけ正当化計算舎がもっと

もらしく提出されるという具合であった。このような状況では建築

後 l このことは y ールメーカー n体よくぷっていたと忠われる節がある . またはその

fl l ! l : で良いと思 っていたのであろう .



設計者に対する正しいデーターの提出も期待できなか った。そして

これら全体を通して言えることは建築部位の耐久性に対するコ ンセ

ンサスの問題でもある 。

@  長期の問題の上にさらに短期的な界面争IJ 維の問題があるで 2多極

多様な被着物とその加工、表面処理、養生、関接直接に影縛する補・

助的な材料の化学的性質がほとんどブラ ックボ ックス化していると

ころへ、接着という化学的にデリケートな工程を 、温湿度や水iE分

や風圧等の変化の大きい野丁場で行うという本質的な危険性がある

上、シーリング材の硬化特性による、硬化中の種々な問題もこの上

に重な っている 。

さらに建築工事の最終段階で、工程上も天候を無視して工事を強

いられやすいという事情まで背負 っている 。そしてシール施工者の

立場はあらゆる建築工事下請の中で最も低い地位にあ ったのである 。

このように目池は設計者からはきらわれ、設計基準もなく、無理

を言われ、生産方式の境界領域の谷間に投げだされ十分な仕様もな

く、化学的ブラ ックボ ックス化、 .無理な地工に対し、不十分な性能

しかないというあらゆるしわょせを受けることにな った。 もともと

目地はしわょせのためにある のだが、これほど揃 っては長〈保たな

いの も当然、であるし、シールの性能が改善 された今日でも他 の点は

基本的には変わ っていないわけである 。

シーリング材の設計指針仕様

以上のような状況に対し、設計や施工の分野で努力が続けられて

きたが、その一つである、このたび改訂された J A  S  S  8 について

見ると、その性格は元来従来通りの施工指針としての仕様であるが、

今回は以前と異なり解説ではあるが、シール設計にかなり力を入れ

ている 。すなわち、 8 ，5 ， 2 の充てん箇所の条項は、 a 、 b 、 c 、

d の各 l 行だが、こ の「解説」は、 a 、 b が目地設計として 21頁に

渡り、 c 、d は被着面のチェ y クで 6 頁に j度り、 詳細に 記述されて

いる 。単に施工や材料の注意だけでなく J A  S  S の範囲を越えずに

どうしても必要な施工以前の設計をとり入れることに苦心の程がう

かがわれる 。 しかしただ 4 行でこれだけ の内容を契約上含み得るか

となると問題であるし、解説自体も、当然だが計算規準としては十

分でなく、形も整つてないきらいがある の

他方、 J A  S  S  14カーテンウ オール工事( 案 ) では性能基準および

性能発注可能な工夫がなされ、製造の細部設計時の計算設計項目と、

一昔[1設計計算値を包含しているが、そ の内容は他に確立している各

種の計算基準の上に成立している ので、シール計算基準がないため

に、カーテ ンウオールの大切な構成要素のシールに対し、ほと んど

何も 言及し得ていないわけである 。

このような過去および現在の状況に対して、日建設計大阪本社で

は最低10年以上のシール無事故を目標として一帯11昭和48年より、 つ

いで ＵＱ 年より、ｾＡＡＡ向の特記を指定する官庁や工場をｼ徐き、ほぽ全而

的に特記仕様に白地設計五 ｾｩｖ ｜ を含めるとともに、設計図をその ｊμ ｖ ｜

に従って作成することにより、対処してきた。 この「特記仕様によ

る目地設計、施工基準J はつ ぎの ような利点があると思われる 。

目地設計基準を含む特記仕検の必然性

1  ) 白地設計の不得意な設計者にも、合理的な設計ができる 。

2  ) 現場詳細設計での恋意的な変更を| 坊止できる 。

3  ) 基準が図書に残るので、問題が発生した場合、そ の判定が明i僚。

4  ) 外装の方式、割り付け、固定点や可動点は施工図および取り付

け法により最終的に定まるので、白地幅もその時にすべて検討し芭

業 2 w- 而和j離は 1 - 2 年、 多 くは l 年未満に制服すると い うことが 多い.

誕 3 建築維，':; .V ol. 94. No. J 153 昭相54. 7 月

す必要がある 。

5  ) シール箇所は非常に多〈、設計時点では十分な設計が不能の場

合でも現場で再調態できる 。

6  ) 設計図書の順位は、契約 > 特記> 図面> 標準仕様であり、図面

の誤りも修正しやすい。

7  ) 完全でl ないにしても、図面にはこの基準で計算記入されており、

ほぽ問題のない積算ができる 。

8  ) 統一的な基準のため、問題が起こ った場合の適否の基準のほか、

統計的な感覚で設計値の適否を判定することができる 。

9  ) 図面に含まれた特記は現場で最も基本的な図書であり、各下請

メーカーや施工者に確認させやすい。

10) 責任施工底、シーリ ング管理士、関係者に対する境界領域確認

調益義務、試験、検査、保守および保証等により、技術的で良心的

な施工が期待できる 。

この方式を採用して現在まで、その指示する範囲に従っていれば 、

シール剥離、破断等の事故は l 件も起こ っていない。 これはシール

寸法を合理的な計算で定めるようにしたこと、新しいシーリング材

の採用が適切な目地設計を可能にしたこと、および業界の良心的な

施工態勢の組織化の動きにいち早〈対応したニとの三位一体の効果

であろうと思われる 。 まだ目標が十分達成できるかどうかは判らな

いが、現状より見てかなり可能性は高いと言ってよい。大切なこと

は、基準があれば、もし達成できないときも基準を見直せば着実に

改良できることである 。

重要なことは、技術としてあたり前のことだが、合理的な設計基

準によりシール設計を計算で行うという工学的に当然なことを行い、

合理的なディテールを作ることであると 言える 。性能の良いシール

材料を用い、ていねいな施工を行っても、設計に無理があれば長期

の耐久を期待できないのは当然である 。

皿 シ ー ル 設 計 基 準 の 一 案

今回 J 1  S  A  5758の普及と、先に述べた J A  S  S  8 の改訂、およ

び新種のシーリ ング材もある桜度の評価を得られているようなので、

当社 ( 大阪) の特記も見直す必要が起こ った。ここにその案を簡単

な説明とともに記11車させていただくことにしたい。 これはあくまで

特記仕様( 案) であり、独断と偏見があるかも知れないが、参考とし

てご覧願いたい。従来の当社の基準の問題点は、本案より簡略な表

現なため、応用に当た って設計者や製造者に絶えず指導とチェ ック

が必要なことであり、それは基準のむつかしさというより、やはり

一般的にシール計算するということが普及していないための不馴れ

であるように思えるが、今回は個々のケースの計算法を、よりはっ

きりさせようとしたものである 。

また 一見めんどうに見えるが相当な建物でも、窓枠、パネル等で

3 - 4 計算、ガラス シール関係で 2 - 3 計算、合計数個の計算もす

れば、後は白地の連続性等で必然的に決ま ってしまうことが多い。

問題はやはり外装のディテールをよく理解して、部材の動きを判断

し、適用式を 誤 らないこと、および設計図、施工図 ( 再チェ ックを

含む ) 、笑際の施工と硲実な実施を確認することであろう 。

参考文献

・i I ! 築用シー 1) ング村 とその正しい j!l!ぃ }j 1976，4 ， 1  監修 狩野存ー

A - 1 < : y ーリング工業会制産鰍

. J A S S  8  防水工'1> 1981  日本挫築学会

・シーリングハンドプ γ ? 1977.  79， 80 日本 シー リング工業会
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. 8 .  4 シーリング工事( 日建設計大阪本社特記案)

|1  材料・犯号・規格 |
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一
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内
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a
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適 宜 消 去 、 記 入 す る 。

図 面 r 指 示 箇 所 と す る 。a . 不 定 形 シ ー リ ン グ 材
a  不 定 形 シ ー リ ン グ 材

記 号 名 称 形式

必要規格

備 考

J I  S  A  5758 

S  2  シリコーン 2 液型 9 0 - 3 0 - N  弾性 ・反応架橋型

M S 2  変成シリコー ン 1/ 9 0 - 3 0 - N  1/ 

P  S  2  ポリサル7 7 イド H  8 0 - 2 0 - N 以上 1/ 

U  2  ウレタン 1/ 8 0 - 2 0 - N 以上 1/ 

S  1  シリコーン l 液酢骨量型 9 0 - 3 0 - N  弾性 ・湿気反応架僑型

S  1  A  シリコーン l 液無酸型 9 0 - 3 0 - N  1/ 

U  1  ウレタン 1/ 7 0 - 2 0 - N 以上 1/ 

A C E  7 7 リル 水性型 7 0 - 2 0 - N 以上 蝉'!1i .性 ・乾燥硬化型

S B E  スチレンプタジエン 1/ 

S  S  シリコーンマスチック 溶剤型 90 以上 塑 性 ・皮膜形成型

B  プチル 1/ 7 0 - 0 5 - N 以上

。
油性 1/ 

J I S A  5751以上

G A S  ゴム・アス 7 7 )レト系 1/ 

注 耐熱℃ ・変 形 力 %

品積| 部位| 目 地 | 色 制 限

S  2  1 外装| 金属一金属、R C 、ガラス、石. タイル、 A L C 、プラスチ > 1外装用ー各色

夕、ゴム、他. R C - R C . 石一石. タイルータイル. A L C  

- A L C向他ー他.

M S 2  

P  S  2  ｉ｟ＡＡＺ 笠ｼー一一一一一一一一一一一一一一一一一 ｊ｟ｾ 竺 ｬｍＷＢ ｶＭＧ ワ竺ー
内装 各色

U  2  r 一ー l一 ー ー 一 一 一 一 ーーーー一一ーーーー一一一ー一一ー十一ーーーーーー一一

l 内量産| 金属一金属、 R C 、ガラス. 石、タイル、 A L C . R C - R C J  

| 石一石. タイルータイル. 1  各色

S  1  I  Ｑ｟ ＧＷＮＮ＿万二竺主主 ・ 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 ｬｾｾ 一一一一
各色

S  1  A  ｌ ｟｟ ｟ｪ 主Ａ手Ｚｾｾ三ご三三 ｲ f!l J男BI i 竺H- 理局i OUl 育i ? ・- 一一一一一_ _ > 一一一一一一一一

肉筆書ｼ流し、浴室廻ｾＮ <1 =1/2∞以上向 A L C - A  L C . 防カピ型 各色

U  1  1  ト 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 斗 各色

A C  E  1  1  1  

. ーーーーー. 一一一ーーー一一ー__一一___ーーーーーーー- ・ー

S  B  R  1 内装 1 A L C - A L C.  1 グレ一、ホワイト

B  I  I定形ンーラント使用時外装局部裏打ち. 係員指示場所 | グレー

C  A  S  I アスフアルト防水層端末. 抑止コンクリート目地. I鳳

0  I  I グレー

1  外装とは、外義廻り全体をいう . r r己号のある二次シール、ガラス内側シール、窓

台廻りを含む.

2. 特記なき場合、 R C とは、 P C a ， P C 、 C R C 、石綿板類を含む.

3  ガラスーガラスの S 1は、特記なき場合、 7 ェノール変成 y リコーン高透明型とする.

4  本表より、硝子工事シーラントが優先する.

5  シールの色は原則として創造所の指定色とし、特別色は用いない。

6. 本工事の主要な1 & 務体は、その工段、養生等につき詳細資料を縫出し、シール製造者

および係良の確認を得る.

b  プ ラ イ マ ー 園 地表面 処 理

注) 製品に、地工時期による区分ある場合はおのおの S 夏季 . W冬季、 A 通年または中間

期用を用いる .

1  )  J l S A  5758は、建材試験センターの認定品が現製品規格と同ーの供試体である

ことを文曾で総出する .

2  Ｉ本工事 外装 主要被 ｾ ｬ 体に Ｑ ［ＱＺ同組被渚体的 ｊｉｓ A  5758試験結来を提出する.

はンランウレタン反応号!

はプライマー 2 図塗 1;"-1) コン防汚塗料塗

‘_.;庭園・ｾの解説

要素 項 目 S  2  M S 2  P  S  2  U  2  S  1  S  1  A  U  1  

A C E  

B  備 考

S B E  

長期許容変位 25 20 15 15 15  

15 

15 7  3  : ! : . シーリングエ童会による.

( 20)  

低温獅性 。 。 A  。 。 。 。 A  A  低温て・の硬 ｊｾ が高〈ならないニとＮ
耐

候 高温弾性 。 。 A  A  。 。 A  ×  ×  高温圧酎i時的陀縮- c Ｎｾ ト創性

性

長期可使温度

30 30 20 20 30 30 20 20 20 

仰倒的少ないとき町耐熱耐久性

l∞ 90 80 80 1∞ l∞ 70 80 50 

{取

熱老化性 。 。 ι  ι  。 。 4  。 。

縮

無収縮性 。 。 A  A  。 。 A  ×  ×  

溶剤の含有O

性

可!'11m的発散6

酎候性
。 。 。 。 。 。 4  ι  。 オゾン、紫外線( 静的暴露で)

水諜気透過性 。 ×  ×  
?  

。 。
， 

。 ×  水号車気は透過させる方が望まし い.

耐
耐業品位

。 A  。 A  。 。 A  A  。 成 . 7 /レカリ. 海水

ヨE

品
耐捕・耐? 軒高'11宅 ×  ×  4  ×  ×  ×  ×  ×  ×  

防火

耐炎性

。 ×  ×  ×  。 。 ×  ×  ×  難燃化技術. 乙防窓用の有無
燃焼ガス発生

汚れ 汚れ ×  A  
。 減

A  A  ×  A  。 。

自己および被荷体汚染×

自己的汚れA

耐アルカリ物

。 。 。 。 ×  。 。

A  

。

乾燥不良コ ンクリー トA

接帯性 。 アルカリと反応×

接

ガラス按渚性

。 。 A  A  。 。 A  ×  ×  

総合的評価

耐久性 ぬれ不良吉×

婚

金属一金属

。 。 。 。 6  。 。 x  X  

保全属的腐食A

機増性 水性によるぬれ不良×

性

湿気を含む物へ

。 。 。 。 。 。 ×  。 。

プライマーで対処可O

の接靖
水分で発泡×

。 。 ι  A  A  

。

A  

凸

。

低モジュラスのもの。

低いも がよい) 。 。 低温樽位、無収縮性

硬 来硬化時的降雨 。 。 。 。 。 。 A  ×  。 エマルンヨン叩は雨水で流れる .

1t 

低品硬化性

。 。 凸 凸 。 。 A  ×  。

凍結町恐れ×

( 0  ' c 以下) 硬化遅いム

特 高温硬化性 A  。 。 。 。 。 。 。 。

ω℃を母えると不安定A になる

喝合あ 1) .

性

硬化中町動きで

。 。 。 。 ×  ×  ×  ×  ×  

表面よ 1) 硬化するものは応力集

的破断
中破断を起ニす.

色 色 。 。 A  

A  。 。 。 グレー 在1車 色による性能登大A

質変 透明あり 遭湖町l 質変 自のみ グレイ抽 自由度

表 - 2 不定形シーリング材の選択表 一 1 シーリング材の定性的性能評価

56.  3.  1  

k qT  

I @ 柔 構 遣 層 間 変 位 掻 動 大

熱容量小硬化時目地変位大

熱 膨 強 大 郁 材 寸 法 大 持J 車率小

金 属 ー 金 属 。 。 6 0 )  む) X  1( 0' )  ×  X I X  

11 - R  C  。 。 6 0 )  。) X  1( 0' )  ×  X I X  

M ーガラス 。 。 む) む} X  1( 0・) ×  X I X  

11 石 @  0 1 6 0 )  む) X  1( 0' )  ×  X I X  

11 - 7 イJ レ 0 .1 0  品。 。) 。 ( 0' )  ×  X I X  

11 - A L C  。 。 ×  ×  X  1 ( 0') x  X I X  

11 ープラスチγ?プム 0 1 6  ×  ×  X  1  X  ×  X I X  

R C - R C  。 。 A  6 0 )  X  1 0  む) 。ol X  

ガラスーガラス X I X  ×  ×  。 。 ×  X I X  

石 一 石 0 1( )  6 1)) 。 X  1 0  。 X I X  

タイ J レータイ J レ ① @  A む) む) 。 。 む) X I X  

A  L C - A  L C  。 。 ×  ( 6)  X  1 0  ( 6 )  。') 1 6

; pqt  

| ⑮ 剛 摘 造 層 間 変 動小

熱容量大硬化時目地変位小

熱膨鋭小部材寸法小拘束四巨大

金 属 一 金 属 。 。 6 0 )  。 X  1( 0' )  ×  X I X  

11 - R C  。 。 0 0 )  6 む) X  1( 0' )  ×  X I X  

"  ーガラス 。 。 。 む) X  1( 0' )  ×  X I X  

" 一 石 0 1 0  0 0 )  4 む) X  1( 0' )  ×  X I X  

11 - タィ，レ 0 1 0  0 0 )  6 0 )  。 ( 0' )  x  X I X  

11 - A L C  。 。 ×  ( 6)  X  1( 0' )  ×  X I X  

" ーアラスチックゴム 。 6 1  X  ×  X  1  X  x  X I X  

R C  - R C  。 。 。 。 X  1 0  品。 。 。

ガラスーガラス X I X  ×  ×  。 。 ×  X I X  

石 一 石 0 1( )  。 。 X  1 0  む} X I X  

タイルータイル 0 1( )  。 。 。 。 。) X I X  

A L C - A L C  。 。 ×  ( 6)  X  1 0  ( 6)  0 1 6  

S2 MS2 PS 2 U  2  SI I  S I A U  1  llAECBE E  B  

川 判 定 端 酬

- 耐久刊を主とする . ・目地柑同じとする .

- コスト夜帯は含めてい$ い. また縮工凄帯も含まない.

Ｍ した均Ｇ う てよ ＼ｭｾ 、られているかいないかはＮと＼，ニＮｊ ｈ ｦＮ‘してなも‘ ・

12: 凡 例

( 内} は同内 mj 主に削る 帥把なければ同外×

。最も噌ま しい 由肢 も明ましいが向れ作.意e

。可‘ 4 なるべ <111" 、ない . x 不可. ( 0・} 円心的は硬化時的動

きが少ない地{ } はM 外的可の ι のあリ

ＨＳＩＨ ｴｊ ｾｽ ＼＼＾ｍ＠ S  Z  1; 1 析しい何でまだ岬輔がカ・ 1.:. 4. ..， てない.

驚フェノＭＯレによ ｉＩｾ 守に応能色あることもある Ｎ

30 



c  パ ッ カ ー 、 ボ ン ド ブ レ ー カ 一 、 養 生 テ ー プ 、 製 品 餐 生 フ ィ ル ム

一般用 P C 用 硝子用

原 則J I角型 丸型 14ー訓告| 丸型中空15- 淵音 |  角型 141古

ポンドプレーカーはシー ル品種による 。

養生テープはシーリング専用の着色品

とする 。

ポリエチレンテープ程度 日東電イ加工工

カモ 紙

以 上 シ ー ル に 直 接 お よ び 間 接 接 す る も の は 、す べ て シ ー ル 製 造 者 の 確 認 品

( 製 造 者 、 品 番 と も ) とする 。

d  定 形 シ ー リ ン グ 材 一一省略

e . 硝 子 工 事 シ ー リ ン グ 材 、 そ の 他
WgX Dg の最低寸法は 4 X  5 以上 とする

将官Eなき 特ieなき

工事区分

F L X 部 開 閉 郁

ガラスt r l - 附 f

セ y トプロ γ 7

C  R90'  C  R90'  サ y シ

ピ ス

スベーサー ピース P V C  サ y シ

ガ ラ ス 周辺 材 耐 f

F - E PT  

11 サッシ

ガ ラ ス
(EPT45・)

パ y カー
腰

E PT  
サッシ

内 60- 45' 

ン ー ル

F - P E  F - P E  ン- /レ

パッカー

ンール

グレー ジン戸 窓

S  2  S  2  
ンール

ン- /レ

×  ×  

Wg X Dg  

腰 S  2  

外 ×  ×  

腰

内

ｾ ｊ＠ { 量調態工 法

硝子

シール

ジド、ー・ ガスケ y ト

グレ ジング サγ ン

チャンネルビード ｉｾ＠ (  

- . .  圃国組組園田

設計上の留意点・

注) 1  セ y トプロ y クは原目1) 2 コとし、長期貯答荷量 4. 5kg/ 耐以下、 i 孟40、W/h孟 1 ，

2  スベーサーは左右各 1 コを按ffi 骨lにたよらず固着する . 横軸回転窓は上辺にも 2

コ用いる 。磁 波印計算法制参照

3  硝子周辺材は 7 リー工法③の場合で特記なき限 1) F - P E 貼付とする .

4.  C  R 、E P T 等町ガラスパ ッカーは外部からのみ古車工する硝子町パ ッカーのみと

する 。( 腰ガラス 等)

5  硝子の風圧1;1: シーリ ング材の圧紛応力によ ってのみ支持するのを原則とする . ‘

6  シールパッカーは シール町三面接苅防止およびシール篇工時的硝子風庄支持にの

み用いるグ

7  シール寸法は最低寸法とする . 般原硝子基単により、ガラス満幅、深さを定め、

シール ｗ ｧｘｄｧ の Ａ ｊｩ 触を満たさない場合は ｪＧｬＧｾ 量 的 純 ｬｬｩ をＱ｜Ｇ Ｑ すものとする 。 減

8  グレー ジン グチ ャン ネルビードの場合は、ガラスは凶辺とも 6 mm以上のみ込む .

9  工事区分は原則として厳守する ， / .， クダウン時の相番ンールはサ y シ工事も可

とする .

|3  不定形シーリング材寸法基準および詳細設計原則 |

a  一 般 事 項

① シ ー J レ寸法は原 HIJ と し て 設 計 図 に よ る 。， . 位置、 W X D寸 法 と す る 。

② 特 記 なき 寸 法 は シーリ ン グ ( 白 地 変 位 あ る も の ) は 15 X 10 、 コ ー キ ン グ

( 目 地 変 位 な き も の) は 1 0 X 10 とする 。

③ 設計図寸法は本法i j I! に よ る が 、 本 法4
'
1による再計算、淵暫定を含む。 現寸

図等で略図を含む計t ) :住 を 提 出 し 、 係 只 の 承 認 を 得 る 。

④ 部 材 の 固 定 軸 、 お よ び ス ラ イ ド ホ ー ル 、 部 材 の デ ィ テ ー ル 、 施 工 は 、拘 束

の 有 無 に か か わ ら ず 、 固 定 点 は 他 の 可 動 と 考 え ら れ る 占 よ り 十 分 強 い 固

定 強 度 を 有 す る こ と 。 可 動 点 は ス ラ イ ド 可 能 と す る 。

⑤ 拘 束 は 機 械 的 な も の は原則として計針一上は認めない 。 た だ し 熱 容 量 の 桶

加 に よ る 拘 束 、 冷 却 通 風 等 に よ る も の 、 機 械 的 な 拘 束 も 含 め 実 設 計 上 は

無 避 の な い 拘 束 を 行 う 方 が 望 ま し い 。

b  シ ー ル 幅 お よ び 深 さ の 計 算 式

( 計 算 は シ ー ノレ幅 W を 算 出 し て か ら D を 計 算 す る こ と )

① 興部材間圧副首引仮1)' J 断 合 成 シ ー ル 幅 Wc t s  

圧 縮 引 張 変 位 /i c t=  L Ad t K+  L 'A'd ピK '

が ｾｉ 析変位差 /i s =  L s (  Adt K - A'd t' K' )  

E ，+ E ，'  

総 合 誤 差 :i E = 一一一E一一 + E ，

一 般 式 Wc ts 主主 〔ぞ)' +(去)' +三E

-， 4， ＳＭ｡ＭＴＱＵ ｑＩＱｗｾ＠...褒- 2 について

コスト要繁
表 - 3 . シーリング材打ち継ぎ一覧表 ( 3資料より 合成)

固定点と可動点、拘束の可能性

シーリングの計算を考える場合 、固定点( 軸) 、可動

点を明確にする 。一般にカーテ ンウオー l レは 、 ノック

ダウン方式、 パ ネルユニ y ト方式とも固定虫( 軸) は明

確に定められていることが多〈、ほとんど問題はない。

問題になるのは一般の窓枠、笠木、ホーローパネ J レ等

の償習的な 簡易な取付固定法によるものであり、 これ

らは一般にどの取付点も同じ程度の固定度になってい

るため、取付上の偶然により固定点、可動点が定まり、

もし計算シーノレに対し最も不利な点が固定された場合

評価同等の場合 、価格は下記の順になるので、判定す

る。

S  1 、 S M、 S I A > S 2、MS 2> P S> U > A > B > O

コスト ー 性 能比

白地材工コスト

コ ス ト 効 果 比 =

骨午答変位× 耐久年度

したがって動的、静的な性能を必要とするシー J レは、

一般に性能の良いシールが使用量も少なく、結果的に

最もローコストになる 。

C .  d .  e のfe号

F ー独立発泡体加硫または架僑品

C R ークロロ プ レン ( ネオプレ ン)

E P T ーエチレ ンプ ロピレンターポリ 7 ー

P V C ーポリビニールクロライド (塩化ビニー ル)

表 - 3 について砂

住 ) 0可. 6 施工不能でない、× 不可

s  s  ( " リコン守ス チ γ 7 ) はすべての l に地工可

筑: 打¥、色 .he.、打¥ち

5 2  

シリコーン

2 ，此ぅ〉

M 5 2  

変成

ンリコー ン

5  1  ンリコー ン

5 1A  l  成分

ポリサ ル

P  5 2  
ファイド

U Z  

U  1  

ウレタ ン

水刊

A C E  

7 1  ' J/ レ

5  B  R  水刊 5 B  R  

日 プチ J レ

。ilh 刊.

S  1  M S  5  

2 1 5  1  1  

2  A  

0 1  X  d  

。。。

"" 1  X  

。

。
。。

ム

。 。
A  

A  ム

"" ''''' "" 

X I X  ×  

X I X  ×  

X I X  ×  

P  I U  U  A  15 

5 1 2  1  C  I B B I O 

2  E  I R  

×  

X  1  X  X I X  
"，， 10  

"'" X  

X I X  X I O  

X I  X  X I X  x l O  

。。。
。。 。

""' '''' 

A  

"" 

。
。

X  1 0  
。

×  ム

。

"'" "" 

。。。
ム

。
t  A  

。。
"，， 1

0  

。
。

x l "" d  
。。

X  
×  ム

X I  X  X I X  X I O  

←今 Wtc ←→

ω 」 ー 土 ー ・ ... 1キ
" " " 1 1 ( . 1 1 1 1 1 1 1 /  I  

1  L  1 ぬ

+→ Wt c  

(B)  l : I : : 一一一一一_ _ _ _ Ai _ _ 一一一一一」ム

/ 1 / 1 / 1 / 1 / . / / 1 1 / 1 / τ-

1  L  1  2 W.  

に)

Ｋ ｔＷＷ 凶 ｾ Ｎ ｉ Ｎ ｉ Ｎｉ Ｚ

を;F す

R C  

図- 1

図ー l ω 、侶) では膨張収織の働き幅は L であるが、

(C)では 2 L となり、j 3 l也幅を Wct と計算すれば 2倍も

不足する 。 またよ図では仏} が最も望ましい 。それは Ws

がaXC) のすですむからである 。ωて"Ws を計算して(C) に

なれば、 Ws も 21音不足する 。

したが って、取付ディテールは固定点と可動点には

っ きり較差を設けるようにする 。可動点は J レーズホー

ルピス締め、固定点は溶接固定等のデ ィテー J レを取る 。

は っ きり車交差を ま生ければできるだけ拘束することは差

し支えない。なお、モルタルトロ詰めや、コンクリート

打ち込みによる拘束は機械的なものでなく、熱容量に

よるものと考え、種々の理由より完全な拘束は一般に

困難であると考え、機械的な拘束は計算上認めない 。

(安全側 )
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• 8 . 4 シーリング工事( 日建設計大阪本社特記案)

② 同 材 料 の と き

〉沼下五 X 1. 0 8 x  10"" 
A = A ' 色 t = 6  t'  K  = K '  

+  2  mm 

j

l

r

u

 

H

腕

+

ル

L

O

一

!

+

=

L

y

j山

一

A

H

A山

一

戸
ヲ
、
，
，
-

・

縮

ι
-
e

，
s

圧

い

一

E

料

(

一

=

和

三

-

E

同

恥

「

μ

J

2ε 

0 た だ し 、 サ イ ド ス ペ ーサ ー を 用 い る グ レ ー ジ ン グ ( 偏 芯 軸 吊 り 軸 回 転

窓 、 片 聞 き 窓 、 移 動 車血窓、 お よ び ノ ッ ク ダ ウ ン カ ー テ ン ウ オ ー ル の 無

目、 H/ I 也 1. 5の す べ て の 窓 は Ws を W とする。

。 一 般 で Ws を3に す る に は サ イ ド ス ペ ー サ ー が な い 場 合 に 限 りセ y

γ トプ ロ y ク 上 に テ フ ロ ン シ ー ト 貼 付 と す る 。

⑥一般シーノレ深さ

③ L = L '  =  0  

@  回定点 = - 方向スライドホール

一 一圧縮引張部材固定軸

一 一切断方向部材悶定軸

=  訟針 : ". . - J レ

③片側l の 動 き 0 と 仮 定 の と き

/ (  L A6t K¥ '  .  ( L s A6t K¥'  

A' 6ピK' =  0  W c  ts  ;;:; ，/  1とこここと I + 1ーと与三三斗 Ｋｾｅ＠
' ε ノ 、 l ! I  

④' ただし略事事式 Wct s ミム坐i丘 + と 坐 竺 十 日

ε 乙 ε

⑤ 築 部 材 問 直 交 野 断 合 成 シ ー ル 幅 Ws s ( ⑤' 図参照)

K  L .s'  + L，s ' ) ( A6 t K - A' 6 t'/( ' ) '  

一 般 式 W s s 注、/、 Ｋｾｅ＠

'"ε 

⑤ ' グレージングシーノレ幡 Wg s s

。一般に 硝 子 を 溝 に 依 め 込 ん だ と き の硝 子シーノレの幅 Wg s s の 一 般 式

j  I( W s ) ' + H' 1  ( A6 t K - A' 6 t 'K' ) '  E . + E. '  

ｗ ｧｳｳ 量ｾ Ｎ Ｂ -， ，，-- - --- -- - .- - ， + 一一一一一

2 ε 2  

サッシユ枠 AAt KE，'

・点 の ガ ラ ス シ ー ル 帳

Wg s s 、A > A ' 6t > 企t'

L . s = Ws  L ，s = H  

単 純 明 断 シー ル 幅

Ls( Ad tK- A' d' t' K)  
ｗｳ ［Ｚ，Ｚ ｾＮ｜ｮｾ ，，Ｚ＠ n u  . n ' + :1: E  

( Wgs)  ，ε  

握f  

D=子3

⑦ 硝 子 シ ー ル D gは 3 - d . に よ り 風 圧

支 持断 面 計 算 に よ り 決 定 す る 。

③ 圧 縮 引 張 目 地 の 形 状 係 数 は 精 度 の 併

す限り D/ W= 0 .5程 度 が 望 ま し い .

C .  I己号鋭明

E ，. 

① L  各 図 参 照

L 圧 縮 引 張シーノレ部 材 固 定 軸 ー ・ー よ り 計 算 シ ー ル ま で の 働 き 長 さ

L s : 明 断 シーノレ部材 固定 軸ー ・ー よ り 計 算 シ ー ル他 端 ま で の 働 き 長 さ

明 確 な 固 定 点 の な い 部 材 の L はそのシーノレに関する材の全長とする。

② A  修 正 熱 膨 張 係数 俄

躯 体

アルミ合金、 5 U5 3 0 4、 鋼の熱、

ガラス

ポリエス アクリル

F R P  銅合金 反応硬化 テル A B 5  

R C  銅合金、銅

銅の 1 階 主主料およ

ｾｅ 閥石 木 材

ｾリカー

廻り ひ' P C  ポネート

鉄 骨

5 U5 3 0 4、 鋼の常乾 A L C  結 晶 化 ガ

2 階 以 上 主主義 大理石 ラス

A  
。

2 3 X  10- < 18X10- < 1 3 X  10-< I OX  10-< 5 0 X 1 0 "  8 0 X  10-< 

E ， =  0  

⑤ ' ア ル ミ サ ッ シ ュ 節

子 シ- J μ 憾 の 簡 易 式 (tf

ラ ス が 軽 い の で Ws は

与 と す る )

アノレミ A = 2 3 X I0' " 、 6t  = 7 5・ K = 0 . 8  E ‘ = 2  

ガラ ス A ' = 10 X I0' " 6t '= 3 0'  K' = 1.0 E . ' = 2  

( 注) P C には G R C 、石綿板系材料を含む.

議 s us か鋼合金の 2 階以上、 ( 1階廻りは補修しやすいのて' 見ぱえ箆視 ) 鋼的常乾

検料、 P C 、 A L C は按稽性や強度、含水による動きや按帯低下を補償するため

笑際より熱膨張率を大きくとってある.

-:.....;"盤調・ -:__.冨 a . . 0冨I AWD

設計材温度差はシーリング材の想定硬化時極値温度

基 準@ から、部材の表面の反対季節の表面温度極値 ・

までの片振幅である。

施工時期は冬、変の極値になるものと考え、中間季

に施工したものより、安全率が高まるものと考え、数

イ直を変えてはならない.

許容圧縮変位寧と引張変位率は本来異なるが、計算

基準上この数値を変えることは図維なので、 d. tの解説

に述べたように補償されるものと考える.

ε  畏期許容圧縮引張変位率( 外壁)

S  1  A  E  

B  ε  S  2  MS 2  

( A )  

P S  U  2  

S BE  

耐久目偲

0. 3 0. 3 0. 2 0. 2 0. 2 0. 05 0. 03 

5 年以内

。耐久目僚

0. 25 0. 2 0. 15 0. 15 0. 15 0. 04 0. 02 

10年

耐久回線

0. 20 0. 15 0. 10 0. 02 
15年

参外宅金属 。。。
A  ×  ×  ×  

考 部 分

一一主変位幅

二二型笠隼堕

6  t  

( 主に

伸長変位) 垂直

冬 施 工 |水 平 一 10J 二 ん 叩95' _--"""""' _95 

( 主に

圧縮変位) 垂直

ｅ コ シール平面 ｾ シール断面

ｾ＠ 断 変位の原因
五隼童

計算式

A  シール面向

4  .  般伸縮目地で

隣り合う部材聞の 長 期 Ws  

1 1¥(¥日同
熱に笠差、木乾ののrあ水且等平るの場目動合地等き、 2ε b - ③ 

1  681 一ーヲ

弘子

5  ガラスシールの

長 期

b Wーs③s  
ガラスとサ ッシュ

2 <  
枠、向上の一例

6.  地震層断変間変位位に

よる明 P  短 期 Wks  

C ロ y キング方式

( 8の倒は少信い}

のタテ目地、スラ 4ε e - ⑥ー l

イド方式的横目地

1.  5年以内は、博覧会建築、 5 年以内円増築干定部分等、特疎な

も同町み.

2  通常は 10年とする .

1  努断許容変形率を ε の 2 {音にする 簡単な理由

1" 1  J  ｾ＠ 0.15 

ノノ J. 7X I. 25/ j  1
0
.
7

1 1. 0  

L且l L一一- ｾーームーー Ｑ 0.15 

ノー/ L _ j  

/  X  

接着界面による端部制東 端部15%は変形せず中央郵に

25%の許容引強変位とする.  

.r = / (O. 7 X  1. 25)'  - 0. 7'  =. ; 0: ; 高士官1す =0. 525勾0. 5とする.

J ! J 断変形は斜め引張り変形と考えられる。シール

明断時の変形状態の簡単なモデJ レを考える 。 自然

露変位試験器で全〈同じ変位を圧縮引張および明断

固地 に加 えた場合、J ! J 断 目地 は圧縮引張白地幅の60

% で安全側、 40 %でやや危険側 となる よ うであり、

5 0 %、すなわち許容明断変位車は 2ε 程度を一応基

準とする。な お一般に熱膨張による卿 断 ' / - ) レは、

固定輸より最外点でのみ最 大変位になることが圧縮

号l張と異なる。

2. シールは短期の引張試験では300- 600%以 上 の 延

ぴ耐力がある. また 5 0 %モジュラスを計測すること

が多いのでも 25の 2 倍を用いると便利である .

。都材表面温度は暗色金属材裏面断勲、無風周辺より反射光を受け

たピークの想定値である . 減

。来冷地では最高i且も最低温も - 5 '1::低下するものと想定 ( s t は不

軍n

O 水平面は天空緬射によ '1 - 5  ' 1 : : 低〈なるものと想定.

。表面i温度. 硬化温度とも十分問題ない程度に定めてある. したが

って本基準的計算値円安全側であることは僧頼でき、保柾時にも

この点において問岨民なることはないと思われる .

。注 1 _ 〒 阿 ... _.....時叩4 島 市 古 川 由 l ※  

組み合わせ変位

1  +  4  

計 算 式

b - ① b ー @Wct s 

Ws s  

Wgss 

b - ⑤ 

A  +  B  

b ー⑤ b ー⑤・

冬 I 5  ' c 以下 3 ' C中止

。実際には冬牢円硬化は日最高温度

附 j! e で硬化すると考えると 10'1::ほ

ど I11 そ円分だけ圧縮変位量

. . ， 守i時は、号 l強時よリ

在" "  '¥ ｾ、ので、 ε を一定にしている分をここで補償する
y  
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③d .  t  ii 宣言十材温度差

設計上の留意点・

d. t 'C  Ｈ ｾ音色基準Ｉ※ Ｔ

一般材

ガフス ※ 2  

( 突付けガラス目地用)

水平面 援 l 95 75 (7レームレスト ップライト)

垂直面 75 55 (グラス77サード目制

減 2

同 上 北面 50 35 

桜 1 水平面的定義( 断蘭)

戸H[P F  

主水平蘭と見倣す.

疑 l 水平面とは、具体的にはパラベ y r  ，屋桜函だけでなく、壁面の部材でも、窓台、

水切笠木、幅広の無目等は水平商になる .

揖 2 ガラスシール目地計算用でない. 昇温は裏側のブラインド、カーテン、パ ックポー

ドを考r[' .してある .

車 3 北面とは真北は 5"<: 以内とする 。

※ 4  淡色の場合は温度が下がるが計算では無視し、シーノレの安全率が商くなるものと考

える .

④ d. t'  設 計 隣 接 材 温 度 差

d. t'  ' C 

淡 色 側 桜 1 I  日射の当た ってない材

55・ I 30・

45・( 北面40・) I  30・

色による受熱差| 隅角部等の日なたと日陰

ガラスシール計算用

40'  

30'  

冷房時のガラス温度

減 1 M は、淡色による日射吸収率の差による品度差を考慮している .

⑤ ε  長 期 許 容 圧 縮 引 張 変 位 率 ( 車似寸値 ) 軍特記なき限り画f 久目標10年とする .

耐久目標10年

5 年

15年

1. 長期許容明断変位率は、 2 < とする .

2  短期併谷圧縮号| 張変位率ε' は、 2ε とする .

H 明断変位率は、 2ε ' とし 4ε とする .

⑥ K 、 K 笑 効 温 度 変 化 率

( 熱 容 量 と 断 熱 性 等 の 熱 特 性 に よ る 部 材 内 の 平 均 温 度 変 化 率 で あ る )

ン- )レ被靖部材の断熱婆繁 ン- ) レ被着部材の熱容量要素

外 表 面 キオ 金属、薄板材
P  LCC宇" 石材 ガラス

A  タイ J レ貼

モルタル充

外 一般材 ガ ラ ス コ〆タ '1- トt孟150 <> 150 

相主

装 裏面直接断熱材 中空局一断熱材 1. 0  0.8  0.8 0.7 1. 5  

中空層 ー非断熱材 0.9 0.7 0.7  0.6  1. 2  

中空層

成 非断熱材

裏面也被室内
直接室内後2

0.8  0.6 0.6  0.5 1. 0  

※ 1  P Cは平均J J l . を考える 。

援 2 ブラインド、カーテンは直接室内と見倣す。

注) コンクリート打ち込み、モルタル充慣の場合は熱容量による邸主自明句束のみ考慮している 。

⑦ E ，E; 許 容 誤 差 ( 製 作 誤 差 + 取 付 誤 差 )

一 - - - - - - - ー ~

国内方向 菌外方向 E ，D  

E 、明
影ガ像ラ調整ス

単独金属窓、枠、硝子溝、石工事 2  2  3  

金属 C W、ノ ックダウン C W、硝子す法 3  3  

P C 、アルキャスト、 G R C 、A L C  5  5  

タイ J レ鮎り 4  4  

R C構造体、打ち込みタイル 16※  16※  

型 空 待 遺 体
13 13 

議打ち継ぎ目地幅は: t 2  rrmとする .

注) 組み立てデ ィテール上、誤差の発生しない部伎は協議の上1 . 0とすることができる .

③ 凸 キ ャ ン チ レ バ ー 、 構 造 ク リ ー プ 横 目 地 補 償

キャンチレバー長

E ， 

・キャンチレバー長の 4 倍以上の大ス パン栂造物もふを考慮する 。

・上記のような構造物の先端を上下に結ぶ外装材は、接合部の一方を伸縮可能のこ・とく考慮

すること 。

d  風 圧 に よ る ガ ラ ス シ ー ル 深 さ 計 算

① ガラスシーノレの深さ D g計 算。 Wg s s計算今後、 d ー③ 式 に よ り 算 出 す る 。

ただし 、 W g s s 孟 4 mmとする 。

E.  4  .  3  - C  6  <7>WHi t  

腰部ガラスは空気層の j且室効果による集熱器効果を

考慮している 。たとえばカーテ ンウオールの無目は 1. 0

- 0. 9になる 。 また方立は直接室内の0. 8 と綾部の中空

層ありの 0. 9の平均で、 0. 85程度とするとよい。

ノマラペ ッ トは 0. 9程度とするが、金属ノ ぞネJ レの天端

で裏面で直接断熱されている場合は、1 . 0とする 。アル

ミサ ッシュでコンクリートにモルタル充填で取り付け

られ、室内に断熱材のない場合は 0. 6となる 。ただし、

窓台は水平面でd . t' 95・であることに注意して、 9 5 X  

o  . 6=57' C となる 。

ｾ Ｎ 台等でトロ詰めの完全充撲が疑問なときは ＰＮＹ に

すること 。

寸法基準で述べたごとく、拘束は機械的なものは原

則として認めない。 このK により熱的な拘束のみを考

慮すること 。

- 8  .  4  .  3  .霊D:III・

ディテールにおいては、とくに下詑ω - (G)の小口等の

押出霊材

T I G全 溶 接 ¥ 

仕上非 20，- "  階部 T I G全洛揺

アルミブロ ック /  --，てー

パ y カ / 、別材Y醐( 点)

(A) α 甲出材小口 (8)  0 板幽材小口

( 例) 方立、枠伸縮継手 ( 例) パラベット、パネル

同通常固ではヒ羽を画円ない)

ビス頚によりパッ力一

の寸法がとれないので、

シールが薄くなる.

(E )  X  

曲げを十分深くする.

ピス本数を増して皿ヒ'スとする.

ヂト附ｾ I  / ビード用の突閉司×

，ＮＮＮＢ､ｾＮＮＢ，ｊ ｉｉｉｉ ｾ＠ 応力集中

D > 5[ ( <陶 磁 r r闇 l図F 1 1

ペジキt 当1 Il 斗」以! J Ul '.; - Jレ時の，膏掃

11 '¥"  1  プライマー不可

D/ W8 孟0.8 ¥ 既製アルミ押出型材

f  被漕面に凹凸、間隙等なく平滑なニと

(F )  0  

新型にするかまたはシカル加工で

切り落とす. 特le要o W8 ( ま明断シ

ール計算による.

処理に注意し、設計時に図示または特記し、現場では

注意して指示すること 。

すなわちシールの被渚函には凸凹、間際、材料の変

化等があ ってはならない。 ( J A S S 8 にも記述あり )

アl レキャストの鋳はだも良くない。

壁に取りつける単独窓. は、最近ほとんどタテ粋通し

にな っている 。
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(G)  

なお、枠組の小口のタ y プビス締めのガスケ y トは、

プチノレシートよりネオプレ ンシートの方が耐久性が良

いと思われる 。

被着面および附近の形状

①シールの彼着面の D寸法内は凸凹や問隊、継ぎ目等

がなく、かつ、できる限り平滑で強固であること 。

指示なき限り D範囲の材質は同材質問表面処理とす

る。

②部材小口において工場シールを被者面とするシール

は、t Tつてはならない 。

③金属抑出部材の小口で D厚不足の場合は、同種金属

を不活性ガスで水密溶接し、平滑に仕上げ D寸法を

確保する 。

④金属板部材の小口部でシーノレする場合は、長手側而

と同様に曲げ加工し、隅部は水密溶接し、平滑に仕

上げる 。

⑤上記以外でやむを得ず 2 材を用いる場合は、材質の

シール般若に対する影響のより少ないものをシール

製造者と打ち合わせ、係員の主主認を得て用いる 。

⑥水平面のシール裏面は深さ 10mm以上の水受け樋を設

け、排水処理する 。

⑦ グレージングンー J レの指示ある場合、既製形アルキ

材 が ビ ー に チ ャ ン ネ ル 形 状 に な っている場合、必

要に応じ、切削加工し、また押縁のみ新型を用いる

等の処誼とする 。

③ シー J レ部の形状、周辺は、シールの切断、再施工時

に、容易に新設時と金〈同状態に再シー J レ可能なも

のとする 。
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• 8 . 4 シ ー リ ン グ 工 事 ( 日 建 設 計 大 阪 本 社 特 記 案 )

② 風 圧 力 は 1M、則として不定形シールの明断シール計算目地中高 Wg s s の 形

状 係 数 Dg / Wg s s 主主 0. 8の 場 合 の 圧 縮 応 力 の み で 支 持 す る も の と す る 。

③ 妓 大 風 圧 に よ る シ ー ル の 圧 縮 変 形 量 は 抑 縁 の か か り 代 を 越 え て は な ら な

し、。

ス ラ イ ド 式 押 織 の 場 合

ぉ % = 押 縁 の か か り 代 / 計 算 目 地 幅 Wg s s mmX  100 

た だ し 、 か ち 込 み 式 、 ま た は 固 定 押 縁 の 場 合 x = 2 5 %とする。

形状係数 Ｑ Ｎ ＰＭＰＮＸ の圧縮モジュラス ｣ｍｯ］ｾ 三 ｋｧ Ｏ ｣ｭＧ
50 -_ ， 

ガ ラ ス シ ー ル 供 Dg! ?;  Wg s s X O.8 +  2 孟 端 野+ 2 孟 5 mm 

ｆ 一一ｾｾ α 短 辺 ( m ) 6  _， ｾ＠ r . _  Pa. 6 

「一一- ，- ， ー 孟 1.2 E p =一一一一一一一 kg/cm

I  I  I  6 長 辺 ( m) a  ］Ｎ Ｎ ｾ＠ ｾＢＭＲＰＰ Ｈ αＫＶＩ＠

い ， I  I  b  P 設 計 風 圧 ( kg/ m'っす> 1.2 E p =号古川1

L 一一一J _ j 形 状 係 数 が 0. 8を 越 え る 場 合 は 、 こ の 形 状 係 数 で の 10mm/

[ . _____j  m in お よ び50mm/ mi nの 平 均 圧 紛 Moに よ り 決 定 す る ( J 1 S  A  

α  

5758に 単 じ 、 試 験 体 は I 型 と す る )

④ 硬 度4 5 - 6 0・ の C Rや E P T を 圧 入 し て j孔庄支持を行う場合は、

Dg孟+ Wg s s 孟 7 mmと し て 良 い 。 た だ し 、 つ ぎ の 条 件 を 守 る 。

③ - 1  風 圧 に よ る 硝 子 の 移 動 そ の 他 に よ り 、 ゴ ム が 硝 子 面 よ り は ず れ

な い よ う に す る .

③ - 2  シ ー ル と ゴ ム の 聞 に は 少 な く と も 2 lJ s以 上 の F ー ( P E 、 C R 、

E  P T ) を介在させる。

④ - 3  C  R 、 E F T は 不 定 形 シ ー ル 材 製 造 所 の 認 定 す る ゴ ム 材 質 で あ

る こ と を 確 認 す る 。

⑤発泡材での風圧支持を考慮、する場合は、上記に割高じたデータを提出し計

ｾする 。

⑤ シ ー J レ 未 硬 化 時 の 風 に よ る 硝 子 の 動 き を 、 シ ー J レ に 悪 影 響 な き ょ う 配 慮

す る 。 様 単 と し て 硝 子 の パ y カ 一 等 の 寸 法 、 材 質 は P/ I 0 - P/ 8  ( P 設 計

風圧) におしFて Q.I Wg s s 以 上 の 変 形 の な い 程 度 で あ る こ と が 望 ま し い 。

来瞬間最大風速15m/s 、JO分間平均10m/s ( 地上10m)相当

⑦ 複 層 硝 子 は エ y ジプロテクター付きとし、硝子耳障深さは 25mm以上とし、

シ ー ル は プ ロ テ ク タ ー に 被 さ っ て は な ら な い 。

③ 外 側 シ ー ル の 硝 子 被 精1RIJ は Wg s s/ 4 mm 

だけ外側IJ へ 厚 く す る の を 標 単 と す る .

こ の 高 さ は Dg に 含 ま な い .

e  地 震 に よ る 居 間 変 位& に 対 す る 白 地

幅 等 の チ ヱ ツ ク

① A は 特 記 な き 限 り 鋼 櫛 造 H/120、 R C  

造 H /300、 S R C造 H/ 200。

た だ し H = 階 高

でE静岡室内

② P C板、 CRC 、アノレキャスト、金属ユニ y トパネノレ等面内剛性の大きい外

装 材 は 層 間 変 伎 を 原 則 と し て ロ γ キ ン グ 方 式 、 ま た は ス ラ イ ド 方 式 に て

変 形 吸 収 す る デ ィ テ ー ル と し 、 不 定 形 シ ー ル 幅 は 下 記 の 計 算 に よ り Wk

を 算 出 し 、 熱 膨 張 収 縮 に よ る Wc t 、 Ws ， Ws s等 と 比 較 し 、 大 き い 方 の 寸

法 と す る 。

③ 硝 子 に 関 し て は 硝 子 と サ y シ ュ の 設 計

ク リ ア ラ ン ス E C を事置イ呆し、 シーノレ申E

に つ い て は 原 則 と し て と く に 考 慮 し な

く て も よ い .

玄C 孟 C，+ ヱE g

C，=一 一企 一 一 一

2  ( 1 +者)

被 l

o ' =実 効 層 間 変 位 策 2

日 'J"
」一一一一一一」

W 

C ，友布平均クリアラン ス

C，・上下 H  

C，孟 C ，とする.

ガ ラ ス 切 断 誤 差 + サ ッシュ 内 法 誤 差

Z  E g = 2  

減 l 一般に、 6' =合× ι 腰および垂れ壁の剛性が. . ， " シュ ょっ大きいとき 6 ' = 6  

滋 2 ff ラス切断獄差は: t + ι かつ土 2. 0以上 ( または硝子製造者向保証値)

注) ガラス骸め込みのための寸法についても四 'L Egを加える 。ガラスセ ット誤差は: t 1  mm以

内になるよう管理する . 6 の層間変位時に硝子の破IJI は防〈・もめとする .

④シーノレの短期併容変位 ε k =  2 ε  

圧 紛 引 張 ε k =  2 ε  明 断 ε k s =  4 ε  

注) 6 の変位的場合、シールの損傷は貯容するものとする.

⑤ Wk 計 算

⑤ - 1  短 期 明 断 シ ー ル 幅 Wk s  

/ o ' ， E ，+ E，' 

Wk s 孟 1. 2¥/ ，_  _ ，.  + 一一一一一一 + E，
v  (  1  +  2 ε ) ' - l '  2  

⑤ - 2  短 期 圧 縮 引 張 シ ー J レ幅 Wk c  
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=ZOWK  

←L - J  

A  

O '  E ，+ E，'  - r - - IWkct  

Wk c t 孟一一一+ 一二一一二一 + E ， 土 t (> - - ! . . 一一一一一ι

2ε 2  _ 1一一 一

本 目 地 の 設 計 を 行 う と き は シ ー ル お よ び パ ッカ ー よ り の 変 位 迷 皮 の 大

き い 場 合 の 反 力 を 、 外 装 材 お よ び そ の 取 り 付 け 部 の 強 度 に 考 慮 す る 。

目地圧縮反カ (ー J Ot l ※
¥シ¥ールPc k¥g/¥ 耐

反力による変形 逃反げ力になよし る変形

逃げあり

S  2  10 15 

MS 2  13 20 

P S 2  25 40 

U  2  20 35 

! I 円;H

ヨ匝低温時および長期の硬化後を考慮

P C板 等 の ス ラ イ ド 方 式 の 建 物 隅 角 縦 白 地 シ ー ル 反 カ

Pcd '  H  

d : 白地深さ cm 圧 縮 時 合 力 F c = 一一

τ
一一 kg

引 9長時合力 Pcd - H  

ｆｴ ］ｾ 一 ｫｧ

f  . パ ッ カ ー ・ 寸 法 ・ 形 状

① コ ン ク リ ー ト 打 ち 継 ぎ 目 地 、 躯 体 打 ち 込 み タ イ ノ レ 、 後 貼 り タ 1 ) レの目 I也

の よ う に 動 き の 非 常 に 少 な い も の は コ ー キ ン グ と 考 え 、 係 貝 と 協 磯 し て

三 面 接 箔 と し て も よ い 。

② 一 般 シ ー ル パ γ カ ー は 6/α は 0. 5以 上 か つ 孟 D 程度とし、 l  

目 地 幅 に 対 し 2 0 %程 度 圧 縮 し て 用 い る 。 発 泡 倍 率 は 30 ｲ ｾ＠
I  V/.ん句、11 a  

倍程度とする。 WI 協沼λ!

③ 0. 5以 下 の も の は 転 倒 し な い よ う 糊 付 き 等 と す る が 、 こ ← 「ーァァ

b

の場合はポンドブレーカーをパ ッカ ー の シ ー ル 面 側 に 貼

りつける.

④ 純 抑 断 固 地 以 外 、 ポ ン ド プ レ ー カ ー の み は 原 則 と し て 偲 め な い 。

⑤ 白 地 底 の ピ ス 頭 等 の 突 出 に 注 意 し 、 皿 ビ ス ( 強 度 考 慮 ) を 用 い る か 、 パ

ッカ ー を 切 断 し て 、 ポ ン ド プ レ ー カ ー で 橋 架 け す る 。

⑥コンクリート、 A L C等 被 渚 面 の 引 張 強 度 お よ び 被 着 強 度 の 信 頼 性 の 低

い 部 材 に は 丸 型 パ ッ カ ー を 用 い る 。

⑦ 熱 膨 張 収 縮 に 対 し て は 、 圧 縮 引 張 白 地 は 丸 型 パ ッ カ ー が 望 ま し い 。 明 断

シールは角型で可。

③風圧をシーノレて
e

支 持 す る 。 ガ ラ ス シ ー ル の パ ッ カ ー は 角 型 と し 、 架 橋 度

の 高 い F - P E で 14倍発泡程度のものを用いる。

/メu裂のパ ッカ ー の と き は シ ー J レの最も少ない D gの寸法て・D g/ Wg! ? ;
¥ 

10 . 8以 上 と す る 。 ま た は シ ー ル に よ ら ず 、 ガ ラ ス パ ッカ ー で 風 庄 支 持 |

¥とする。 J

g . 被 着 面 お よ びF付 近 の 形 状 ( 解脱参照)

|4  現寸図のチェック、およびシール図、要領図 |

外 義 関 係 者 は シ ー ル 関 係 の 現 寸 図 等 の チ ェ ッ クを行い、目地貫主計基単を

標 単 と し て 、 互 い に 目 地 設 計 の 鯛 益 確 認 . を 行 う 。 原 則 と し て 、 外 装 関 係 図

に 各 断 面 、 小 口 断 面 、 交 差 部 見 取 図 等 を 加 え 、 シ ー ル す る す べ て の 場 所 を

図 上 確 認 し 、 シ ー ル 計 算 、 仕 様 を 記 入 し 、 施 工 要 領 舎 と も 述 名 綴 印 の 上 、

提出し承認を得る。

部 材 の 製 作 、 取 付 、 施 工 誤 差 は 本 設 計 基 調 書 値 と 盤 合 す る こ と 。

5  ，施 工 喋 者一- 11/ 1

i 材料斌験一一略

7  . 現場温湿度管理および計測一一略

8  . 施工検査一一 略

9  . 保鉦等一一略

良 心 的 な 方 面 工 が で き る よ う 、 各 項 目 に つ い て 特 記 ま た は 標 準 仕 様 で 適 切

な 指 示 を 与 え る こ と も 設 計 、 仕 様 の う ち で あ る が 、 今 回 は 与 え ら れ た 紙 数

も 越 え て お り 、 施 工 の 部 と も 震 後 す る の で 、 省 略 さ せ て い た だ い た 。 な お

こ の 特 記 は 外 装 工 事 ( カ ー テ ン ウ オ ー ル 、 建 具 、 ガ ラ ス 、 石 、 タ イ ル ) 害 事

と 関 連 づ け ら れ て い る こ と を 附 記 し て お く 。

( ちぱ はるみ 抹式会社日建設計大阪本社技術主査)



設計上の留意点・

-表面処理、塗装の段計、 仕様時の注意

世 珊 体 密 画 材 ｴｾ＠ 軒 名 判 定 理 由
芭

意

①常金属乾薗量科 様

オイ' "
A  盆膜の耐久性が: _ . ，，- } レより低い . 時 : L  < な い が や む を 押 な い と き は 白 地 を 動 か さ な い デ ィ テ ルとし、

合 直 樹 脂 開 告 ι  . i 脅 掃 用 情 剤 ‘ プ ラ イ マ ー に よ る . 目 地 幅 金 大 き 目 に と る こ と . ( 棺正酷 E 曙 車}

ニ ト ロ セ ル ロ ースラ. ，均一 ι  ー 量 面 的 措 瞬、 プ ラ イ マ ー へ の 椿 出 .

向 上 ク リ ア ー A  

椿 剤 型 塩 ピ 品 ー 撞 植 が 輔 い . 構 着 力 が 輔 い . . F E 町 よ う な 自 問量 合 乾 坤 量 科 は 1 ヵ 月 以 上 舵 惜 さ せ る と や や よ い.

7 タ ル 薗 。 ー テ ー プ テ ス ト 、 ゴ パ ン 目 テ ス ト 書.

塩 化 ゴ ム 。

常 乾 ア タ リ ル 。 - 院 で軟 化. 酷 E 蝿 時円 動 き で 軟 化 し た 量 軒 が 動 か さ れ る . 低 温 で ぜ い プ ラ イ 守 一 向 2 度 量 り 専 の 対 情 .

グ ラ 7 . ，. イトベイント A C 。 4ヒ. 量韓仕掛『特記必要なも向あｾＮ

J  I  S 防 聞 ベ イ ン ト 4  • Y ー リ ン グ 町 中 町 可 飽 酬 の 格 行 に よ る 軟 化 ' - 適 合 ブ ラ イ 守 ー の 量 定 .

抽 ワ ユ ス x  

② 金 属 面 ア タ リ J レ ウ レ タ ン 。 上 配 的 欠 陥 が な い .

反 応 硬 化 撞 軒 ウ レ タ ン 。 撞 髄 仕 掛 特 配 40μ - 1∞μ 椙 度.

エポキｾ ( 防 同 } 。

③ 金 属 面 〆 ラ ミ ン 。 向 上 量 聾 仕 槽 特 記

地 付 撞 軒
ア ク リ J レ 。 最 怯 2 コート、 2 ベ - 7 40μ 以 上

ウ レ タ ン 合 耐 久 世 大 普 通 3 コ - f ， 2 ベ ー タ 60μ 以 上

開 講 樹 脂 。 - シ ー ル 瞳 靖 世 に 睦 腫 来 . デ ー タ ー は 一 応 冒 丁 一 テ ス ト 陣正鼎膨引川: を JIJ ぃtι ぱ 合 同 可 能 刊 .

⑥ 耐 慣 性 圃 ウ エ ザ コ ト 晶 理 。 同 び の 量 生 . プ レ パ レ ン を 用 い ず 、 シ J レ を 盈 科 的 に 用 い る .

向 上 プ レ パ レ ン 撞 輯 A  特 別 に 闘 い 量 軒. 開r . F 向島生. ( 量 聾 橿 別 性 能 に 閉 じ ) で き る 眠 り ② ③ に す る .

撞 聾 仕 上 一 特 配

⑤，れ ー ロ ー 圃 帳 。
シ リ コ ー ン シ ー ル と と 〈 に 適 合 "

⑥ 車岨 圃 幅 無 品 理 ι  亙 崎 町 嘩 瞳 作 用 は 車 柏 町 同 化.

ボ ン デ ラ イ ズ 島 理 。 ポ ン テ ' 亜 舶 圃 岨 帯 を 用 い る .

カ ラ ー 酷 幅 ア タ リ ル 組 付 。

}  >>:  ｾ［ＭＭ時用 なシ リ コ ー ン ポ リ エ ス テ ル 。

弗 曹 樹 脂 。

ビ ニ ー ル 蝿 帳 V E  品 ① に 閉 じ . 量 合 置 は や や 高 い .

② ア ル ミ 陽 極 雌 化 E D量 豊 。

確 瞳 ア ル マ イ ト 。 金 属 塩 封 孔 全 行 わ 白 と 耐 久 性 低 下.

碍 酷 ア ル マ イ ト 。 ア タ リ ル ク リ ア ー を 量 る 場 合 も ク リ ア ー の 檀 珊 性 、 耐 久 性 低 い . 十 分 な 棉 と う ホ 封 孔 金 持 う .

1 式 電 解 売 色 。 晶 置 要 『 眠 量 ク リ ア ー は ア ク リ ル ウ レ タ ン . 8  :  1 .  

2 止 電 解 売 色 。 → 特 記

⑧ 企 属 帯 地 s  u  S  316 。 N; 、 C r I ま 不 括 性 で 植 晴 し に 〈 い. 費国技! t J . 糟掃に注意. 抽醐' ) .

S U S 3 0 4  。 『 眠揖

S U S 3 4 0  。

世 嗣 { 再 ち ゅ う ) 。 型 画 が 融 化 し や す い . S  2 で も 酬 に 層 い も 的 あ ') . 費 面 は 掴 い て プ ラ イ マ ー す る .

丹 闘 。 ;，，; - J レにより闘世面に傭r . F の量生するも円あ ') . 『 賦 輸

醐 。

"  
< ! l l = > ンタリート帯地 現 場 打 コ ン タ リ ト 。 到 仲雌 明動l 並 置 . 抽 聞 、 松 脂 晶 . 灯 油 量 抽 . パ ラ ヲ ィ ン 品 不 可. メ タ ル パ ネ ル 、 合 血 樹 脂 植岨 ，<ネ J レ時を用いて、 離 出 鼻l を1 ! 1 ! 用しない .

( P C 、 G R C 、 石 柿 材 } P C コ ン ク リ ー ト 。 一 時 配

輔 副 嗣 同 大量 付 珊 も コ ン ク リ ー ト 肉 強 度 を 3 0 %低 下 . 慣用する場合は、鼻面活性削Ｈ高岨脂町酸系Ｉを用いＮでｾるだけ ｃ 夕食

石 陣 甑 岨 。 本 骨 会 合 み や す い . 出 布 L ， 木 揖 揮 に て よ り よ 〈 挽 い 推 す よ う 指 示.

コ ン ク リ ー ト 木 骨 を 含 み 、 ア ル カ リ 性 高 い. 『 特 配

硬 化 担 理 。 含 水 車 8 %以 下 . p H 9 以 下 で 施 工 を 掲 示 . 桂 弗 化 金 属 博 植 に よ る 唖 化 晶 理 は . 反 応 生 血 抽 を ベ ー パ ー で 良 〈 帯 と す .

向 上 目 地 部 『 特 配

エ ポ キ シ コ ー テ ン グ 。 シ - J レ甚 よ り 向 ア タ .， ク 防 止 .

同 上 シ リ コ ー ン 描 水 晶 理 。 量 科 に よ q 個 4 に テ ス ト 聾.

含 檀 佳 防 丙 撞 軒 。

"  
塗 軒 両 組 鹿 不 明 の も の あ り → テ ス ト

。 現 場 コ ン タ リ ト 常 乾 量 軒 。 現 場 耽 付 は 自 地 師 は 量 軒 町 密 着 世 が 低 い 何 で 、 需 地 に 直 槽 シ ル す る 町

石 綿 材 が 良 い .

現 場 血 輯 反 応 硬 化 車 料 。 し た が っ て 哩 〉 に 同 じ . 目 地 よ 町 量 豊 は 皿 刷 不 可 だ が . 行 う と き は 方 法 を 梓 配 . ー 保 証 間 保 住 宜

({j) P C コ ン タ リ ト 明曾乾量軒 。 向 上

石 綿 材 韓 付

工 場 血 組 反 応 硬 化 撞 軒 。 誼 闘 が 姐 い の で 、 血 輯 上 に シ ー ル 可.

⑫ A  L C  常 乾 撞 料 。 母 材 が 輔 〈 、 唖 収 し や す い . 唖 木 す る と 輔 〈 な る . 晴 害. 現 場 搬 入 剛 に 樹 木 型 A L C の シ ル → テ ス ト

砲 カ ル1& 工 場 で プ ラ イ 守 一 品 理 を 行 う こ と を 神 宮 己 . 目 地 上 畠 輯 ⑪ に 閉 じ .

プ ラ イ マ ー の 檀胡 注 意 ー テ ス ト

反 応 硬 化 創 プ ラ イ マ ー が 望 ま し い .

⑬ 石 材 直 貼 花 岡 石 〈 岨 水 車 1 %) 。 般 に 石 貼 は 甚 ト ロ や コ ン ク リ ト 的 水 分 町 艶 散 が 通 〈 、 園 地 都 町 ホ - 世 来 ト ロ 柏 崎 工 法 的 場 合 は 、 エ キ ス パ ン シ E ン 伺 み シ ル と し 、 地 は

高 ト ロ 工 法 升 p Hが 高 〈 、 シ ー ル 付 着 不 利 . モ ル タ ル 園 地 と す る .

P  cr r ち. " . ' " 施工櫨も白地を密封するので、高 ｩ ａＮｾ にコ ンクリート 中町水分やホ稿 - ト ロ 柏 崎町 場 合 で も 防 車 、 酎聾 上 金 目 地 シ ー ル 町 方 が 盟 ま し い が 、 そ

慌 が 、 高p Hホ と し て シ ー ル直 よ り ア タ ッ ク す る . 的 場 合 は 『 ド レ イ ン 工 法J と す る .

P C 的 場 合 は . 石 目 地 を P C 目 地 中 空 層 へ 槽 視 を 宥 噂 す る .

ー 石 置 の木骨が園地周辺に 集まり 湿っむらが隻〈組〈ことあｾ .  - シ リ コ ー ン シ ー ル 揖 車 時 措

持 ｉｾ ド レ イ ン 工 法 石 質 密 な も の を 選 ぶ . 吸 水 車 両 大 き い も の は 汚 れ や す い . 白 い も 町 も

シ リ コ ー ン シ ー ル 帥 丙量 軒 目立つＮ聖面金庫ｾ仕上げとすると汚れを帯としやすいＮホまたはト

プ ラ イ マ ー 2 固 撞 ルエンふｾＮシール費面は防丙撞科撞も考えるＮ

堪 断 性 的 高 い プ ラ イ 守 一 大ｾ河障担視により必ずしも貴生しないがＮ十 ｉｉｾＨＨＮｊ な改 ｦｬ が匂ｻまれる Ｎ

• ー 唖 水 性 . 置 面 的 祖 面 仕 上 げ. 耐久世を楠牲にして丙れを防ｾたい場合は、 ｐ S  2 暗 に す る .  

大 理 石 ( 唖 木 車 5 - 6 % )  。 ー透 木 性 、 遺 貫 性 が 比 較 的 よ 仁 上 配 円 問 圃 は 9 な い.

• ー 時 礼 的 問 眉 は よ F】多』、.  ー ホ 明 を 肱 け . 平 面 的 問 ホ を 切 る こ と .

⑬ 石 村 舵 式 工 法 花 岡 石 。 - 上 配 向 問 題 は な い. - 円 礼 的問 圃 は 閉 じ.

• 
@ タ ィ J " lUi

施 軸 植 器 タ イ ル 。 ー タ イ ル 田 町 吋 璃 は 良 い が 、 目 地 部 お よ び 防 水 の た め タ イ ル と 下 地 に ま

打 ち 込 み 拓 器 。 た が っ て の シ ー ル は ‘ タ イ ル 円高 に 木町 掴 ワ や す い こ と も あ り 、 O と

同 」 ニ 目 地
ほ ほ 閉 じ 問 圃.  

• ー白 地 師 向 汚 れ . 目 立 ち や す い . ー耐久 世 よ り 、 汚 札 防 止 の 場 合 は 、 P S 2 揮 に す る .

『 シ ー ル 防 丙 撞 科

情 軸 タ イ ル 。 Ｍ木切ｾ肱け、平面同時木を切ること Ｎ

タ イ ル 面 • ー 丙 れ や す い . でaき る だ け 地 軸 と す る .  

目2也 。 描 軸 に 同 じ .

⑬ f ラ ス 。 .  P  S  2 は ガ ラ ス 直 面 よ り の 紫 外 帽 に よ り 界 面 制 離 し や す い .

。 臨 惟 聞 聾 工 法 は シ ー ル の み で . 風 圧 負 荷 を 畳 け る . 聞 聾 工 法 は 、 一 時 配 - 世 能 的に 必 ず シ リ コ ー ン に す る .

す る . ーシ リ コ ー ン も 2 植 製 で な い と 世 能 的 に 白 地 帽 不 且 す る .

。 プ ラ ス チ . ， ク ス F R P  。 えf ラ ス 蝿 植 に よ ワ 補 強 さ 札 て い る .

ｾ必 ａ ア タ リ J v 品 合 成 樹 脂 . ゴ ム は 主 成 骨 の ほ か に 可 出 削 . 安 定 剤 帯 が 多 〈 含 ま れ . 紐 時 で き る 陣 。 シ ー ん な し ー ま た は 定 時 シ ー ル 工 法 と し ‘ 不 定 時 シ ー ル を 刷

ポ リ カ ー ポ ネ ー ト A  的 に 植 到底位下 す る こ と が 多 い . い る 場 合 も 必 ず 暗 断 排 水 晶 理 を 考 慮 す る .

硬 質 堪 ピ 4  ま た 舟 鳥 島 曙 車 は 非 常 に 大 き 〈 、 寸 法 安 定 性 も 畢 い も の が 多 い . ア ル ミ 向

ｾｾ‘＠ ×  2  - 6  f膏. 量 堕 な も の は 、 プ ラ ス チ y ク ス ノ ーカー， Y ール〆ーヵーに冊. u l L . 酎

シ ー ル 削 に 可 盤 如l 帯 が プ リ ー ド す る 場 合 あ り . 久 平 院 を 崎 必 す る . ー テ ス ト

⑬ :，.; - J レ打ち醐" . 各 シ ル A  y  ル亨r < ， 幽 " . 曹 に よ る も 、 原 則 と し て 時 ま し 〈 な い . 確 臨 民 監 必 要. 般に不可と曾われるも何でも晴晴. 良いと. I ! ! . うもの不

干 ｔ ち雌ｾ的多〈なる ｹ ール殴肘は不可 Ｎ 可 に な る .

。 ア ス 7 . ，. ルト ア ス 7 .，. J レト x  

ゴ ム ア ス フ ァ J レト x  

ア λ 7 7 J レ ト 含 nt x  

ウ レ タ ン

温

m
Y

 

2

 

y

 

圃聞

い

み

た

向

的

可
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や

不

問

A
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し
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い

岨

岬
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時

や
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。

調健 常 乾 血 軒 町 場 合 . 金 属 は 鋼 材 が 多 い と 且h れるが、

舶 臨 蝿 車 がア ル ミ 円 + で あ ワ . 計算 怯 由 せ ず 口 地 岨 金 常

圃 的 に 定 的 た 場 合 . 鞘 晶 と し て 酔 容 量 也 串 を 比 棺 的 批 〈

と 勺 て い る ニ と に な る 町 で . 割 合 耐 久 世 が 高
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施 工 上 の 留 意 点 と そ の 対 策
図ー 1

シーリング防水工事のフロー

松 本 洋 一 ・ 小 野 正

ｾ＠ 1  はじめに

油性コーキング材に始まったわが国のシーリング防水は、 20数年

の歴史を経た。その問、種々のポリマーを主成分としたシーリング

材が出現し 、逐次改良が加えられ、品質の向上が計られた。

しかしながら、外壁に使用したシーリング材の故障の発生を完全

に防止することはできず、今でも幾多の漏水事故を見受ける 。 その

原因( 背景) としては、つぎの 2 点が指摘できる 。

i ) 設計 . 高 性 能 ( ?  ) のシーリング材の出現によって、外壁の目

地の雨仕舞を優位に解決したものと解釈し、そのディテールの検討

が不足した。その結果、シーリング材が呈するわずかな故障が雨水

の渋入口となり、致命的な現象となって現れる。

日) 材料・施工: シーリンク子オの品質向上に伴って、各種目地の隙

聞には、シーリング材を充てんしさえすれば雨水の浸入は防止でき

るとの安易な認識が先行し、材料の性能評価や施工技術の研鍛が不

十分で・あ った。

本稿は、シーリング材の故障を未然に防止するためには、施工段

階でどのような点に留意すべきかを最近の知見も含めて述べるもの

である 。

ｾ＠ 2  シ ー リ ン グ 防 水 工 事 の フ ロ ー

シーリング防水工事の基本的なフローを示せば、 図 - 1 のとおり

である 。

ｾ＠ 3  施 工 前 の 確 認

3. 1  目地の形状・寸法の確認

白地の形状 ・寸法について、白地設計が適切であるか否かを再確

認する必要がある。そのポイントは、目地のムーブメン卜、目地幅、

使用予定のシーリング材の許容伸縮率の三者の関係が適切であるこ

と、形状係数や耐候性などの関連で目地深さが適切であること、お

よび作業性やスランプ現象などの関連で最大 ・最小目地寸法内に納

まって いることの 3 点である 。 その要点のみを記述すれば以下のと

おりである 。

目j也幅は、白地のムープメントとシーリング材の長期許容伸縮率

および目地中高の許容差から決まるものであり、次式を満足するか否

かでチェックできる。

d. L  

W二三一一X IOO+t

ε  

メタルムL，= α X d. T XL X( l - K)  

P  C  AL 2 = h×」ーX (  1  - K )  

300 

w: 目地幅 (mm)

ε . シーリング材の許容仰紛率( %)

t  : 白地幅の許容差 (mm)

6 L : 目I也のムープメント (mm)

a  . 部材の熱膨脹係数 V ' C)

6 T : 部材の年間推定温度差 ( ' C)

L ・目地問距離、部材長さ (mm)

K  拘束係数

6L .  : 法度ムーブメント ( mm) h  ・階悶 (mm)

6 L，: /音問変位ムープメント (mm) 1/ 3∞ 設計上の層間変位

上式を満足しない場合には、許容伸縮率の大きなシーリ ング材に

変更するか、あるいは、目地幅を大きくするなどの設計変更を行う
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必要がある。

目地帽のチェ ックが済んだ段階で、つぎに目地深さをチェ ックす

る。 目地幅 W' こ対する深さ Dの比を形状係数 D/ Wで表示している

が、この値で深さの適正な寸法を決定しており、一般には ＱＯＲｾ

ｄ Ｏ ｗｾ＠ 1 の範囲で設定する 。

一方、以上の目地幅と深さの検討が終了してから、粘度の大きい

シーリング材を充てんする目地寸法として適切であるか否かを見直

す必要がある 。 目地幅が狭すぎると確実に充てんすることが難しく

なり、広すぎると充てん・仕上げの作業が困難なばかりではなく、

スランプ現象を呈することにもなる 。 したがって、ムープメントお

よび形状係数の条件を満たすことをチェ ックした上で、さらに表ー

1 に示す最大 ・最小白地寸法内に納まるようにしなければならない。

褒ー1 最大 ・最小目地寸法

目 I也 寸 法 ( mm)  

シーリング材の極類 最 大 目 地 最 小 白 地

幅 × 深 さ 幅 × 深 さ

シ リ コ ー ン 系 40 X  20 IOX IO ( 5 X 5 )  

変成o / 1) コ ー ン 系 40 X  20 10X IO ( 5 X 5 )  

ポリサルファイド系 40 X  20 10X  10 (  6  X  6  )  

ポ リ ウ レ タ ン 系 40 X  20 10X 10 

ア ク J レ 系 20 X  15 10X IO 

s  B  R  系 20 X  15 10X  10 

プ チ Jレ ゴ ム 系 20 X  15 10X 10 

t由 性 系 20 X  15 10XI O 

注 (  ) 内向1直はグレイジング的場合の寸法を示したものである .

3. 2  排水経路の確認

カーテンウオールの雨仕舞は、シーリング材に頼っているのが実

情であるが、シーリング材は、いずれは破壊し、そこから雨水が授

入するとの観点に立って二次シーリング材や排水機構の設置を実施

していることが多い。

この排水機構を施したカーテンウオールのチェ ック ポイントを示

せば以下のとおりである 。

1  ) 浸入した雨水は重力によってキャッチパンに集められ、排水パ

イプによって排水口より排出されるが、この間にメタルタ ッチなど

のような毛細管作用が働〈箇所があってはならない。

2  ) 耐火材が水みちと接していたり、耐火材や断熱材などが落下し



て排水を阻止する こ とがあ ってはならない 。

3  ) 集められる雨水の量とキ ャッ チパン の容量お よび排 水パ イプの

径は適正でなければならない。

4  ) 排 水 されるまでいの水みちは 、透視図などの作 製で分かりやすく

図 解 し、十分に 理解 す る とともに 、工場シ ー ルと 現場シ ー ルの区分

を行い、工場シールを必要とする部位のシー リングは確実に実施 し

なければならない 。 また、水みちはできる限りシ ンフ・ル な 機 構に な

るように努める 。

3. 3  施工の難易の確認

シーリ ング防水工事は、清掃、 プ ライマー塗布、シーリング材の

充てん ・仕上げなどの作業を硲実に行 ってはじめて所要の性能 が 得

られるものである 。

これ らの作業が難しければ、 シーリング防水の機能は十分発揮で

きない 。 したが って、事前に十分な施工ができるか否かを検討すべ

きであり、そのポイ ン トを示せば以 下のとおりである 。

1  ) ゴンドラ作業のシーリング工事であるのに手の届か ないあ るい

は届いても余裕のない箇所への施工では 、施工が困難なばかりでは

なく危険が伴う 。 また、故障を起こした際の補修工事も難しくなる 。

2  ) マリオ ンや ゴ ン ドラレールあるいは入り組んだ箇所の目 地 のよ

うに複雑に交差する箇所ではシーリ ン グ材の充てんや仕 上 げ が 不 備

になりやすいために “単 純 な 目 地" である こ とが望まれる 。

3.  4  接 着性 の 確認

耐久性がいかに優れていたとしても、シーリング材の第ーの使命

である接着性を満足しなければ建築用シーリ ング材 と し て は 失 格 で

ある 。シ ー リング材 の接活性は、プライマーに依存しているが、プ

ライマーの選択の誤りや施工ょ の管理の不備が接着破壊という故障

を多くしていると 言 える 。

プライマーの選定に当た っては、メーカーの指示を受けた後、実

際に使用する部材を用いて J 1  S  A  5758に基づ く試験を行い 、接

活性の事前検討を行 うべ きである 。

なお 、種々 の理由によ って 、 J 1  S 試験ができない場合には 、実

際の部材あるいは意匠見本などを被着体として接着性を確認するか、

もし くは シー リング工事中の切り取り検査などの接着性に着目した

工事管理を強化する必要がある 。

シー リング材の接着に絡む 阻害因子とその対策を整理 して示せ ば

表- 2 接着性の阻害因子とその対策

按 渚 性 阻 害 因 子 対 策

- 部材製作時およ び製作 ー低含水率 (誘電率式水分計で 8 %以下) の状

水 分

-後の自由水 態で施工する よう管理を強化する か、も しく

降雨水 は商含水率でも、接着するプライ 7 ーを選択

結露水 する .

油、 封孔幼責1) サンダ一、サンドペーパー、スコy チプ7 イ

付 渚 物 Ｍ 各種 Ｗ ィルムの粘耳 ｾ ｾＩ ト(商品名 ) 、有機溶剤などを用いて丁寧に除

.  Ｚｉｾ枠の雛虫剤 去する 。

脆 弱 層

- レイタンス 脆弱層の除去や高強度化を図 る。

ＧＮ ｦＱｾ強度の素材 .  f!¥; モデュラスの y ーリング材を選択す る.

有機溶剤

- ゴム、プラス チックの - 影響の少ない消掃用溶剤やプライ マー を選択

溶解 ・膨澗 する 。

- 耐光性の良好なプライ マー を選択 し、かつ納

まりを工夫する 。

太陽光線 - 紫外線

- d 
外側の y ーリング材に

傾斜をつける 。

- 接活面績が少ない - 設計上の納まりを工夫して 、大き な接着面積

構法( 設計)

- 集車E被着材でプライマ をJ量れるようにする。

ーの後り分け不可 Ｎ ｾ極被務付に対して効果のあ る 共 通 プ ラ イ マ

ーを選択する .

表 - 2 のと お りであり 、事 前 検討 の 段階 で、これ らの 阻害 因子 に 対

処 しなけ れば なら ない。

3. 5  シーリング材同士の接着性の確認

異 種 シーリ ング材 の打ち 継 ぎ は、 本 来望 まし くない が 、工場 シー

ル と現場 シー ルあ るいは補修工事 において、やむを得ず行うことが

多い 。 また最近 では 、同一 壁面にお いて も、 シーリ ング材 の特 性 を

活か す との考え方に基づいて、 部位 別 に 使 い分けること が 多 くな っ

てい るた めに異種シー リング材 の打 ち継ぎは 多 くなる傾向 にあ る。

このよう な 打ち継ぎについては、種類の検討、施工手順 の確 認 、

プライ マーの選択 、打 ち継ぎ間隔等を慎重に行う 必要があ り、メ ー

カー との打ち合わせ 後 、 シーリング材相E の接着 性 を 笑 験的 に 確認

するこ とが望ましい。 シー リング材 の打 ち継ぎの可否 の 目安 を 示せ

ば表 - 3 のとおりであ る。

表- 3 各種シーリング材の打ち継ぎ一覧表 ( 目安)

託ご! :

1由 水ア 水S プ ポウ ポフ ンン ンン

変成コ|  

ク

B  チ

レ リァ リ1 リ2

タ サイ コ液 コ液 ン‘ /、

性 性ノレ 性 R j レ リン /レド

I由 性
。

×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  

水 性 ア ク リ ル
。。。。

ム ム A  6  A  

水 性 S B  R  
。。。。

ム 6  ×  ×  ×  

プ チ ノレ 。
ム

。。
6  ×  ×  ×  ×  

ポ リウ レ タ ン
。

A  ×  X  
。

A  ム ム ム

ポリサノレファ イ ド
。。。。。。

ム
。。

シ リコー ン 1 液
。

×  ×  ×  ×  ×  
。。。

ン リコー ン 2 液
。

×  ×  ×  ×  ×  
。。。

変成 シ リコー ン
。

×  ×  ×  ×  6  
。。。

0 = 可. 6 =施工不能ではない. x =不可.

3.  6  汚 染 の 有 無 の 確 認

シー リング材 に起因す る目 地 周辺 の 汚 染 ( 目地周辺が薄黒〈汚れ

る) や シ ー リン グ材自身の汚れ ( シー リング材表面の 汚れ ) あ るい

は、冨Ij 資材に よるシーリング材の変質 ( 変 総色 、軟化 、接着破壊)

などがしばしば問題にな ってお り、 これらをまとめると 表 - 4 のと

おりである 。

事前検討の場て¥この種の汚染の心 配がある場合には汚染 しない

シー リング材に変更するか、もしくはシーリング材表面の塗装やシ

ー リング材と副資材 聞の絶縁などの対策を講じなければならない 。

また 、マ スキングテープの粘着材 が被着体に残存 して汚染する こ

ともあるので留意しなければならない 。

表- 4 各種汚染の概要

汚 染 現 象 汚 染 原 因 対象となる 主なシーリ ング材

シー リング材

!!&挨の付渚

シリコー ン、変成シリコー ン

シーリ ング材 表面の汚れ ウレタ ンなど

自身の汚れ シー リング材 微生物の繁殖

シリコー ンなど

の汚れ ( かぴ)

白地周辺の赤 呈色反応 ( フェ

ポリサ J レファ イ ドなど

宇品色の汚れ ノール鮒股 )

目地周辺の汚 シーリ ング材の

染 白地周辺の薄 成分の移行 (低 シリコー ン、油性コーキ ング

黒い汚れ 分子量シリコ ー キオーなど

ン、オイル)

シ リング材

シーリ ング材 回l資材 ( ゴム )

の変質

の軟化、変鎚 の 可 塑 ｾＩや加硫 シリコ ーン など

色、接着磁波 促進剤lの移行

ｾ＠ 4  施 工 中 の 留 意 点

4. 1  シーリング材の種類別の留意 点

シーリング材の材質や形態などの特性によ って使い方が異な る。

シー リング材を使用する際に注意しなければならないポイントを材

質別にまとめると 表ー 5 のとおりであり、シーリング工事では、こ

れらを十分に理解し、工事後の故障を絶無にする よ うな適切 な使 い

方に活す こ とを 心 がける必要がある 。
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表 - 5 使用に際しての材質別の留意点

材シの材リン質グ タ イ プ 留 意
占

低
- 硬化にンプ多すくのる時も間のがを要あする。る. ・貯蔵安定性に欠けるものがある。

そ

- スラ ・接着性に一部問題のあるものが
デ

ユ

- 肉やせの大きいものがある. ある。

ラ

l 成 3ζ - 汚れに留意する必要がある.

分形
高

- 反応畠I j 生成物の酢が酸発生が金す属る。を腐・汚食すれにることがある。

シリコーン

モ

- 湿潤環境でカピ 留意する必要がある。
デ

ラ

- 刺激臭を放つものがある 。 - 接着性に一部問題のあるものが

ス ある。

2成分形

- 硬化剤lの貯硬蔵化安が定不住十があまり好ましくない。

- 高温時の 分になりやすい。 ・汚れに留意する必要

' 1昆練時の巻込み気泡に注意を要する。 がある .

- ガフスに対する接着に問題のあるものがある 。

変成

2成分形

-タ ック7 タイムが比較的短い。

シリコーン - 硬化後、若干タ ックが残る 。

- 笑績の少ないものがある .

ポリサル

- アルカリ成分が存在にすよると呈多色く反の応を不すものがある 。

2成分形 - プライ 7 ーの使用 って 建築材料に接着が可能である 。

ファイド

' 1昆練時の巻込み気泡に注意を要する 。

- 貯蔵化安が定比性較に欠ける 。
- 接着に一部問題がある 。

1成分形 - 硬 的遅い. - 耐熱性に問題がある 。

- タ y クが残る 。

ウ レ タ ン - 環境条件によ っては発注泡す意 るものがある 。 - 接着に一部問題

2成分形

， i昆練時の巻込み気泡に を要する 。 がある 。

， Ｑ Ｇｾ クが残る 。 - 耐熱性に問題が

ある 。

水性

- 硬未硬化化に伴時のう降雨による流失、 O' C以下での凍結に硬注意くを婆る。する 。

1成分形 肉やせが大きい。 経時変化に{ 半い な

7  J  1) Iレ

- 種々の色のシーリング材が製造できない。

水性 S BR l 成分形

硬未硬化化に時伴のう降雨による流失、 O' C以下での凍結に注意を要する 。

肉やせが大きい。

- 経時変化に1半ぃ硬くなる 。

プ チ ル 1成分形 - 硬化に伴う肉やせが大きい。

- 泊分による汚染の心配がある 。

油 性 l 成分形 ワーキ ングジョイントには使用できない。

- 多くの被務体に対しょ く付着する 。

表 - 6 施工環境に対する留意点

施工環ｾ 問 題 と な る 事 項 If，( 因 事前検討並びに確認事項

-ス 7 ンプ ， * 占度の低下 - ノンサグ性( ス7 ンプ試験)

夏 季

- 発泡 ( ウレタン系) - 水分との反応 - 各続環境条件と発1倒生

( 高温)

- 可使時間の短縮 - 硬化速度の増加 ， t申出し性

- 変質 - 貯蔵安定住の欠如 貯蔵安定性

田内部の破境 - 凝集力の欠如 - 環境可変試験

- 塵挨の付着 - 硬化速度の低下 タック7

'

) ータイム

- 混合不良 枯度のt骨加 'f ! l : i 且環境での混合実験

弘、 期 充てん不可 - 枯度のI甘加 - 押出し性

( 低溢) ｴ 車叡エマ ｊ レショ ンＱｉ ｾ Ｉ 含有水分の凍結 - 凍結融解試験

- やせ - 溶剤添加 - 地エ要領舎の確認

接着不良 Ｍ 給ｾ - 施工要領容の確認

特

- 接着不良 - 水分 - 十分な乾燥

殊 降 雨

流失 (エ"7) レショ ン卑D ・朱硬化時の降雨( 親水性) 硬化速度試験

回発泡 ( ウレタン系) ・水分と の反応 ・施工婆領舎の確認

な

〔未硬化時に降雨の心配のある場合はシーリング工事を中止する 〕

気 一|  …胤 l  P Y 7 7 1 J ータイム象

・しわ ・強風によ って未硬化時に ・古硬舎車工化の要速確領度認警、の施確工箆婆領
粂 強 風

件

短期ムープメ ントを受ける 認

(工事中の強風あるいは未硬化時に強風が予想される場合はンーリ ング工事を中止する 〕

表ー 7 シーリング工事の主な作業の留意点

作 業 留 意
占

施 工 法 な ど

白地の形状・寸法、段差、

目通り

目 地 の 検 査

- 欠け、ひぴ割lれ、 ジャン カ、 目レジン モルタルでの補修

レイタ ノスの有無 ， ｒｃｾ などでは］面接Ｓｻ ￭ ｬＮＮ可

- コンクリート の材令 i全装 - 十分な養生

の養生j割削l

施工前のi i ! I 婦 表 2 を参照

パック7 " プ材 - 深さの確認 - 深さ調書誌を兼ねた4産者用 ifi 具を作製

の装う世 し、使用すると良い

マスキングテー - 粘着斉11の残存 - 当日地工分にのみマスキ ングテープ

プ綴り を娘る 。

- 適用寸るプライ 7 ーの1111逃 - プライ 7 ーの純1日lの確認

L 、

プライマー塗布 回検布むら - 慎重に喰布する 。コンクリートなど

では叩くように 按布する 。

- オープンタイム - 作業手順を標準化する 。

I比 練

i l { 合不良 ，1 イ7 ー付ilt 合機械の使用

- 気泡の巻込み - 減圧脱『包装置付泌合機械の使用

ンーリ ング材の

充てん不良 回目地交差部より充て んを開始する

- ノズル角度と充て ん速度 を調燃する

充てん ・仕上げ

- 加圧不良 - へラ押えを十分に行ってから仕上げる
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4. 2  施 工 環 境 に 対 す る 留 意 点

シ ー リ ン グ 材 が 目 地 に 充 て ん さ れ た 後 は 速 や か に 硬 化 し 、 被 着 面

と は 十 分 に 接 着 し て 防 水 機 能 を 発 揮 し な け れ ば な ら な い 。 し か し 、

シ ー リ ン グ 材 は 現 場 環 境 の 中 で 充 て ん さ れ 、 数 十 時 間 の 硬 化 時 間 を

要 す る と こ ろ か ら 種 々 の 外 力 が 作 用 す る 。

施 工 環 境 の 観 点 か ら 諸 問 題 を 整 理 す れ ば表 - 6 の と お り で あ り 、

こ れ ら の 点 を 十 分 に 認 識 し た 工 事 管 理 が 望 ま れ る 。

4. 3  シ ー リ ン グ 工 事 の 各 作 業 の 留 意 点

シ ー リ ン グ 工 事 の 主 な 作 業 別 に 、 と く に 留 意 す べ き 点 を ま と め れ

ば 表 ー ? の と お り で あ り 、 工 事 に 当 た っ て は 細 心 の 注 意 お よ び 管 理

が 必 要 で あ る 。

ｾ＠ 5  施 工 後 の 品 質 の 確 認

白 地 に 充 て ん さ れ た シ ー リ ン グ 材 が 所 要 の 性 能 を 発 揮 し て い る か

否 か 、 あ る い は 図 面 の 指 示 通 り の 形 状 で 充 て ん さ れ て い る か 否 か な

ど の 品 質 管 理 と し て 定 期 的 に 切 り 取 り 検 査 を 行 う こ と が 必 要 で ・ あ る 。

切 り 取 り 検 査 の 主 な ポ イ ン ト を 示 せ ば 、 1 ) 被 着 面 と シ ー リ ン グ

材 の 接 着 性 、 2 ) 硬 化 状 態 、 3 ) 充 て ん 形 状 、 4 ) 巻 込 み 気 泡 の 程

度 、 な ど で あ る 。

こ の 切 り 取 り 検 査 は 、 充 て ん 後10 日 以 上 経 過 し 、 十 分 に 加 硫 し て

か ら 行 う の が 良 い 。 な お 、 こ の 検 査 に よ っ て 接 着 破 壊 な ど の 故 障 を

早 期 に 発 見 し 、 施 工 記 録 と l  

昭和制年綾エの建物

照 ら し 合 わ せ て 故 障 部 位 の

み を 工 事 中 に 補 修 し て 大 事

故 に 至 ら な か っ た 例 は 、 筆

者 の 知 る 範 囲 で も 数 件 あ る 。

ま た 、 充 て ん 形 状 な ど も 図

面 で 指 示 し た よ う に は 、 形

成 さ れ て い な い こ と が 多 〈 、

そ の 発 見 に も 役 立 つ。 一 例

と し て 切 り 取 り 検 査 を 実 施

し な か っ た 昭 和44年 竣 工 の

建 物 と 、 十 分 な 品 質 管 理 を

行 っ た 昭 和54年 竣 工 の 建 物

に 充 て ん さ れ て い た シ ー リ

ン グ 材 の 充 て ん 形 状 を 示 せ

ば 図 ー 2 の と お り で あ り 、

施 工 技 術 の 向 上 を 考 慮 、 し た

と し て も 、 施 工 時 点 の 検 査

の 効 果 が 顕 著 に 分 か る 。

ｾ＠ 6  おわりに

図 - 2 切り取り検査による充てん形状の確認

の例

シ ー リ ン グ 材 の 接 着 破 壊 や 凝 集 破 接 、 さ ら に 汚 染 現 象 の 露 呈 に よ

っ て 、 こ の 種 の 防 水 構 法 に 不 信 感 を 抱 〈 諸 兄 も 多 い も の と 推 測 で き

る 。 し か し 、 耐 候 性 や 耐 疲 労 性 な ど の 材 料 情 報 の 蓄 積 と 、 そ れ に 基

づ く 設 計 法 の 整 備 に よ っ て 、 白 地 の 防 水 材 と し て シ ー リ ン グ 材 が 有

効 に 機 能 す る 日 は 近 い も の と 考 え る 。

な お 、 施 工 面 に つ い て は 、 シ ー リ ン ク 会 防 水 箱 工 技 能 士 、 シ ー リ ン

グ 管 理 士 、 シ ー リ ン グ 技 術 管 理 士 な ど の 認 定 制 度 の 充 実 に よ っ て 、

ま す ま す 技 術 の 向 上 が 計 ら れ 、 施 工 に 絡 む 故 障 が 減 少 し て い く も の

と 思 わ れ る 。

(ま つもと ょういち 山 設附 会社研究所主任研究li)

お の た だ し 同 上 研究日



トラブルと補修対策

西 村 清 一

1.  まえカずき

シーリング工事におけるトラブルの発生は、他の工事にもみられ

る事情と大略において同様のようである。すなわちトラブルの発生

原因として挙げられるものに、人為的な影響、自然現象の影響があ

り、それぞれが単独で作用するのではなく、複合作用によって種々

のトラブルが発生することになる。

今ここでトラブ j レと呼んでいるのは、なんらかの目標基準があっ

てそれに到達していない場合をいっているのであるが、目標基準が

明らかでない場合の現象に対しての取り扱いがかなりあいまいとな

る。たとえば、ポリサルファイド系シーリング材の許容伸縮率( 設

計伸縮率) についてみると、約 15年前には: t 2 5 %の性能があると信

じられ、使われていたが、その後、シーリング材の配合、組成物の

変更、施工笑綴結果の評価、実務担当者からの評価、耐久性試験の

積み重ね結果などの総合評価によると、最近の数値としては: t 1 0 -

15 %が妥当であるようにみられている。この数値自体は流動的であ

り、組成配合物の研究次第によっては高性能の数値が常用されるこ

とになることも可能で与あり、期待されるところである。

ポリサルフアイド系シ一リンク

それに係わる笑情を述べてみたが、その数値を用いた結果をトラブ

ルと呼んでいはいるが、メンテナンスが必要な時期が徐々に明確にな

ってきたと考えるべきであり 、使い方に関する結論自体が非常に 流

動的であることが分かつてきたとみるべきであろう。

シー リング工事の内容が非常に流動的であるとみられるのは、用

いられているシーリング材の許容伸縮率の変遊をみても明らかであ

り、その他、プライマーの変遷、被着体の多様化、使用範囲の増大、

施工機器の進歩など常に発展的に内容が変化しており、その進歩に

は目覚ましいものがある。わが国でのシーリング材の使われ方をみ

ると、他の有機高分子樹脂系建材の大部分のものと同じく、比較的

新しい歴史の上に成立しているものが多〈、諸物性にしても明確に

追求されつくして、完全な背景を有していて用いられているもので

はないと言って過言ではない。

このような事情のなかでの工事結果としてトラブルと称せられる

事態が発生しているのが現状のようである 。

2.  トラブルについて

トラブルが発生する場合、一般的にはつぎのような経過を辿るよ

うである。すなわち、人為的な要因か、自然現象的な要因かのいず

れかの要因が主因となってトラブルが発生するのであろうが、主因

を助長させる副因がかなりの影響を発揮しているようであり、トラ

ブノレ発生の経過からみると、 トラブル発生要因に関しては主従の関

係が明らかでない場合が多いようである。

シーリング工事は、シーリ ング材料の適切な選択、適切な 目地設

計、および適切な施工なとーのバランスによって良好な結果が得られ

ると認められている 。 これを施工の立場から言えば、良い材料、良

い設計を生かすも殺すも施工庖の技術力次第であると解釈される。

また、目地設計、シーリング材料のそれぞれの立場を中心に考えれ

ば、他の項目の活殺もそれ次第であると言える。

トラブルが発生した建家でトラブルの発生状態を調査し、その発

生原因を解明し、その発生原因に対応した補修工事の実施を計るの

が普通に行われている手順のようであるが、この発生原因の解明の

段階で、先に述べた 3 項目に対象をしぼって作業を進めることが多

し、。

トラブルの発生に気付いた時期についてみると、かなり以前に施

工されていた白地の場合などでは 7 - 1 5年くらい経過したものも含

まれており、これらは目地からの漏水、浸水などの直接被筈を受け

ない使われ方をしているものが多〈、目地部における異常について

気付かないて済んでいる建家の場合のよう である 。 3 - 7 年後くら

いに気付くケースのものには、可動目地などの重要な目地に用いら

れている例などで、目地シール材に対する注意が向けられている建

物の場合が多いようである。竣工直後から 3 年くらいまでに発生す

るものには、たとえば躯体コンクリートのアルカリ性溶液の影響に

よる発色汚染、または被着体塗膜の変質によるシーリング材の剥離

など下地材の影響によりトラブルとして現れているものなどが見受

けられる。施工中に生じるトラブルは施工中に解決しながら工事を

進めており、この解決には関係者の敏速な行動が得られないと後々

までも問題を残すこととなる 。

今ここで、潟水を生じた建物に関して調査分析をした結果につい

て示してみる。( 調査対象建家 24件)

(1) シーリング材料別

(2)  建築物の階高別

(3)  被着体別

(凶取り合い目 J也的場合

例制j離の場合制l離し

た祖IJ の被務体とする .

(4)  施工時期

シーリ ン グ材料

二液シリコーン系

ポリサルファイド系

ポリウレタン系

ア ク リ ノ レ 系

階 高

低層 ( 9 F 以下)

同府( l OF 以上)

iI!i. Ji' i  

アルミニウム

P  C a 板

ス チ ー ノレ

タ イ J レ

A  L  C  

"If 7  ス

施 工 時

春 ( 3 月- 5 月)

夏 ( 6 月- 8 月)

秋 ( 9 月ー 11月)

冬( 12月ー 2 月)

iJ lJ  

体

期

件 数 発生率

71牛 29 .0%  

16f牛 70. 5%  

01牛 0. 0%  

If牛 0. 5%  

件 数 発生率

101牛 41%  

51牛 21%  

2件 8%  

31牛 14%  

2ftド 8%  

21牛 8%  

件 数 発生率

l2i'牛 50%  

5件 21%  

31牛 12%  

41牛 17%  
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(5)  施 工 後 の 経 時 別

施 工 後 の 経 時 件 数 発生率

l 年 未 満 10件 42% 

l 年 以 上 2年未満 8件 33% 

2年 以 上 3年未満 2f牛 8 % 

3年 以 上 41'牛 17%  

(6)  漏 水 の 発 生 状 況 別 (a) A  L 封孔処理責1) による最1) 離

(b)  P  C . i f a装而をも ってきての剥離

(c) スチールのサピが発生して剥脱

(d)  目地が小さ くシー リング材の破断

(e) A  しの主主装からの剥l雌

(f) 単純なる剥能

(g) シーリ ング材の破断

(h)  ガラスグレージングロープによるガラス側の剥l能

3  • ト ラ ブ ル の 発 生 原 因 に つ い て

シ ー リン グ 施 工 白 地 廻 り の ト ラ ブ ル 現 象 と し て 、 軽 微 な も の に は 、

ピ ン ホ ー ル 、 気 泡 、 発 泡 、 硬化 不良 な ど が あ り 、 こ れ ら は 施 工中 に

解 決 さ れ る こ と が 多 い が、重 大 な ト ラ ブ ル 現 象 と し て 、 シ ー ル 材 の

は が れ ( 界 面 は く り 、 下 地 材 破 壊 な ど ) 、シー ル 材 の 切 断 ( 凝 集 破 壊 ) 、

白 地 周 辺 の 汚 染 ( 石 材 な ど に 対 す る 挽 水 汚 染 、 発 色 汚 染 な ど ) の 3

点 が 挙 げ ら れ よ う 。 ( こ の 3 点 は 、 各 種 シ ー リ ン グ 材 の 性 能 判 断 基

準 で あ る 日 本 工 業 規 格 J 1  S  A  5758 r建 築 用 シ ー リ ン グ 材 」 な ど

に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 シ ー リ ン グ 材 の 性 能 判 断 時 の 重 要 な 項 目

に 相 当 す る も の で あ る 。)

強 性 シ ー リン グ 材 の ト ラ ブ ル 発 生 原 因 の 追 求 は 、 か な り 難 し い も

の で あ る が 、 こ こ で は 、 ト ラ ブ ル の 形 態 と 材 料、 設 計 、 施 工 の 関 係

で 要 因 を 求 め て み る と 下 表 に 示 す よ う に な る 。

人為的トラブル原図表

材 料 設 計 施 工

1  プライ 7 ーの接着 1 . 作業困難な目地締造 1  . プライ マー施工

性・能耐アルカ程リ性度、

- プライマーの塗す布 - 塗りむら

不良を生良じゃ い。 - 塗り残し

li 耐水性の 2  被渚体の不 - 塗 1) 分け

- 繰返し応1力民によ
- シーノレ材と の関係 - 誤使用

る按3司H  泊 力 下
カ叩月らかでないも 2 . 下地処理

-中被目 体表面 との
σ〉

.  il'i 右2客if 

七ミ
谷性 'I:i¥'，j'f位: - 材質す変化を起こし - 結 対 策 、 含 水

- シー Jレ材との接 ゃ い も の

3  総率工時期時活性 . 14種被活体の組み

2 . シール材の硬度変 合わせで適切でな 高If5I14t4i 、 ｦ Ｑｩ Ｚｩｬｾｕ 与
れ 化 いもの

. 1建築カと接着力
- シール材と被関:.tr体

とのバランスの のJ建 築 力 の 係

逆転

1  . シール材の伸縮性 1. シール材の伸縮性の 1 . 充填深さが十分で

- 自然状態での劣

f足・許え方容仰紛率のとり

ない。

化 - パ y カーの位置、

切
( 温度サイ 7 k )

方 形状

水分の彩境軍で事

- 部材長さとデザイ - 充填時圧の不足

・風特荷殊量環 の劣

ンの関係

2 . 施工 期時l時
- 目地中係両とデザイ ン 高高温 ｩｾ 、f5; i品時

化 の|掲

(( 機械振気動) 2  目地構業造

高温中、水中 )

-作要f尋 が 困 難 で 所

の形状に充唄し

断 ない。

- 組立てピス等で所

要の深さがない.

1  . アルカリ性水溶液 1  . 被務材の選定 1  . プライ 7 ーによる

とフェノ- ) レ系樹 - シー lレ材による汚 汚染

脂との反応による 染の発策生を日:jj JI :す .  "? スキングテー

汚染 る対 プと下地の聞に

汚 - ポリサルフ材ァイ - 汚染の総度に対応、 流出

ド 系 シ ー ル に
する造被耳雪村のi活定 - 施拭工中に飛散

多くみられる 。 2. 目1也t持 き取れない

2 . シリコーンオイル シール材によ る汚 2 .  " ? スキングテープ

に付着したほこり u与を拡大させない による汚れ

による 汚染または ための工夫 .  "?スキ活ングテー

シリコー ンオイル .  ! 必工し MIf. 1、口 I世 プ接 斉1) の残存

が被うri 材に含 佼し 3 . 養生不足による汚 l

染 て発生する娩水性 れ

の汚染 4  第三者による汚れ

- シリコーン系シ

- ) レ材に多くみ

られる。
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4. 補修対策

漏 水 を 生 じ て い た り 、 美 観 を 損 な っ て い る 目 地 の 補 修 を 行 う に は 、

原 因 に 対 応 し た 対 策 が 必 要 で あ る こ と は 言う ま で も な い 。

た と え ば 、 シ ー ル 材 の 物 性 が 不 足 し て い る の で あ れ ば 、 よ り 高 性

能 の シ ー ル 材 と 取 り 替 え る こ と と な る が 、 旧 シ ー ル を 除 去 し た 状 態

の み で は 目 地 幅 も 不 足 す る 場 合 も あ る の で 、 温 度 設 定 、 部 材 長 さ な

ど を 考 慮 、 し た 白 地 幅 の 再 検 討 を 行 う こ と も 必 要 で あ る 。

(1)  ポ リ サ ル フ ァ イ ド 系 シ ー リ ン グ 材 の 補 修 伊j

金 属 部 材 に 接 着 し て い る 旧 シ ー ル を 除 去 す る 場 合 に は 下 地 材 に 傷

を 付 け や す い の で 十 分 注 意 す る 必 要 が あ り 、 ま た 年 月 を 経 た ポ リサ

ル フ ァ イ ド 系 シ ー リ ン グ 材 は 固 く な っ て お り 、 カ ッ タ ー ナ イ フ 程 度

で は 除 去 で き な い 場 合 が 多 い 。 以 下 に 示 す 例 で は 、 旧 シ ー ル を 除 去

せ ず に 、 新 シ ー ル を 重 ね て 施 工 し て い る 。

(a)セ ラ ミ ッ ク タ イ ル日 ス テ ン レ ス ボ ー ダ ー

ステンレスボーダー

新シーリング材

(  2 液シ リコー ン系)

(b)小 ロ タ イ ルH セ ラ ミ ッ ク タ イ ル

セラミ ックタイ J レ

一
…

j

J

M

〆
…
一
一

山

一

対

仰

旧γ ーリング材

( ポリサル7 ァイド系)

(2)  ポ リ サ ル フ ァ イ ド系 シ ー リ ン グ 材 の 補 修 例

動 き の あ る 目 地 で は 許 容 伸 縮 性 の 有 利 な シ ー ル 材 に 置 き 換 え る こ

と が 必 要 で あ る 。 こ の 例 で は 、 方 立 長 さ 3800，% 、温度差別℃ 、 熱膨

脹 係 数12X 10-

6

か ら 、 目 地 の 動 き は 約 3. 6' %と な り 、 こ こ に 長 期許

容 伸 縮 率2 0 %の も の を 用 い る と 、 必 要 目 地 幅 は 18. 2，% となるので、

20，% のボンドブレーカー ( テ フ ロ ン テ ー プ) を 用 い た 。

(a)ア ル ミ 方 立 ジ ョ イ ン ト

新シーリング材

ポン ドブレーカ- 1

・一一一一一一一 一一L 一一一一一

(3)  油 性 コ ー キ ン グ 材 の 補 修 例

油 性 コ ー キ ン グ 材 は 経 年 に よ っ て 非 常 に 固 く な っ て い る も の 、 t由



分 と 分離 し て い る も の 、 目 地 周 辺 に 油 分 が 流 出 し て い る も の な ど が

あり、その実態は種々である。

油 性 コ ー キ ン グ 材 の 補 修 に は 、 パ テ 状 シ リ コー ン 系 シ ー リ ン グ 材

(  3 液 タ イ プ ) の 使 用 が 有 利 の 場 合 も あ る が、必 ず し も こ れ だ け が

万能ではない。

つ ぎ に 示 す も の は 、 油 性 シ ー リ ン グ 材 の 撤 去 が 困 難 な の で こ れ を

残 し た 状 態 で 2 液 シ リ コ ー ン 系 シ ー リ ン グ 材 を 用 い て 補 修 し た 例 の

も の で 、 施 工 手 順 と し て は 、角パッカーを用いて矩形状に先打ちし、

つ い で 残 り の 三 角 部 分 を 後 打 ち し て 形 状 を 整 え て い る 。

(a)ア ル ミ サ ッ シ ュ H モ ル タ ル

アル ミサ y シュ

(4)  2 液 シ リ コ ー ン 系 シ ー リ ン グ 材 の 機 水 汚 染

2 液 シ リ コ ー ン 系 シ ー リ ン グ 材 か ら 流 出 し た シ リ コー ン オ イ ル の

影 響 に よ っ て 、 白 地 周 辺 が 著 し く 汚 れ る 場 合 が あ る が 、 被 着 体 が 吸

水 性 の 高 い ( 吸油性もある) 粗 面 仕 上 げ の 石 材 、 テ ラ ゾ ー な ど で は

シ リ コ ー ン オ イ ル の 影 響 を 受 け や す く 、 汚 染 し た 場 合 の 回 復 方 法 が

確立されていない。

し か し 、 被 着 体 が メ タ ル 、 吸 水 性 の 小 さ い 本 磨 き 仕 上 げ の 石 な ど

の よ う に 、 シ リ コ ー ン オ イ ル の 浸 透 が 生 じ な い か 、 目 立 た な い よ う

な 場 合 に 、 被 着 体 の 表 面 に 発 生 し た 汚 染 の 除 去 は 、 シ リ コ ー ン 系 ク

リーナ一 、 プ ロ テ ク タ ー を 用 い れ ば 容 易 に 行 え て 、 そ の 後 の 保 守 も

簡単でレある。

5  . あ と が き

本 年 は J A S S 8  ( 防水工事、シー リング工事) の改訂が行われ、

実 情 に 即 し た 基 準 が 示 さ れ た 。 こ れ に 準 じ て 、 今 後 の 工 事 は 進 め ら

れ て い く こ と に な る が 、 こ れ が 万 全 の も の で な い こ と は 言 う ま で も

ない。

シ ー リ ン グ 工 事 を よ り 良 〈 進 め る た め に は 、 そ れ と 取 り 組 む 建 家

ご と に 可 能 な 検 討 を 行 い 、 そ の 積 み 重 ね を 待 た な け れ ば な ら な い の

が現状のようである。

万 全 を 期 し て も 予 想 し 得 な い ト ラ ブ ル の 発 生 を み る こ と は あ る が 、

そ れ は 人 の 為 す こ と で あ る か ら 致 し 方 の な い こ と で あ ろ う が 、 優 秀

な る 頭 脳 を 持 つ シ ー リ ン グ 材 メ ー カ ー 各 位 の 努 力 に よ っ て 、 優 れ た

性 能 を 持 つ シ ー リ ン グ 材 、 プ ラ イ マ ー の 提 供 を 得 る こ と が す べ て の

起点のように感じられる。

{にしむら せいいち 株式会社大林組技術研究所主任研究只 )

柔精進 ( f l exi bl e  st ruct ure)  

位、はりなどの接合部を剛とせず、勝造物に作用する地震力が減衰

するように設計した構造をいう。

スランプ ( sl ump)

不定形シーリング材を垂直面のジョイントに充てんしたとき、重力

の作用によるき垂れ下がりをいう。

接骨量破壊 ( adhesi ve f ai l ure)  

不定形シーリング材の接着強さ試験における試験体の破壊状況を表

わす術語で、被活体とシーリング材の界団における破域をいう。

セルフレベリング ( sel f - Ievel i ng)

水平面の上向きジョイントに注入したとき、表面が自然に水平にな

ることをいう。

タックフリー ( t ack- f ree)

不定形シーリング材に指で触れてみて、イ寸清しなくなるまでの時間

をいう。

貯蔵安定性 ( st orage stabi l i ty)  

シーリング材の貯蔵時に使用可能な状態を保持する性質をいう。

二次シール ( t wo- st age seal i ng)  

主に、カーテンウ方ールのジョイントにおいて、一次シー J レを補強

する目的で屋内側の部分にひも状シーリング材などを充てんし、' A

封することをいう。

ニ面接爺

ジョイントに不定形シーリング材を充てんした場合、ジョイントを

構成する材料の相対するこつの面で接着することをいう。

ノンサグ ( non- sag)

シーリング材をき垂直面のジョイントに充てんしたとき、垂れ下がり、

すなわち、スランプを生じないことをいう。

パックアップ材 ( back- up mat er i al )  

ジョイントの形状を保持し、三面接玉むを防止して不定形シーリング

材に不利な応力が生じないようにするため、シーリング材の充てん

前にジョイント底にそう入する成形材料をいう。また、ｾ込め材と

もいう。

ピード ( bead)

玉縁、 fql 縁、細長い材および、ジョイントに充てんされたシーリン

ク可オのことをいう。

被継体 ( adher end，subst rat e)  

不定形シーリング材や接着剤によって接合されるべき物体をいう。

引張接着強さ ( t ensi l e- adhesi ve st rengt h)  

引張試験によって求めた、弾性シーリング材の接渚強きで、通常 150

%イ申ぴ時の号| 強応力をいう。

ピヒクル ( vehi cl e)

元来は、塗料において顔料を分散させている液状物質のことである

が、不定形シーリング材では充てん材、顔料、その他の配合剤を分

散させている粘秘! な液体のことをいう 。ま た、液状展色材、展色材

( 剤) 、伸展材ともいう。

不定形シーリング材

ガラスパテ、油性コーキング材、弾性シーリング材のように、施工

時に粘活性のあるペースト状のシーリング材の総称である。

プライマー ( pr i mer )

被活体( ジョイントを織成する材料) と不定形シーリング材との付

着性を良好にするために、あらかじめ被渚体函に塗布する下地処理

材料をいう。

ブリージング ( bl eedi ng)

不定形シーリング材の成分の一部が分離してにじみ出すことをいう.

ポンドブレーカー ( bond br eaker )  

不定形シーリング材を付箔させない目的で、被活体( ジョイントを

織成する材料) 面に張り付けるテープ状材料をいう。

マスキングテープ ( maski ng t ape)  

不定形シーリング材の地工中、充てん個所以外の汚染防止とジョイ

ント縁の線を通りよく仕上げるためのテープをいう。

7 スチック ( mast i c ，mast i cs)  

元来l止、紅悔沿岸産のウルシ科の純物、ビスタショから採取するゴ

ム質を含む樹脆のことであるが、通常は粘側なベースト状のシーリ

ング材や接苅責IJ の総祢である。

無目( むめ) ( t r ansom)  

窓、出入口などの高さの中間iに入る水平材をいう。一般に無自の上

に入る建具を欄聞という。

( 本特集にでて〈る用語の解説は r" ，ーリングハンドブック j 日本シーリ

ング工業会編纂上司引用 1
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リング管理士の養成に踏み切ったのであります。 資絡職務分耳障

日本シーリング工業会か費減・認定している

シーリング管理士・シー

リング技術管理士とは

日本シーリング工業会副会長

梅 本 領 j台

当時は施工業者も関心が薄かったこともあり、レ

ベルを落とし、 2 級管理士から毎年度養成講習 ・

認定試験を実施してきたのであります。努力の甲

裂があって施工資質が向上するに従い、内外から

養成内答のレベルア ップの声が高まり、 r  1 級管

理士」の実現とな ったのであります。

昭和52年より r1 級シーリング管理士J の高度

なカリキュラムを編成して「高度な工事管理者の

養 成J を目ざしたわけであります。これに 1 年お

くれ、昭和53年、労働省は、シーリング工事を防

水工事の一種に職種認定し、労働者( 職方) に対

し職業訓練を通じ「防水技能士( シーリング作業 )J

建造物の水密 ・気密を守る目的で採用された建 の資格を付与して経済的地位の向上 ・生活の安定

築用シーリング材が、耐周年限を待たずして老化 ・技能標準化をはかることになったのであります。

し漏水事故の原因となることは、その信頼をいち この職業訓練には当工業会も物心両面での協力を

じるしく低下させるとともに、関係者各位に大変 して、施工現場における道義心にもとづく施工を

なご迷惑をおかけする結果となります。この材料 願っているのであります。

から来る事故を未然に防止するには、材料を規絡 以上のべましたように、職方が技能士の資格を

イじさせ、性能のバラツキを防止することでありま 有するとともに r2 級シーリング管理士」の資格

す。このことから、油性 コー キング材は 1966年、 も保有するという現象があらわれたのを機会に、

J 1S  A  5751規格ができ、現在でもこの規格のもと 昭和55年末をもって本資格を廃止し、 r  1 級J の

に供給されています。建築用シーリング材は、幽 区分も取り除き、 「シーリング管理士」の呼称に

折がありましたが、 J I S  A  5758 の「指定商品 J 統一することに致しました。昭和55年末現在「シ

1  S  J が 1979年に公布されたのを機会に業界では ーリング管理士」は全国で 116名がシーリング防

基材別表示許可製品の生産体制を確立すべ〈努力 水の工事管理に活躍しています。

しています。この よ うに 、規 格化 された材料は、 ついで当工業会は、昭和54年度より「シ ー リン

今では決して欧米と遜色のないレベルに達し、信 グ技術管理士」制度を発足させました。制度の目

頼を回復するまでに至りました。 的としては、シーリング防水工事における欠陥の

しかし、たとえ優れた材料であっても、適材を 一つである「設計上の欠陥」によって発生する事

適所に施工しなければ事故を撲滅することは不可 放を未然に防止するためには、設計段階において、

能といえます。建築用シー リング材の耐周年数に 目地形状 ・寸法・適材の選択 ・品質性能の検討に

ついて、わが国にはまとまった統計資料はないが、 参画する資格者の養成にあるわけであります。昭

西独建築材料研究所編 ・雑 誌rOas Baugewer beJ  

Hef t  5  ( 1976) には、下記の統計が見られます。

総破鍋率

適 用 部 位

外 壁

窓

破損の原因j J lJ 割合

1958年 - 1965年

( %)  

31 

15 

破1 I l 際因

1958年- 1965年( %)

外 壁 窓

設計上の欠陥 31 30 

材料上の欠陥 24 39 

施工上の欠陥 32 31 

工レ上ンのガ挫欠築陥施
13 

計 100 100 

1970年 - 1975年

( %)  

II 

6  

1970年ー 1975年( %)

外 CJ 窓

20 13 

18 14 

54 73 

8  

100 100 

駐解 1958年か ら1965年まて・の破机は硬化性油性コーキングとプチ

ル系＿スチックにもとづくｾくの破 ｉｊｬ を吉んでいるＮしかし最近は、

おそ〈とも 1970年以後それらの材料はほとんど使用されていないの

で、と ( 1こ.lJ" tf . に入れる必要はない.

破損は漏水となってあらわれることは洋の東西を

問わないものであります。この事故の防止は、表

にもあるごとく設計上 ・材 料 上 ・総工上の欠陥を

克服しなければならないわけで、事故の際、やや

もすれば「材料」のみに責任が転稼され論議され

る現象は目告と言わねばなりません。

このことから、日本シーリング工業会は、施工

の技術と資質向上を目ざし、昭和47年度よりシー
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和55年末現在「シーリング技術管理士j は27名と

なっています。

つまり、シーリング材の破損から発生する諸事

故を防止するために、

l  設計分野にシーリング材の品質性能面で参画

・協力する「シーリング技術管理士J の質的向上

と量的確保。

2  工事分野における管理業務を司り、職方( 技

能士) の指導を行う「シーリング管理士」の資質

向上と量的確保。

3  施工技能の向上と道義心の高揚が要求される

労働省認定の「防水施工技能士J (シ ーリング工

つ の 養 成 協 力 。

によって、事故予防体制は出来上がったといえま

す。 しかし仏は造 って も魂の入 ってい ないようで

は貢献できないのであり、これがため当工業会と

しては、有資格者に対し毎年講習会聴講を義務付

けるとともに、 2 年ごとの資格更新を実施してい

ます。

参考までに資格職務分 tt. と分類表を表記します乞

昭和55年度養成総習 ・認定試験には、 121名の

参加者があったのは、管理士制度に対する期待と

意欲の大きさを示すものであります。 これと申し

ますのも、すでるに官公庁 ・地方公共団体の建築物

件のシーリング工事契約において管理士在籍を資

格要件としておられるところが多くなってきたこ

Y  リング

技 術 管 理 士

シーリング管理士

防水施工技能士

(シ リング)

性能 ・品質

ー・契約 適材推せん

の技術指噂

概算 ・見械

施工前の打合

H  の単t閣

施工技術の助君 資材・機総管理 ー.. ，
11 の検1i:

安全衛生管理

混合・充てん

仕上げ

h'l 姉・養生

完了検査一・… ... .. 完了検1i

工事記録

協 カ・…ー… 一・保証 ノンテナン

ンスサービス

資格分類型賢

資絡名

シー リング シーリング 防水施工技能士 l

技 術 管 理 士 管 理 士 ( シーリング )

恕定 日本シーリング工業会

労働省

( 委任 ・都道府県)

戦能

防水設計 工事管理 施 工

性能・品質の

技術指導
施工技術指縛

受験

会員会社社員 経験 7 年以上 経験 0 - 5 年

および理事会 指定団体所属 学歴による

条件

象箆者 公的資格共働

養成

特設カリキュラム 学科( 一部通信制)

合宿スクーリング 実技( 基本・応用)

試験 寸..'!-ー- 手4 学科および実技

更新 2 年ごと再教育講習後 な し

備ｾ S  54発足 I  S47 

S53発足

( 個人資格)

とと、多くの設計監理者がシーリング管理士の在

籍工事庖を指定する場合とか、? 首駐管理を要求さ

れることが多くなったことに由来するものと思わ

れます。

当工業会としてもu任の重さを痛感するととも

に、養成内容を絶えず吟味し、建築技術者 ・学識

経験ある諸兄のご指導を賜り、 「信頼に値する管

理士J 養成につとめて参る所存であります。

ご参考まて・に昭和55年度養成カリキュラムを表

記し、皆様方に一層のご理解を賜りたいと存じま

す。

55年度減習および総定試験日程

( 第 1 日目)

- オリエンテーション

・特別講演陣オープンジョインド

講師. 鶴岡裕氏( 大成建設)

( 第 2 日目)

・シーリング材とプライマー

講師 池田生雄氏( 日シ工)

・ガラスまわりのシーリング設3

講師: 松尾幸晴氏( 板硝子協会)

・建築の基礎知織

ーカーテンウォーんと雨仕舞

講師 : 絵本洋一氏 ( m水建設)

・リーダーシ y プ、コミュニケーション

悦聴覚教材( 日本生産性本部製作)

・シーリング工事に閲する保障問題の検討

講師 西沢順之助氏( 日シ工)

・討論会胎シーリング材の適材適所"

司会: 絵本洋一氏( 清水建設) 平野英作氏( 日 y 工)

( 第 3 日目)

・安全管理一シーリング工事における有機if?A<Jの安全管

理一付、特化目IJ

議師: 高野敏明氏( 日シエ)

・シーリング縮工ー脇工機器及び資材的管理

講師: ｾ最上弘昌氏Ｈ日シ述Ｉ

・シーリング防水の故障と補修

講師: 予告良利男氏( 日シ述)

・概算の仕万と縮工襲領容の作成

① 講 師 宇山広道氏 ( 日シ辿)

② 鱗 附 務良平IJ !l J 氏 (日シj ! j ! )

:  (第 4 日目)

i  ・認定試験

L一一ー銀. 1; 戒しー

( うめもと ていじ 日本シーリング工業会胎長管理士検)

定委只長 ・ 日東ｾリマー工業株式会社社長



シーリング防水技能士の現況

日本シーリング工事業団体連合会会長

山 本 勇

私達のれ日本シーリング工事業団体連合会。は、 技能検定試験は、国が認定する資格制度であり、

略称を、 ‘ 日シエ述。と 呼称します。組織形態は 労働省、各都道府県自治体、および中央職業能力

別固 め通りで、全国に 7 地区団体があり、本部に 開発協会組織の指導により、日シ工速が協力して

おいて総括運営いたしております。 行っているもので、すでに実施した試験において、

目的は全国傘下会員会社の技術、技能のレベル 日シ工連所属会員会社が擁する 1 、 2 級の合格者

アップを主軸とした教育事業の推進と、企業力安 は別表のごとき成績を収め、担当現場において活

定のための団結力の自主成にあります。 践しております。

昭和50年 4 月、材料メーカーの団体である前日 完全な防水施工を行うために、技能士の育成と、

本シーリング工業会。( 略称日シ工) の施工部会 その質の向上が求められるのは当然であり、日シ

から、材工体制lの確立と自主独立を目指し、日シ 工連としては、傘下会員各社に対して、その要求

工の協力のもとに、施工業者のみの独立団体とし に応えるべく十分な説明と指導を続けてきました 。

て結成誕生いたしました。 建設省では、昨年暮れ、永年にわたる検討の結

、、防水施工" 職種が国の正式認定を受け、実施 果として、いかにして建築物の潟水事故を無くす

されたのは昭和51年であります。固との聞に、こ かの一方策として、関係業種中主たる業種に対し、

の技能検定制度実施のための母体として推進して 昭和56年度から試行的に一定の制限下物件に対し

きたのは、全国防水工事業団体連合会( 略称全防 て、 1 級技能士の常駐管理を義務化する方針を決

述 ) と称し、日本で初めて全国の防水施工業者の 定し、業界に協力を指示してきました 。 このこと

みが結集組織した団体て¥当日シ工速は、この全 は、長い年月をかけて技能検定に取り組んできた

防連組織に加入しているー単組団体であります。 われわれの努力と熱意を国が認識してくれたこと

、、シーリンク防水施工作業H の第 1 回技能検定は、 として、喜びにたえないと思っております。 しか

3 ヵ年の入念準備の末昭和53年度に、爾後54年度、 し、現実の技能士数と、技能士の実力内容を考え

55年度と引き続き実施し、現在56年度の笑絡にむ 合わせたとき、検討しなければならない問題が多

かつて、検定準備作業を懸命に進めております。 くあることも否定できません。

材料 ;1練作業 作業中の採点

シーリング防水施工作業55年度合格者および総数

地 区 協 名 1 級 2 級

北海道シーリング工事業協会 4  17 

東北シーリング工事業協会 5  19 

東日本 y ーリング工事業協同組合 26 28 

中部 y ーリング工事業連合会 9  50 

関西 y ーリング工事業協同組合 30 29 

中国シーリング工事業協会 6  9  

九 州 y ーリング工事業協会 5  22 

昭 和 55年度目 y 工迷傘下合格者 85 174 

昭 和 53年度目 y 工述傘下合格者 63 158 

昭和 54年度目シ工j ! I f 傘下合格者 94 178 

総 3十 242 510 

議 y ーリング防水地工作業において、全同合栴者数に対する日ンエ

i童傘下合給者数の比率は. 1級約90%、2 級約85%におよんでお

ります.

日シ工連としては、 5 年前、本制度実; 施に取り

組む時点で、このことを予測し、傘下会員各社お

よび受験者に対し、指導を行ってきており、地区

によっては、この建設省常駐指 l旬に対する体制lを

整い得たと考えております。しかし、試験場確保

(室内作業と広さ ) 、試験体、諸材料等の経済的負

担による制限もあって 、技能士数では、まだまだ

建設省の要望に程遠い状況にあることは、いなめ

ない現状であります。とくに全国的に眺めた場合

は、その感が強〈、今後の対策課題として検討し

なければなりませんが、技能検定の主旨である技

能評価を厳しくチェック統一化して、合格者の技

能力の質的証明を全国的に示そうとしてきた日シ

工速の姿勢を全うし得たことに、自信を深めてい

ます。

建築物の防水機能に対する要求の中で、とくに

われわれシーリング防水に諜せられる責任は大き

く、超高層の出現は、その度合いをなお一層助長

したと思われます。被着体が多様化し、それに適

合する材料の選択もますますシビアになってきて

おり、技能士に対する教育と育成に十分な配慮を

必要とする所以であります。一方、既合格技能士

に対しでも、日進月歩する建築技術の発展変革に

追随しうるよう、再教育を計画し、実行しなけれ

ばなりません。

この時期に、建設省が将来をふまえ、労働省、

中央職業能力開発協会を通じ、業界に対して、既

1 級技能士に対する研修制度( 認定訓練) の笑施

を要望してきたのは当然のことと思われます。さ

さやかではあるが、政府が本研修制度に対し、予

算を認めてくれたことには好感が持てる次第で、

日シ工連としては、本制度実施に対し 、万全の協

カを ι陪しまないものであります。

新 J 1  S  - 5 7 5 8が昨年公布され、新 J A S S -

8 も本年 3 月、全国で説明会が開かれており、と

くにい施工業者指定。では、技能士優先採用が明

記されており、われわれ自身、肝に銘じてその要

請に応えなければなりません。

とくに今後は、人間性を含めて、質的に立派な

現場管理指導者たるにふさわしい技能士を誕生育

成し、ますます使命の大きくなったシーリング防

水工事の完壁化を目指して努力し、社会に貢献す

る所存であります。関連各位並びに、諸先輩の理

解あるご指導を心よりお願い致します。

( やま もと いさむ 日本シーリングエ ＺＴｾ 業団体迎合会会長Ｉ

建築と社会/ 1981年 5 月号 43 
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シーリング防水施工の発注は優秀な国家認定技能( 防水技能士) と
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福 岡 市

街 岡 市

福 岡 市

森 日 市

福 岡 市

北 九 州 市

北 九 州 市

大 阪 ア ル フ ァ 産業 側福 岡 営業 所

九 州 特 殊 工事 側

三 賀 産 業 側

昭 和 日 本 化 成制

テ ィ パ 化 工 九州 販 売掛

日 本 シ ー ラ ン ト 工業

樹 聖子図工業 所

世帯ム ト ウ

宮 本 産業 側

欄 ワ シ ザ キ 商 会

九 州 シ ー リ ン グ 工業 側

昭 栄 工 業 側

大 栄 側

昭 和56年 4 月 現 在

ング工事業団体連合会日本シー

内- 1 1 - 1 1アルファ産業 (株)東京都港 区浜松町 1

T  E  L  03- 432- 5735 代表

〒105
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製品名 |ボ ン ド シ ー ル # 10 

会社名 |コ ニ シ 株 式 会 社

担 当 部 課 |本 社 土 木 建 築 部

所 在 地 | 大 阪 市 東 区 平 針 町 2 ー 10 平 和 ビ ル

J  I  S tニI J I S A  5758 

よ る 分 類 |

と 規 格 | 二 成 分 形 ポ リ サ ル フ ァ イ ド シ ー リ ン グ 材

電 話 I T  E  L  06- 228- 2963ダ イ ヤ ル イ ン

用

特

と

0 金 属 カ ー テ ン ウ オ ー ル 白 地 0 プ ー ル ・貯 水 槽 目 地

O プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 目 地 O コンクリート亀裂補修

途 |

0 ガ ラ ス グ レ イ ジ ン グ 白 地 0 サ ッ シ ュ 姐 り 目 地 |標

。その他 シ ー リ ン グ 目 地 全 般

1  . 白 地 の 調 整 、 乾 燥 、 約 制 。

準 I 2 . パ ッ クア ップ 材 の 装 て ん 。

3 . プ ラ イ マ ー の主役布。

4 . シ ー リ ン グ 材 ( 主剤 ・硬 化 剤 ) の 似 合。

O J  1  S  A  5758認 定 品

長 ｉ ｏ ｾｍ な施工笑縦によ っ て安定した性能が裏付けされてい

施 工 法 1

シ ー リ ン グ 材 の 打 診 ι

6 . シ ー リ ン グ 材 の表 面 仕 上 げ。

ます。

性

0 プライ 7 ー の 使 用 に よ り 多 く の 建 築 材 料 に 核 活 可 能 で す 。|施 工 上 の 1 0"奥 位 類の シーリ ン グ材の取合いは避けて下さし、 。

能 1- _ . . .  _  _  ｟ Ｂｾ Ｂ＠ . . . _ ，_. . . . .， . I  1  

0コンクリート ・モ ル タ ル ・石 材 等 に 対 す る 汚染 が あ り ま | 注 意 事 項 10特 殊 な 個 所 へ の 施 工の 場 合 は 、 弊 社 宛 ご 相 談 下 さ い 。

せ ん 。 I l  

製 品 の 色

の 表 示

( 県、グレ

ー、ブロン

ズ、自等)

匡 豆 ] ① グ レー ② ブ ロ ン ズ ③ ア ン バー

④ 白 ( 特 注 色 ) ⑤ 製 ( 特 i:i:色 )

設 計 価 格

( 年・月)

保 証 期 間

56年 3 月 1 日 現 在

幅 採 さ 長 さ

5  '%t X  5  '%t X  1  M =  420円

10 X  10 X  1  =  835円

15 X  10 X  1  =  1  ， 130問

2:0 X  10 X  1  =  1，450円

2 年 間

施

図

版

エ

例

写

真

神戸市立王子体育館( 施工箇所サッシュ回り)

製品名 ペ ン ギ ン シ ー ル # 2500 

( 変 成 シ リ コ ー ン )

会社名

サ ン ス タ ー 化 学 株 式 会 社

担 当 部 課

J  I  S tニ

よ る 分 類 | 耐久性 9030 

と 規 格

所 在 地 | 本 社 高 槻 市 明 田 町T 7  - 1  0726- 81 ー 0351

電 話 | 大 阪 支 庖 高 槻 市 上 土 室 5 - 590 0726- 94ー 7771

用

金属ノ マネ ル 白 地

R C .  P C .  A L C モ ル タ ル な ど コ ン ク リ ー ト 類 の 白 地

途 |

スレート、フレキシブルボード、 G R C などのセメント 2

次製品

4票

特

性

施 工 法

長

0 耐 久 性 に す ぐ れ て い ま す 。

継 続 的 な 伸 縮 、 振 動 、 温 度 変 化 に 対 す る 耐 久 性 、 防 水 気

密 保 持 に す ぐ れ て い ま す。 施 工 上 の

被 活 体 に よ り プ ラ イ マ ー の 選 定 を 必 ず 行 う 。と

0 す ぐ れ た ゴ ム 弾 性 を も ち 復 元 力 に す ぐ れ て い ま す。

能 |

0 広 い 温 度 範 囲 ( 5 .C ー35. C ) で 安 定 し た 作 業 性 が 得 ら れ

混 合 作 業 の 管 理 が 容 易 で す 。

注 意 事 項

製 品 の 色

の 表 示

(黒、グレ | ホワイト ・グレー ・ベ ー ジ ュ ・ ア ン バ 一

一、プロン z

ズ、白等)

設 計 価 格 1 4  .e セ ッ トX 2 = 1 姻 包

( 年・月) I  6 ，600円/ . e ( 56年 5 月 )

保 証 期 間

1. 下 地 清 掃

2 . パ ッ クア ップ 材 の 装 填

準 1 3 .  ' ? スキングテープの貼付

4 . プ ラ イ マ ー の塗 布

5 . シ ー ラ ン ト の 混 合

6 . シ ー ラ ン ト の 充 填

7 . 仕 上 げ

8 .  il' j"掃

施

図

版

)

エ

例

写

真

ニツ橋掌園
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シーフント 70

会 社 名

信 越 化 学 工 業 株 式 会 社

製 品 名

担 当 都 銀 シ リ コ ー ン 事 業 本 部 シ ー ラ ン ト 部

....J I  S  (ニ

所 在 地 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 2 - 2 ー 2

よ る 分 類 J I S  A  5758- 9030 
電 E首 T  E  L  03- 661- 4931  

と 規 格

1. 施 工 前 の 確 認 ， 

建 築 ・土 木 の エ キ ス パ ン シ ョ ン ジ ョ イ ン ト 部 等 の シ ー リ ン

① 構 造 上 の チ エ ン ク → ② 目 地 幅 と 深 さ の チ ェ ッ ク → ③ 按

用 途
着 商 の チ ェ ッ ク → ④ 被 渚 材 に 対 す る プ ラ イ マ ー の 選 定 →

ゲ 標 準

⑤ 材 料 の 準 備→ ⑥ 施 工 用 具 の 準 備

2. 施 工 の 手 順

施 工 法

① 目地の調重量→② 施 工 面 の 清 掃→ ③ パ y クア y プ材 の 挿

1. 低 モ ジ ュ ラ ス で 高 い 伸 張 性のあるゴムです。 入 → ④ マ ス キ ン グ テ ー プ 貼 り → ⑤ プ ラ イ 7 ー の 塗 布 → ⑥

2 . 引 き 裂 い て も 、 亀 裂 が 入 っ て も 強 じ ん で す 。
触 媒 の 添 加 . t先 枠 混 合 作 業 → ⑦ 充 喚 作 業 → ③ 仕 上 げ 作 業

特 長

3 . 耐 候 ・耐 久 性 に す ぐ れ て い ま す 。
→ ⑨ マ ス キ ン グ テ ー プ の 除 去→ ⑬ 養 生。

と 4 . 耐 熱 ・耐 寒 性 に す ぐ れ て い ま す 。

性 自E
5 . 硬 化 時 に 収 縮 や 膨 張 は い っ さ い し ま せ ん 。

① 塗 装 や 酸 i洗 い を 必 要 と す る 場 合 は 、 シ ー ラ ン ト 70が 完 全

6 . スランフーがありません。

に 硬 化 し た 後 に 行 な っ て 下 さ い 。

7 . 混 合 比 が10 : 1 。 混 合 ミ ス が あ り ま せ ん 。

② な る べ く 全 量 を 使 い 切 る よ う に し て 下 さ い 。 未 混 合 の使

い 残 り の シ ー ラ ン ト 70は、それそ、れ主剤 ・硬化斉IJ と も 完

製 品 の 色

全 に 密 閉 し て 、 直 射 日 光 を 避 け て 冷 暗 所 に 保 存 し て 下 さ

の 表 示

施 工 上 の
い。特に硬化斉IJ は 空 気 に 触 れ る と 、 単 独 で も ゲ ル 化 し ま

( 県、グ レ

ホワイト、グレイ、アンノ〈一、フ・ラ ッ ク す の で 、 充 分 密 閉 の 上 、 保 存 し て 下 さ い 。

一、ブ ロン

ズ、白等)
③ 施 工 具 は 、 使 用 後 直 ち に 洗 浄 し 、 調 整 し て 下 さ い 。

注 意 事 項

設 計 価 格

④ プ ラ イ マ ー や 洗 浄 溶 剤l な ど 揮 発 性 の も の を 使 用 す る と き

6，800円 / ｾ＠ ( 55.  10) 

は 、 換 気 の 良 い 場 所 を 選 ぴ 、 火 気 に 充 分 注 意 し て 下 さ い 。

( 年・月)
⑤ 施 工 時 に プ ラ イ マ ー や シ ー ラ ン ト 70が 、 皮 l習な ど に 付 菊

し た 場 合 は す ぐ ふ き と り 、 作 業 後 、 必 ず 、 右 け ん 等 で 洗

保 E正期間 60 ヶ月
浄して下さい。

製 品 名

ト ー レ ・ シ リ コ ー ン S H7 9 0  

フ ィ ル ム ノ て ツ ク シ ー ラ ン ト

シ リ コ ー ン 系 1 成 分 形 低 モ ジ ュ ラ ス タ イ プ

会 社 名 | ト ー レ ・ シ リ コ ー ン 株 式 会 社

担 当 部 課 ! 大 阪 営 業 部 建 材 課

....J I S に I J I S A  5758 ( S R - 1 - 9 0 3 0 - A - N )  

よ る 分 類 |

と 規 格 | 耐久性区分 i 9030J 通 年 用 ・ノ ン サ グ タ イ プ

所 在 地 | 干 530 大 阪 市 北 区 芝 回 1 - 1 - 4 ( 阪急ターミナルビル)

旬 結 I T  E  L  06- 376- 1251附

んて装のカ
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長

ピ動

。
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イ
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戸
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長特

カーテンウオールのノマネルの目地、 7 リオンや笠木の目地、

用 途

土 木 用 の 長 大 ス パ ン の ジ ョ イ ン ト 等 の 動 き の 大 き な 白 地。 I棟

と

(3) 2 成 分 形 シ ー リ ン グ 材 と 迷 い す ぐ れ た 自 己 接 常 性 を 付 与

されています。

(1)確 実 な 接 着 を 実 現 す る た め 必 ず プ ラ イ ? ー を ご 使 用 下 さ

性

施 工 上 の l い

能 I(4) 1 成 分 形 で す か ら 、 混 合 機 が 不 要 と 同 時 に 混 合 の ミ ス の |注 意 事項 |ω- 訟 の 石 材 等 の 糊 体 及 び 建 築 物 の 構 造 に よ っ て は 、 目

心 配 も な く 、 ま た 気 泡 の 混 入 も な い の で 目 地 表 面 の 美 観 | |  地 周 辺 が よ ご れ や す い こ と が あ り ま す 。

が 向 上 し ま す 。

製 品 の 色

の 表 示 | ホ ワ イ ト 、 グ レ ー 、 ナ チ ュ ラ ル ス ト ー ン 、 ア ン バ 一 、 ブ ラ

( 黒、グ レ |

一、プ ロン -

ズ、 自等) I  '/' ;/ 

施

図

版

工

例

写

真

設 計 価 格

( 年・月)

7，500円 / e  ( 昭和56年 3 月 現 在 )

保 証 期 間

神戸市立中央市民病院( 神戸市・昭和55年施工)
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製 品 名

ヱフスコーク

会 社 名 日 東 ポ リ マ ー 工 業 株 式 会 社

担 当 部 課 販 売 部

建 築 用 シ ー リ ン グ 材 J I S  A5758 表 示 許 可No. ! )80120 所 在 地

大 阪 市 福 島 区 吉 町' 1 - 14 - 2 T  E  L 06- 418- 7421 

.J 1 S t こ

よ る 分 類 エマルジョン車E燥

東 京 都 千 代 回 区 外 神 田 2 - 2  - 17共 同 ピ ル 万 世

アクリル系 耐 久 性 通年用 ノンザグ 電 話

と 規 格

硬 化 1成 分 形 T  E  L  03- 255- 6338 

A C  E  7020 一一一- A一一一一一一一 N

1 .  2 面 接 着 を 原 ltlJ とする 。

O A L C版、 P C版 の ジ ョ イ ン ト シ ー ル。
2 . 目 地 底 に は ポ ン ド ブ レ ー カ ー 又 は P E パ ッ クア y プ 材

0 サ ン ド イ ツチノ マネ ル の 取 り 合 い 白 地 シ ー ル。
標 準

を用いる 。

3 . 指 定プライ 7 ーの使用。

用 途

0 ス レ ー ト 、 ポ ー ド の 目 地 シ ー ル。

4 . 表 面 仕 上 げ は 平 坦 な へ ラ で な ら す こ と 。

0 ス ラ ブ 、 壁 面 の エ キ ス パ ン シ ョ ン 白 地 シ ー ル。 5. 格差主は夏期充てん後 2 日 、 冬 期 5 日 後 に 行 う こ と 。

0 コ ン ク リ ー 卜 系 、 木 部 と サ ッシ の 白 地 シ ー ル。

施 工 法

6 . 最 大 白 地 20 X  15mm 

0 コ ン ク リ ー 卜 系 の ク ラ y ク 補 修。
最 小 困 地 10 X  10mm 

7 . 許 容 伸 縮 率 :t 15%  

1) す ぐ れ た 作 業 性 と 安 全 性

(1) 厳然J t I Iは 凍 結 さ せ な い よ う 保 管 し て 下 さ い 。

(2) 未 養 生 モ ル タ ル や 高 ア ル カ リ の 場 所 に 直 接 当 た る 充 て ん

1 成 分 形 シ ー リ ン グ 材 で あ る た め 、 2 成分泌おIH先枠の手

施 工 上 の
は さ け て 下 さ い 。

間 が か か ら ず 、 気 品 に 鈍 感 な チ ク ソ ト ロ ピ ッ ク 粘 性 は 作 (3) 充 て ん 後 硬 化 す る ま で 雨 に 当 た ら ぬ よ う に し て 下 さ い 。

業 者 の 疲 労 を 軽 減 さ せ る 。

注 意 事 項 (4) 約 1 5 W/ %の 目 や せ を 見 越 し て 充 て ん し て 下 さ い 。

2) す ぐ れ た 表 面 仕 上 り

(5) 仕 上 げ は 水 に ぬ ら し た へ ラ で 平 坦 に な ら し て 下 さ い 。 決

特 長

ク リ ー ム 状 コ ン パ ウ ン ド で す か ら 、 表 面 仕 上 り は き れ い

し て く ぽ ま せ て 仕 上 げ て は い け ま せ ん 。

と な 肌 ざ わ り で 、 短 時 間 で 表 面 の 膜 が で き 上 る 。

製 品 の 色

の 表 示

性 脅E

3) す ぐ れ た 投 錨 按 稲 効 果
{黒、グレ

ホ ワ イ ト 、 グ レ ー 、 ア イ ポ リ ー

一、プ ロン

充 て ん 仕 上 げ 工 組 で へ ラ で 加 圧 す る と 被 務 部 材 の す み ず
ズ、 自等)

み ま で 投 錨 し 、 接 着 効 采 を 高 め る 。

設 計 価 格

4) す ぐ れ た 耐 久 性
1，000円/ e  ( 昭 和56年 3 月 )

13年 間 ( 昭 和56年 現 布 ) の 風 雨 に 耐 え 、 決 定 的 な 欠 か ん ( 年・月)

も な く 引 続 き そ の 性 能 を 維 持 し て い る 。

保 証 期 間 貯 蔵 保 証 6 ヶ 月 間 、 施 工 後 保 証 3 ヶ年間

ゴ ー セ シ ー ル S B A ー 10、A P - 2 0、

製 品 名 I B M- 3 0、A P - 2 2

ゴ ー セ シ ー ル U F P - 8 0 0  

会 社 名 | 日 本 合 成 化 学 工 業 株 式 会 社

担 当 部 課 | フ ァ イ ン ポ リ マ ー 営 業 2 課

.J 1 S t こ

よ る 分 類

と 規 格

ゴ ー セ シ ー ル S

ゴ ー セ シ ー ル U

S P - 1 - A - N  

p u - 1  - A ー

所 在 地 | 干 530 大 阪 市 北 区 野 崎 町 9 番 6 号

電 話 I T  E  L  06- 314- 3115 

ガ ラ ス 、 サ ッ シ 回 り 、 屋 根 、 外 壁 、 浴 室 、 洗 面 所 等 の 建 築

用 途 | 内 外 装。

船 舶 、 車 柄 、 コ ン テ ナ ー 、 住 宅 機 器 等 の 工 業 用 途。

通 常 のー 液 型 シ ー ラ ン ト と 同 級 。

標 準

下 地 の h' f}，ff 及び調主主→パ ッ クア y プ 材 充J策。 マ ス キ ン グ テ

ゴ ー セ シ ー ル S
日 一 一

( ー液型)

B M- 30( 無 酢 酸 型 用

特
長 シ リ コ ー ン シ ー ラ ン ト A P - 2 2( 酢 酸 型 ) 完全透 明

と

B A - 10( 無 酢 酸 型 )

低モジュラスで桜; 1r性 良

性
能 ゴ ー セ シ ー ル U F P - 8 0 0  硬 化 速 く 耐 候 性 良

( ー液型)

ウ レ タ ン シ ー ラ ン ト

ー プ 張 り → プ ラ イ マ ー 塗 布 → シ ー リ ン グ 材 充 填 → へ ラ 仕 上

施 工 法

げ → マ ス キ ン グ テ ー プ 除 去 → 後 消 帰。

l  適切な目地設計、 .. jJ . 前打合せの実施。

施 工 上 の |

I  3 面 接 必 の 防 止 、 適 切 な プ ラ イ マ ーの選定。

注 意 事 項 |

目安全術生|刻 係 の 留 意 、 完 工 後 の 白 地 保 種。

製 品 の 色

の 表 示 | グ ラ ス ク リ ア 、 ク リ ア 、 ホ ワ イ ト 、 ア イ ボ リ 一 、 グ レ ー 、

(黒、グレ |

一、プ ロン | ア ン バ 一 、 タ ン ク ブ ラ ウ ン 、 ブ ラ ッ ク、アルミ

ズ、自等)

施

シリコーン・シーリング材使用・東急ホテル

( 年・月)

ゴ ー セ シ ー ル U

4 ，400円/ e  ( S .  56.  1 現 在 )

図

版

工

例

写

真

ゴ ー セ シ ー ル S ( A  P  - 2 2除 < )  

設 計 価 格 I 8 ，200円/ t  ( S .  56.  1 現 在 )

保 証 期 間 | 出 荷 後 6 ヶ月
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製品名 |サ ン タ ッ ク レ ベ ラ ー

会社名

早 川 コ ム 株 式 会 社

担 当 都 銀

巾 高さ (  10，%間隔 )

20，% x  40' % - 120，% 

規 格 I 25，% x  40，% - 1 2 0，% 

30，% X  40，% - 120，% 

40' % X  40，% - 120，% 

所 在 地

電 脂

本 社 広 島 県 福 山 市 浜 松 町 2 丁目 1 番 32号

0849- 21- 2211 

吹 田 市 広 芝 町 1 2 - 8  

06 - 386 - 6531  

用 途 | 屋 上 防 水 押 さ え 、 コ ン ク リ ー ト の 伸 縮 目 地

特 長

と

①屋上 ｴｬｾ え層の伸縮挙ＱｄＧｊ ｊ に追従する 。

サ ン タ ッ ク レ ベ ラ ー は ス パ ン シ ー ル 部 分 が 生 コ ン ク リ ー

ト に 接 着 す る か ら 抑 え 層 の 伸 縮 挙 動 に 追 従 し 、 シ ー リ ン

ク. 効果を持続します 。

標 準

施 工 法

② 埋 込 み タ イ プ の 屋 上 白 地 を 兼 ね た 定 規 板 で あ る サ ン タ γ

性 能 | クレベラーは定規板を ｾｦｴ ねる のでコンクリート打訟の作

業 工 程 を 短 紛i し . 目 地 に シ ー リ ン グ 材 の 充 填 が 不 要 で 省

人 化 に 役 立 ち ま す。

施

図

版

工

例

写

真

土堤モルタル

- サ ン タ ッ ク レ ベ ラ 一 同 士 の 接 合 部 、 ま た は 、 交 差 音I1は 突

施 工 上 の | き 付 け で 、 ス パ ン シ ー ル 同 士 を 接 着 さ せ る 。

注 意 事 項 | ・サ ン タ y ク レ ベ ラ ー は 、 土 堤 モ ル タ ル で 固 定 し 、 土 堤 モ t

ルタル硬化後、 l切水押さえ! 習を打設する 。

製品名

変 成 シ リ コ ー ン 系 ニ 成 分 形 シ ー リ ン グ 材

ハマタイト スーパー II

会社名 |横 浜 ゴ ム 株 式 会 社

担 当 部 課 1/、 マ タ イ ト 販 売 部

，J I S  に 1 J I S A  5758 

よ る 分 類 |

と 規 格 | 耐久性区分 9030

所 在 地 | 神 奈 川 県 平 塚 市 中 原 上 宿900

電 話 1 T  E  L  0463( 31 )3002 

用

1  . 各 般 カ ー テ ン ウ オ ー ル の 白 地

O P C、 A L C、アノレミ、スチールカーテンウオーノレ

途 I 2 .- RC造 各 位 目 地

0 コ ン ク リ ー ト 打 継 ぎ 目 地 0 石 、 タ イ ル 目 地 等

3 .  A L C 、 ス レ ー ト 板 各 組 白 地

4 . そ の 他 建 築 用 、 工 業 用 各 飯 田 地

1  . 被 渚 商 の 確 認。 2 . 被苅聞の約十rft 0  

1  3 . パ ンクア ップ 材 の 装 て ん 。

標 準 |

4 .  ? ス キ ン グ テ ー プ 貼 り 。 5 . プ ラ イ マ ー の お註布。

6 . シ ー リ ン グ 村 の 混 線。 7 . シーリング材の充てん。

特 長

性 能

と

特 長

1 .  fs ; モジュラスで¥

動 的 繰 り 返 し 性 能 に

優 れ て い ま す 。

2 . 四 季 を 通 じ 、 優 れ

た 作 業 性 と 安 定 し た

性 能 を 保 持 し ま す 。

3 . 石 、 タ イ ル 白 地 等

を 汚 染 し ま せ ん 。

性 状 と 性 能

施 工 法 ，

1  8 . へ ラ 仕 上 げ。

10.  ｦｾｈ ，ｦ， 。 去

9 .  ? ス キ ン グ テ ー プ の |徐

1  . 被活面はよくi l ' H oaし て 下 さ い 。

施 工 上 の I 2 . プ ラ イ マ ー は 、 必 ず 当 社 指 定 の も の を お 使 い 下 さ い 。

注 意 事 項 1 3 . シ ー リ ン ク'材 の 泌 総 を 充 分 行 な い 、 で き る だ け 短 時 間

製品の色

の 表 示 | グ レ ー 、 ホ ワ イ ト 、 プ ラ y ク 、 ダ ー ク ブ ラ ウ ン 、 ダ ー ク ア

(黒、グレ |

一、プロン 1. . . . . ノ 〈 ー

ズ、自等)

項 目 性 状 、 性 能

1見 合 比

(基剤 ) : (硬化剤 ) : ( 4 ，:'ター:

100 10 3  

比 重1 . 50

押 出 性 (20'C) 4秒( 5  'C) 7秒

可 使 時 間 2時間以上

?  "， 7 7
1
) - 24時間以内

ス ラ ン プ o  mm 

汚 染 性 なし

耐オ ゾン 性 亀裂なし

耐 久 性 J IS A5758(9030)合格

設 計 価 格

16 ，600円/ e  ( 56年 l 片)

( 年・月)

施

図

版

エ

例

写

真

保 証 期 間

ナピオ阪急
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「こんなシーラントが欲しかったJ

時代のニーズに応える画期的な建築・土木用シリコーン・シーリング材です。

E調信越コリコ- =. J

・岨掴三J ー ラ 二J ト

1成分形シーラントの長所「作業性の良さ」と 2 成分形

のす守れた「特長」を兼ね備える用想的なシーリング材

が誕生しました。

信越シリコーン・シーラン卜 80。時代のニーズ、に応える

l首l期的なシーリング材です。

1  J坑分形ですから混合の予聞とロス、 そして混合ミスが

解消されるばかりか、気泡の混入の心配もなくなり、シ

ーリング材表面も 一段ときれいに仕J"_がります。

さらに、特長は低モジ、ユラス・高伸1張。ジョイントの動

きに付する追従性がすぐれていますので、厳しい条件ド

ても 、その信 頼性はずば抜けています。

荷姿も、 1成分形のイメージを一新。 4 e缶入りです。

既存の 2 成分形用コーキングガンで簡単に使うことがで

きます。またソーセージ状のフィルムパッケージ (4∞cc

入り) もそろえました。

す〈守れた作業性と様々な特長をもっ信越シリコーン・シ

ーラント 80。信越シリコーンの25年余にわたる技術と実

績から生まれた新しレシーリング材です。

. 特 長

1) 1成分形シーリング材ですから… … 施工が簡単です。

・混合機が不安と同時に混合ミスによるトラプルから

解消されます。

・ 2成分形シーリング材に見られる混合時に於ける、

気i包の巻き込みが無〈、シーリング材表面の美観も

向 t します。

・ 2 成分形シーリング材と比較し、す守れた自己4愛着

性を付与しています。

2) 低モジュラス、シリコーン・シーラントですから…

・耐寒・耐熱性、耐候・耐水性、耐久性にすく・れています。

・低モジュラス ・高伸張ですから、ジ‘ ョイントの動きに

対する追従性がすぐれています。

・無酸型ですから、金属やコンクリートを腐蝕しません。

・J I S- A-5758の耐久性区分では、もちろん、ハイレベル

のr9030J にランクされるシーリング材です。

( 呼び名: S R-1-9030-A- N)  

[ザ均一一一一???44

、_.....-負 iil l;Wqal l nJ t : ut MI . r.Hl ＮｾｅＪｪｦＧＮＧ ，Ｎ， ＮＮｮＢ Ｂ ＢｦＧＺｴ Ｎｬ Ｇｉｕ 、 ｾ ............ ｾ＠
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2成分型ポリサルファイド系

'‘司i，. - I L
1 & 9  

求めて

11化す

15年自の

リンク材

su 

ピル等、様々な建築物に、豊富 な実績・

確かな技術でお応えするサンスターの建

築用シーリング材は、皆様にご満足いた

だけるものと確信しております。

2成分型ウレタン系

ぺ ］ｊ 噌Ｚｾｓ， Ｍｊｌｉ
9 8 0  

2成分型変成シリコーン系

ぺ己曜日S，-JLI

2 5 0 0  

建築用シーリング材は、カーテンウオール工法をはじめとする建築工法の革新にともない、

高度なシール性能が要求されています。

サンスターの建築用シーリング材〈ペンギンシール980・2500、ペタシール169) は、

コンクリート ' ALC・金属その他の多〈の建築材料に強い接着性をもち、

硬化後はすくやれた復元力を示すゴム弾性を有しています。

しかも、硬化後のシーラントは、耐熱・耐寒性・耐水性・耐候性にもすくやれ、

建築物の耐久性向上に大きく役立っています。

l  M 日 開 会 社

苅一一回7番1号

T Eしの726)81-0351
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ヨヨI I-:，:i .. 

実績のハマタイト

建築用シーラントの代表的存在になりました。
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新 宿野 村 ピ ル 、 安 田 火 災 海上 本 社 ビ J レ 伊 藤 忠商 事 東 京 本社 ヒソレ ナ ピ オ 阪 急 ビ ル

HA MA T I T E  

ＢｾＷＢ ト・Ｎ｟ＮＮｾ .. 
変性シリコーン系シーリング材 且 ・1.'- ・・

ＢｾＷＢ ト
ポリサルフアイド系シーリング材ポリヲJ Lヲi ' 1"ド b ーョ: " ト

ＢｾＷＢ ト
ポリウレタン系シーリング材1 I ! J 1 J 9 : J ! J ーヨント回目。自国

ｾｙｏｋｏｈａｍａ＠
横 浜 ゴ ム 株 式 会 社 ハ マ タ イ ト 事 業 部 神 奈 川 県 平 塚 市 中 原 上 宿900 〒254 T EL.  0463( 32) 2700( 代 表 )
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本稿は、定軸圧と繰返し曲げを受ける鉄筋コン

クリー卜( 以下R C と記す) 部材の繰返し疲労性状

に関し、とくに、曲げモーメントと曲率の鳳歴ル

ープ形状、および、疲労崩壊特性の支配的因子に

ついて考察を加えようとするものである 。 一方向

曲 げについてはすでに述べたが11本稿はその持論

とでも言えようか。

図- 1は、定事由圧N と繰返し層明断力 Q を受け

るR C柱であるが、内法高比H/Dと 5 の場合は曲げ

降伏型を示し 、柱頭、住脚部の 図ー 2 のごとき定

戦圧 Nと繰返し曲げモーメント Mを受ける R C断面

のN. M特性が、柱材全体の挙動に卓越的に顕れる 。

図 - 2 は最も簡単な R C断面の質点モデル化を、

図- 3 、 4 はコンクリートおよび鉄筋の最も単純

化された応力 ・歪履歴特性を示している 。 図中 0

印は応力 ・歪境界点を与え、アルフ 7 ベットで命

名した 。 如上の仮定より、一方向曲げの場合は図

- 5  (a) のごとく、繰返し曲げの場合は同図ー (b)

のごとく歪度境界点が位置することになる 。

R C部材の崩填モードは曲げ型と勢断型に大別 したがって、各領域における支配的な疲労促進国

されるが、履庭特性は前者は定常型、後者は非定 子は、 1 : コンクリー卜圧縮漸噌歪、 n : コンク

常型を示す。一方、地震時締造物の有限共振応答 リー卜擬定歪振幅、( 凹: 凝弾性域) 、 N 、 V : 鉄

解 析121によれば、定常型の場合は定変形振幅応答 筋定歪振幅( 局部座屈を伴う) になると考えられ

となり 、 したがって、本稿での図一l 、2の場合、 る。(6. 7. 81

定曲率振幅時の曲げモーメント m( =M/FcbD
2

e，)

と曲率 rp( =当 竺) の定常履歴ループを考察の対象

とすればよい 。

図- 6 1まm-rp綴歴ループの概略形を示したもの

である 。本発想、の原点となった解析と実験につい

ては既 報文献(ト 51 を参照されたい。図中 0 印は歪

分布通過の略歪度境界; 点に対応する 。同図 I - V

の領域区分は、定軸圧 η ( =N/ FcbD) と定曲率振

幅 rpaの存在範囲により 図- 7のごとく区分された

ものである 。図ー 7 は、仮定図ー 2 - 5 より得ら

れた一方向曲げ時のか伊 lnte rac l ionであり、各境

界線は各歪度境界点に対応する 。領域と境界線と

は、 Hn三五 1 ｾ玉 ｕ｣ て H
Y  ｾ五 日 孟 ｈ ｮ 、 ｕ｣ ［ 1II 壬H て

G、 (n= O車由)、 G孟N 孟W Acn、UcてUs、 G三五

V 壬 ( η=0軸) 、 Us 、C
Y

の関係を有する 。

廠歴ループが定常的ではあ っても、軸圧による

軸方向変形のI哲大や、素材のコンクリート 、鉄 筋

の疲労により、断面も級後には彼壊サイクル数NB

をもって崩壊に到る21

具体的には 、断面が定軸庄保持不可となるわけ

であるが、住部材 として、幾何学的に P L1 効果や

高次の座屈変形モードで耐力を残失する場合もあ

る。曲率振幅rpα と破壊サイクル数 NBの 関係 を 概

念的に描け I ! 図 - 8 のごとくなる 。 NB=0. 25-

0.50は一方向曲げ時に相当し、始点は図ー 7 の rp

に、また各曲線は図- 6 、 7 の各領域に対応する 。

本稿では紙面の都合で図 6 、 7 、 8 の結論を

急いだが、さらに興味の ある方は 、図ー 5 (b) の

繰返し H寺の歪分布の 回転と歪度境 界点の移動の机

上実験を試みていただければと思う 。

本稿は、筆者が神戸大学山田研究室にで行って

きた研究結果を基にまとめたものである 。 ご指導

に当たられた教授山田稔博士とご協力いただいた

スタ ッフの方々には、厚く御礼申し上げます。
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図ー2 定軸圧と 繰返し幽 げをうける R C断面と

その質点モデル化
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図ー1 定輸圧と 繰返し層明断力

をうける R C柱材
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図-4 鉄筋の ι ε履歴特性 (仮定)
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水の防食剤

森 勝正

国防食対策

飲用水系統の配管は、今日では V P ないし V L P

を用いるのが一般的となっており、こうした面で

は最近の建築物における飲用水の赤水問題は著し

く改善されている。しかしまだ古い建築物には鉄

管が多く使われており、赤水による障害がしばし

ば問題となる 。

とくに給湯ボイラ一系では種々の悪条件下にお

ける腐食障害に対処するため、各ボイラーメーカ

機器および施工面などの欠陥問題へと発展するこ

とがある 。 こうしたトラブル防止のため防食剤の

使用がきわめて重要な手段となる 。

圃給水周防食剤

飲用水や給湯系に用いられる防食剤は直接人の

口 に 入 る も の で あ り 、 保 健 衛 生 の 面 か ら E毒性の

ない安全な防食剤を選定しなければならない。

現在市販されている給水用防食剤は、主に①リ

ン酸塩系、②ケイ酸塩系、③リン酸塩とケイ酸塩

の混合、の 3 種類である 。 いずれも外観性状は常

温において無色・白色 淡緑青色の塊状・片状・

粉状または液状とするものである 。

1.  リン酸塩系防食淘l

給水用として用いられる重合リン首長塩は、無機

の防食 ｾｊ で、常 ［ｩ 昆においてきわめて水に溶けやす

く、一般式の π の値が大きいほど溶解度および潮

解性が高い。

したがって流水中で使用する場合は、連続的に

添加して使用する必要がある 。鉄の防食効果は約

50ppmで最高となるが、一般的な使用量は 2 - 1 0  

ppmとされているところから、 50ppmで使用する

場合たとえ飲用水の水質検査には適合しでも長期

連続使用には問題があると考えられる 。

そのほか一般的な特性はつぎのとおりである 。

(a) 水溶液中では徐々に低重合物に分解し、オル

トリン酸に移行する 。

(b) 金属イオンと可溶性の錯塩をつくる 。

(c) 金属表面に皮膜を形成し、防食作用をする。

(d) 解修作用があり、安定した懸濁液をつくる。

(e) 結晶核の表面に付者して 、結品の成長を阻止

する 。

重合リン酸塩の主なもののリン酸分 ( P
2
0

5
) お

よびpHは表一 1のとおりであるが、防食剤として

用いられる重合リン酸塩はこれらの重合リン酸塩

の単ーまたは混合物である 。表 - 1 からもやj るよ

うに、リン酸の含有立は重合度が高く ( 況の値が

大きい) なるほど多くなる 。 それとは逆に、重合

度が高くなるほどpH値は低くなる 。一般に、況の

f直が大きいものほど防食効果があるといわれる 。

2. ケイ酸塩系防食淘l

防食を目的として使用されるケイ酸塩は、無機

水に可溶であるが溶けにくく、きわめて徐々に水

に移行する 。たとえば重合ケイ酸塩を水H につき

100mg(100ppm) ・300mg( 300ppm)・500mg( 500ppm)

に相当する訟をそれぞれ 3 - 4 分間激しく振り混

ぜた後、約 5 時間放歯しでも実際にはごく一部し

か水に溶解しないので 3種の検体の溶解浪度は、

ほとんど同じであると報告されている 。

したがって塊状の重合ケイ酸塩を流水中で使用

する場合は、配管経路の水源の近くに必婆: l i i を適

当な防食剤容器に入れて浸浪速水するだけで利用

できる 。

ケイ酸塩の防食機構についてはさまざまな説が

あるが、一般に水溶液中ではコロイドとして金属

表面に吸若して、保護皮膜を形成し、金属壁面を

水と絶縁することによって腐食を抑制するといわ

れている 。 ケイ酸塩の特長は長時間放誼しでも経

時変化を起こさず安定で、鉄のほか銅、亜鉛など

にも防食効果がある 。一般に水溶液は弱アルカリ

性を示し、重合度が高< ( 況のf直が大きい) なる

ほど溶解度は低〈、 pH値も弱アルカリから中性に

近づく 。給水用の防食を目的とする滋度では 7 -

8 とほとんど中性に近い。 またケイ酸塩は全〈毒

性がなく微生物の富栄養源にならないという特長

がある 。

3 .  リン酸塩・ケイ酸塩の混合防食淘l

1) ン酸塩とケイ酸塩の 2 種類を有効主成分とし

て相乗効果を狙った防食剤で、 ドイツ ・ギウリン

社によって開発されたといわれる 。外事J I . . 性状は

先に述べたとおり、リン酸塩系およびケイ酸塩系

と同様である 。成分比は明らかでないが、通常給

水用として使われる場合、塊状、フレーク状、粉

状のものは両成分 ( P20
S

およびSi 02) を合わせて

13- 30%、液状のものは 12- 46%とされている 。

また水溶液中での挙1 I ! 1Jや特性については一般に報

告されていない 。

*  

以上、おもに給水用の防食剤について簡単に述

べたが、むしろ建築設備全般に関していえば、開

放系冷却水をはじめ、密閉系冷却水、冷温水そし

て余熱利用による冷暖房 ・給湯用水などさまざま

な系統部門で防食剤が用いられている 。 さらに今

ーとも従来から行われてきた亜鉛メ y キ処理より の 防 食 剤 と し て 古 く か ら 認 識 さ れ て お り 、 通 常 後はソーラーシステムの普及に伴って、あらたな

高度のアルミニウムメ y キ、グラスライニング、 Na20 ・nSi0 2
で表されるガラス質の化合物である 。

腐食障害が予想される 。 これらの面からも赤水や

流電防食法などさまざまな| 坊食対策を行 ってきた。
η は

Na
2
0 に対する Si 0

2
のモル比 ( Si0

2
/ Na

2
0) 育水などの防止はもとより、機穏の長期保全のた

しかしながら依然として腐食トラブルは随所で を示し、 η の値によって表 ー 2 のように分類され め、| 坊食剤の役割lは一層重要性を閉すものと考え

続発しているのが実情である 。 これは単に赤水や る。 られる 。

管水の問題に止まらず、配管材質、ポイラ、設備 一般に給水用として伎われる重合ケイ酸塩は 、 ( もり かつまさ ノ一七イ化学工業株式会社)

表ー 1 表ー 2 代表的なケイ酸ナトリウムの分類

nロu  名 分 子 式 P20
S
( %) 喫論 1 %液pH n  名

称、 示 性 式 機 造 そ の 他

ピ ロ リ ン 酸 ソ ー ダ Na2P20 7  
53.38 10.1- 10.3  

0. 5 オルトケイ酸ナトリウム トJa
4
Si 0

4
・:t H20

Na+ とSi O: ーとの

結 品 性

単分子イオン

ト リ ポ リ 4シ

Na2P' Ol O  
57. 91 9.2- 10. 2 

ア ト
7  "  Na. P . 0 "  60 目 68 8.3 - 8. 7 2/3 セスキケイ目立ナトリウム Na. Si20 7

・ェH20

Na+ とSi O号との
4旨

単分子イオン

/ ' {  
ノ 守 4シ Na7P. 0，. 62. 06 7. 7- 8.0  

，、、
キ

サ φ

Na. P60' 9 
63. 20 7. 3- 7. 7 1. 0  メタケイ酸ナトリウム Na2Si 03 '  :t H20  鎖 状 精 進

"  

ア
力 。

Na. . P，oO出
65. 62 7. 0- 7. 3 

ヘ キ サ メ タ

"  
( NaPO. )  6  69. 60 6. 7- 7. 3 

2.0  ジ ケ イ 酸 ナ ト リ ウ ム (Si
2
nO. m)  2n- 2 次元層状構造

7 J レカリ性

ガ ラ ス

自 主 性 ピ ロ 。 Na2H2P20
7  

63. 98 4.1- 4.4 

敵性テトラメタ 。 NaH，( PO. )  4  83.03 1. 8- 2.2  
> 2  

3 次 元 網 目 構 造

" のt曹加にf半いm造はa に、水に難溶となり、

浴液は中性に近づく。
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ノEt Zイの水処理剤・装置

省エネ・節水・水質保 全 およひ機器 のロングライフに

営業ごあんない

・ 水 処 理 装 置 の 製 造 ・ 販 売

給 水 用 防 錆 - 防 食 装 置 (給湯ボイラー・飲用・雑用水 )

空 調 周 防 錆 ・ 濃 過 装 置 ( 冷 却 水 - 温 冷 水 循 環 系 )

給 水 ・ 循 環 用 溜 過 装 置 ( 生産用水・雑用水・その他 )

各 種 薬 品 注 入 装 置 ( 防錨・分散 ・塩 素 誠 菌)

・ 水 処 理 薬 品 の製 造 ・販 売

給 水 用 防 錆 ・ 防 食 剤 (給湯ボイラー- 飲用- 雑用水 )

空 調 用 水 処 理 薬 品 ( 防 鈍 ・防食・スケール・殺涼剤 )

各 種 水 処 理 薬 品 (洗 浄 剤 ・中 和 剤 ・ 不 凍 液)

・ 関 連 機 器 の 販 売

水 質 測 定 計 器 (P HJ 十・導電率 計 ・ 各 種 分 析 器 )

水 質 管 理 装 置 ( 自 動 ブ ロ ー 装 位 )

空 調 - 水処理用フィルター (不織布・ガラス繊維・鴻材 )

- 保 守 ・ 水 質 管 理業 務

水 処 理 装 置 に 関 連 す る 保 守、水 質 管 理 等 一 切

シーズン、年間契約によるメンテナンス (薬 品 取答 、機器 点 検、保守 水 質 管 理 )

水 質 調 査 及 び ビ ル 管 理 法 に 基 づ く 水 質 検 査

一元 <<) /- 1! イ 化学 工 業 株 式 会 社
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施工材料の頁

8 0  

水和熱抑制型膨張材

水 島 紀 美

1. コンクリー卜のひびわれと膨張材

コンクリートのひびわれには、建築土木柵造物

の椛 築にたずさわる方々が、 その設計施工に苦労

されている 。

コンクリートのひびわれ発生要因はいろいろあ

り、多くの人々によ って諮られている 。 これは、

コンクリートの引張強度が、圧縮強度に比べ.J.{o以

下であるためで、したがって、設計上、引張ある

いは 、曲 げ引張応力を鉄筋に負担させる鉄筋コ ン

クリー卜などとして用いられる 。し かし、コンク

リー卜のセメン ト硬化 体 自身が、乾燥収縮する性

質を持ち、また硬化初期に水利] 発熱により温度上

昇し、混度収絡を起こす。 これらの自己歪による

引張応力、日内年内の温度変化 による引張応、力、

荷重による鉄筋の伸 びにコンクリートが追従する

引張強度がないため、ひびわれは生ずる 。

ひぴわれは精進性能に直接影斡しないが、ひぴ

われの程度により漏水 、鉄筋腐蝕の原因になり 、

さらには、美観上からも好ましいとはいえない。

これらひぴわれ発生要因のうち、乾燥収納 ひ ぴ

われ低減を目 的 に、電気化学工業側は、日本で初

めて膨張 材“ デンカ ｃｓ ａ 持 Ｑ Ｐｾ “ デンカ ｃｓ ａＣ Ｒ ＰＢ

を製品化 した 。 1964年以来使用され、すでに 17年

の施工実績がある 。

最近、製造メーカも I曽加して、アサノ ジプカル 、

小野田エクスパ ン、住友サクスの 4 名柄になり、

日本建築学会および土木学会では、膨張材 に関す

る学会指針案 ・解説を発行された。

1980年 3 月には、膨張材の J I S 規格が制定され

た。 1964年以来、実に 17年の歳月をかけて J I S 化

されたのである 。

一方、電気化学工業側では 1973年来、建設業界 (  

の要望のもとにセメント水和熱抑帝伽制IJ 型膨張材の開 2  

発に」必雪手し、 l悶97九4年に

をI開消始した。その後さらに改良研究を重ね、 1979 ，. : .  

年に C SA 100Rの開発に成功し、試験施工を開始し、 量 1

1980年 4 月“ デ ンカC SA100R" は正式市販された 。 鋭

2-1. 特 性

① 普 通セ メントに混和した場合、中庸熱セメン

卜に似た水和速度を示し、コンクリートの温度上

昇を抑 える 。 この効果は、コンクリート練り上が

り温度の高いときほど大きい。

① 膨 張 性 能 は 、 コ ン ク リ ー 卜 練 り 上 が り 温 度 が

高いときでも、 C S A ノ，] < 手[ J による膨張エネルギー

は、 降温時においても持続し、温度降下による 収

絡 を 緩和 させる 。し た がって膨張性能は、学会標

準使用量30kg/ rrf で、 J I S 6202によるコンクリー

ト拘束膨張率は、建築学会指針案、土木学会指針

案 ・土木学会規準を十分満足する 。

〔参考〕建築学会拘束1錫長率= 1. 5 X 10-

4

以 上

供鼠コンウリートの配合

組 f } - 材の

最 大 寸 法

(聞 }

25 

セメント

( %)  

44 

混和 ｾｊ

C  

310 0. 775 

法I) CSAI ∞R l t. セメント重祉に付して3 Okg/ rrt を誼き換えて使用

注2) 実験に聞いた骨材は相模川崎. セメントはデンカ舟通ポルトラ

ンドセメント

i主3) i!l 和剤は促進形的減車剤は不i車

。圧縮強度
{ 単位 kgf /ad)

注 1)試験体は 10; X 20an 

注2 l I 寄生は20'(: 本中、型枠拘束

@コ ンク リートの灘結硬化

終結

(
z
h

r

o

 ×  

)  

2  

1草

場

ベ

鉱

l始 発

0.51-' ニニニ

Oj‘ →ト

o  5  6  7  8  

繰り混ぜ後の経過時間 (hrs)

C SAI OOR混和により緩結は若干遅くなる.

注)20'(: /試験方法 A S T M C403(プロクター 貫入抵抗試験)

@水和熱に よる初期温度上昇量と乾燥収総量

(コンヲ リー卜部材厚みを変化さ せた吻合)

3  

2. 水和熱抑制型膨張材“ デンカ C S A 1 0 0 R" 。一 一 一羽

“ デンカ C SA100R" は、 K型 C S Aに水利熱抑制剤

をプレミックスし、セメント水利熱を 抑 え、 中Iilf

熱セメン卜と同程度の水和速度を示し、かつ冬場

低滋時には強度発現に支障がないよう、自動的に

水利熱抑制がゆるやかになる特性を持 っている 。

56 漣築 と社 会 ハ981 年 5 月号

CS AI OORコンヲリートは普通コンヴリー トに比般し てコ ンヲリー ト

温度上昇量および乾燥収縮量が小さくなる。

注 1)以験体はプロ y クで、 2 而からの政熱ts よぴ乾縁状態と した。

i主2) 欣熱Itl 2mmI'/. の合板 を過してなされ、 材令7 日に遣 してから合

板を取りはずして乾燃を l同始。

注3) 拭験体は30' (: ' 80%RHの室内に静也、舵機口敏180目。

図表 1 CSA100Rコンクリ ートの物性

土 木 学 会 拘 束1務長率= 10 X 10→- 2 5 X l Q- 5

この膨張反カにより、ケミカルプレストレスが、

3. 5- 6. 5kg f/ cnf 導入される 。

③ C SA 水和によりエトリンガイトの針状結品が

生成して、コンクリートの微細空隙を減少させる

ため、乾燥収縮が減少する 。し たがって、乾燥収

縮の低減性能は、従来 C S Aと同等である 。乾燥収

縮盆は 、学会標準使用量 30kg/ rrf で J I S 62028 法

による材令 6 カ月において規定する建築学会指針

案を満足している 。土木学会指針案では、膨張率

の範囲を示すに止めて、乾燥収縮ひびわれの低減

をするため、養生について指示している 。

〔 参 考 〕 建 築 学 会 拘 束 収 縮 率 4. 5 X l Q- 4以下。

この収縮率 l立、拘束膨張率が1. 5 X  10→ 以

上であれば、乾燥収絡が低減されるとし

ている 。

以上、コンクリー卜の諸物性を 図表 1 に示した 。

2- 2. 用途

① 笠・スラプなど部材厚約400吸を越える情造物

② " 7  .. ; シプなコンクリ ー ト( マスコン用)

@ 暑中コ ンク リー卜

2- 3. 使用方法 と注 意点

① 生コ ン1rrf 当たり、標準30kg/rrf をセメ ント と

置換使用。

@  市販膨張材と同様、生コン工場ミキサーで、

均一混合を行う 。

③ 設計あるいは、呼ぴ強度を満足する範囲で、

できるだけ単位セメン ト盆 ・単位水量を少なくす

る。 その手段として、 A E剤、 A E 減水剤、流動化

剤、さらに中目I f 熱 ・高 炉 ・フライア ッシュ セメン

卜との併用もできる 。

@  生コンの運搬、打設、養生は、学会仕様 ・示

方舎、学会指針案に準じる 。 とくに養生は、マッ

ト ・コモ掛け湿潤養生、散水、型枠またはセキ板

存置など、現場にあう養生を 5 日間以上実施する 。

( 建築学会および土木学会 の学会指針案より)

3 . 主たる施工例

10  

1979 ・9 誌西下水処理場

設計 : 東 京 都 下 水 道 局 施 工 : )IIJ田建

設工業、壁L 50mx H6m、壁厚60- 120cm

1980 ・6 東北新幹線高架橋

設 計 : 国 鉄 構 造 物 設 計 施 工 : 間組、

28 0x  RC桁、 L 25m、厚50- 55. 8cm

1980 ・9 甲賀郡国民健康保険組合病院

設 計 : 内藤建築設計事務所、施工 :

熊 谷 組、壁厚 1 m

1980 ・11 アイソトープ甲賀研究所

設計施工 : 東レエン ジニア リング

壁厚 1 m、外壁厚 2 m

40  

30 

( みずしま きよし電気化学工業駒大阪支庖セメ ント

C SA 課 ・一級土木施工管理技士・建築士



日本建築協会

月間の動き

昭和56年 3 月分

定 時 評 議 員

ｾ与
:z;; 

25日 5 時- 5 1時半 於会館集会室

出席者 高精議長ほか43名( 委任状共)

塚本会長ほか 5 名

議事 (1)評J韓日会設長、副J轟長互選の件

(2漏リ会長 2 名、理事18名選任の件

(3)1生日重任承認の{ 牛

14昭 和56年度収支予算承認の件

技 術 部 門 評 議 員 懇 談 会

17日 51時- 5 時半 於会館 3 陪会汲室

出席者長田、佳山、高木各氏

議事 ( l 間百和56年度評議只会副議長推せんの件

(2社主術部門選出副会長 l 名、理事8名推せんの件

理 事

A .  

Z 玄

25日 411寺- 511寺 於会館集会室

出席者塚本、稲岡正日1J 会長ほか13名

議事 ( 1 ) l 丘級建築会館敷地 (93 . 40m' ) 購入の件

m昭和56年度収支予算ホ認のf牛

(3泌E設大臣表彰餓補者推せんの件

(4 )入退会者承認の件

(5)報告事項

土 地 購 入 特 別 委 員 会

25日 3 時- 4 1時 於会館集会室

出席者塚本、稲田、松村正副会長ほか 5 名

J雑事 ( 1) >j ; ¥' 入金総額と土地取得に要する金額について

(2) J j J ( 支報告と併用証21 ; : の受波について

(3)>昔入金の返済計画について

(4 )土地購入特別委員会の解散と総務委民会設置

について

事 業 委 員
A .  

:z;; 

広報小委員会

4 日 611寺- 711寺40分 於会館 3 階会汲室

出席者 西村副委員長ほか 6 名

ｊ 韓 ｬ ｊｾ ( l ) 前回事業委員会の報告

(2)第50回展示写真について

(3) 第51回以降の展示写真について

(4 )次年度の研修企画について

(5)次年度の委員編成について、その他

見学会小委員会

5 日 6 時- 7 時半 於会館集会室

出 席 者 島 田 副 委 員 長 ほ か 6 名

議事( 1 ) 前回事業委日会の報告

(2)  1 月及び 2 月の見学会実施報告

(3) 3 円の企闘についての経過報告

(4 )次年度 4 月以降の企画について、その他

若い会員の集L 、小委員会

12日 61侍- 7 1時 於機の宮職只会館

出席者 阪倉副委只長ほか13名

議事 (1)前回事業委員会の報告

(2)第 6 回「ポートピ 7 '81j 実施報告

(3)第 7 回「二川幸夫、世界の現代述築を語る」

の企画について

(4 )第 8 回の企画について

(5)次年度の企画について、その他

若い会員の集い合同分科会

16日 611寺半 - 911寺半 於会館 3 階会J義室

出 席 者 森 岡 主 査 ほ か 3 名

議事( 1 ) rディスカバー大阪(6)j 会告原稿の検討及び

詳細スケジュールについて

(2)  rみどり学習会」会告原稿の検討及び詳細ス

ケジュールについて

委 員 会

19日 O時半 - 2 時15分 於会館集会室

出席者 乾別委只長ほか 5 名

議事( 1 ) 各小委員会の事業報告及び事業企画について

(2)次年度事業委員の編成について

(3)その他

編 集 委 員

A .  

:z;; 

6 月号防災特集特別企函編集幹事会

3 日 611寺- 811キ 於会館 3 附会議室

出席者 河津委員、大森康亘氏( 法規委只) 、棚織委員、

下崎 H月氏( ヤマト消火器)

議事 6 月号特集閲述特別広告企画の検討

広告企画小委員会

9 日 4 時- 611キ 於会館集会室

出 席 者 渡 辺 副 委 員 長 ほ か 5 名

J轟事( 1 ) rポートピ 7 ' 81j 符集広告経過報告

(2f 台所まわりの計画と設問liJ 特集広告経過報告

(3f シーリング材の知識」特集広告経過報告

( 4f 災害と法」特集広告企画

(5)56年度特別広告企画

(6収 支状況報告

委 員 会

12日 41時- 611寺 於会館集会室

出席者 三給委只長ほか 4 名

議事 (1) 3 月号= ポートピ 7 '81特集経過報告

(2)4 月号= 台所まわりの計画と設備持集経過報告

(3)5 月号= シーリング材の知機特集報告

(4)6 月号= 災害と法一安全な環境をめざしてー

特集報告

(5)7 月号=I i fSrli 住宅一住まい手からの発想ー特

集報告

(6)8 月号構造特集の企画一精進分科会報告

(7)9 月号住宅 郎市整備公団持集の企画

(8)新年度編集委員会の椛目立について

(9収支状況報告

(10) その他

風と建築特集編集幹事会

30日 31時、ド - 4 1時半 於会館 3 階会議室

出席者 佐藤委員、 )11村純夫大阪市立大学数段

議事 8 月号榊造特集ー「風と建築」特集ー企画

f主 宅委 貝

A .  

:z;; 

委 員 会

10日 5 時50分- 6 時半 於会館集会室

出 席 者 小 西 委Q長ほか 6 名

議事( 1 ) 今後の住宅展について

Ｈ Ｒ Ｉ スライド「庭」の技術選ｾｉｩＺ協力の件

教 育 委 員

A .  

:z;; 

委 員 会

23日 4 時- 611幸半 於会館集会室

出席者 多胡委日長ほか10名

J車事 (1)本年度の事業報告及び次年度の事業企画につ

いて

(2)次年度の委員編成について

(3) その他

法 規 委 員

4 色、

:z;; 

委 員 会

24日 3 時- 511寺 於会館集会室

出席者 岡本委員長ほか 6 名

議事( 1 ) 災害と法特集原稿依頼状況報告

(2)怯令コーナーについて

(3)以: 年度委日について

建 材 委 員

A .  

:z;; 

委 員 会

26日 4 時- 611寺半 於会館集会室

出席者 山田委員長ほか18名

議事( 1 財料説明“ タイトレ y クス P"竹本油脂附 3 名

(2)今後のメインテー 7 ・新建材紹介コーナーに

ついて

(3)次期委員について、その他

出 版 委 員
A .  

2 哀

小委員会

27日 4時- 5 時半 於会館集会室

出席者 小林委員長ほか 2 名および学芸出版社

殺事 (1) rj主宅の庭」スライド映写

(2)建築技術選舎進行報告

(3)販売状況( 中聞にその他

見 学

A .  

玄玄

近畿放送会館新築工事の見学会 ( K BS京都放送会館)

10日 21昨- 4 時半

参加者 35名

・近畿放送会館

殺計監理 三菱地所株式会社一級建築士事務所

施 工 的 水 建 設 株 式 会 社

若 い 会 員 の 集 い

二川幸夫・世界の現代建築を語る

13日 6 時- 8 時50分

参加者 III 名

議 師 二川幸夫氏( 建築写真家、 A D A ・エディ夕、

トーキョー主宰)

会 場 大 阪 府 立 労 働 セ ン タ ー . 5F . 視聴覚室

建 築 フ フク

朝 食 会

10日 81時半- 10時 於大阪グランドホテル

出席者 77名

当日は i1! J池組のI s 中三郎氏より、中華民国の名将何

応欽将軍を通して日本の敗戦時における中国i!!11の好意

などにつき、実例をあげてのお話を伺った。

役 員 会

13日 311寺半 - 511寺 於会館集会主

出席者 t家本、佐々木氏ほか 7 名

議事 (1) 役員半数交代の件( 正副委員長選任を含む)

Ｈ Ｒ ｾＱ 百平｛Ｑ ＵＶ 年度収支予算承認の件Ｈ会資値上げを

含む)

(3昭和55年度決算報告承認の件

( 4) 4 月以降議師並びに議師紹介者、司会者決定

のf牛

建 築 業 務 基 準 委 員 会

3 日 2 時- 4 1時 於東京建築士会会議室

出 席 寄 鎗 築14団体、建設省、( 本会尾他委員)

議事建築業務基準について

|四会連合協定工事請負契約約款連合委員会|

小委員会( 東京)

23日 O時- 5 時 於建築学会会議室

出席者 太問委只長ほか 5 名

議事 四会i車合協定工事請負契約約数の改訂について

特別委員会( 大阪)

25日 011寺- 211キ 於会館集会室

出席者塚本、宮秋委員ほか 6 名

J誰$ fJ .9会迎合協定工事J i' lf - J . 契約約款迎合委員会の現

況と経過報告

3 月 の 入 会 者 ( 奇跡略)

〔個人会民 6 名〕

尼 k 幸子1 問中{ 章晃 高木 登

中 谷 一 夫 総 「 是 正 初 中 勝

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

鐙築と社会 /1981年 5 同号 57 



地声三，空

U 2 u k ' こコ

総合天井システム相当認

耐震・耐火そして軽置化を跨る総合天井システム、J ライン工法、、A L T S工法、は当社強自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T Hーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材と一体化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの設備ゾーンとの組み合せ、さらに

間住切、ブラインド BOXなどの取り付けも可能にしだ多機能を誇っております。 (PAT. 6件)

奥村重兵衛株式盆社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天満 5 丁 目 3 番 ア 号 干530 ・話(06) 312- 4131附

東 京 東 京 都 港 区 新 情4丁 目2番 第29森 ピ ル 〒105 ・箆(03) 437- 3361附

福 岡 福 岡 市 縛 多 区 住 吉 2 T El 16番 27号 〒812 電 信(092)291ーω5邸内

名 古 屋 名 古 屋 市 西 区俵 町 2 丁 目 1 番 6 号 干451 ・8 d( 052) 522- 543邸側

仙 台 仙 台 市 本 町2丁 目1番 8号 第1広 瀬 ピ ル 干980 電 信(0222) 65- 656邸側

沖 縄 沖 縄 県 那 覇 市 登 J l I1 1  9 番 地 〒900 電 信(0988) 53- 685α 仰
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4- 2- 4 ( 英和 ビル)

電話 神戸 (331) 0881- 3  

支 庫 大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪(364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市中央区八申請通 1 - 16( 電話221 2923)  

テトカッパー防水

.  .  .  .  ・・ーーーマーーー. .  .  .  .  .  .  . ーー一 一一一一一一. .  .  . ・.
・. .  .  .  .  .  .  .  .  .  . ・・・ ・ー今一 ーム一一

.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 一. 一. ーー-ー一 ーー- ー一. 一. .  .  .  .  .  .  .  .  .  

・・・・ ・・・ ・・ ・・ーーー ー 一一一一一ーー・・・・・. .  .  .  .  守ーーー ー. .  .  .  .  .  .  .ー 一一一一一 守 E ・ .

・. .  .  .  .  .  ・・ ・・・ ー一一今 一一一一 一一ーー守ー. .  .  .  .  .  

• 防水専業の研究・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です.

この防水層は ( 一 層 防 水) 総工するだけで、防水は完堕です。

r昆度変化にイ申びがなく、柔軟性におみ、耐酸、耐薬品性に優れ、腐蝕しません.

輔 + コーパータイト 新 工 法

カッパー防水帯 オ ク ロ ン 防 水 帯 プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

祭器

奥山化工業株式舎示i
本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8 - 4- 9 電髭 03 (571)  2703 

大阪事務所大阪市淀川区東三国6- 1- 41 電館 前 (391) 108ト 2

2骨五営 業 所 崎玉 県桶川市東1- 6- 10 電話 0487(74)2845 - 6

厚木出張所神奈川県厚木市金田字富畑259 電艶 0462 (21)  6092 

名古屋出張所名古屋市南区若草町33 電話 052 (811 )  3660 

九州出張所佐賀県知宮町 電 話 0952 (47)  2945 

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・壁 材 ・谷樋棟包水切りに

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東 大 阪 市 新 庄 ( 745 ) 5121 - 5  



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・ 施 工

φ 郡朝日Z 業社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1- 25- 7  電話 (434) 6171 (大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2 2 7  1  ( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州 |

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 盛 岡 ・横 浜 ・ 静 岡 京 都 ・神戸

震災詞汚票処造設計地工

争 去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大阪372局7151( 代 )

京都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代 )

神 〆 市 中 央 1'( FIII O .!i 6  - 2  - 8  '，11訴 神 〆341h，j 5 8 9 2

電気・空間・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. . 大阪電気暖房株式会社

: $ : 庖 大阪市内j [ ; 1_ i [ I，; 綴 l γ 目101昏17 月 〒550 '1Ii: ，! 古(44 1) 8231

本 社 東京都中央民銀座 2 T Fl 2 番17勾 〒104 'II!訴 ( 535) 5251

支 社 大阪・東京 ・名古厩

支 庖 札幌・仙台・金沢・広島・偶間

営難所 新潟・天王里・岡山・高総・熊本

出張所 帯広 ， l't 森・秋回・盛岡 前綿・千葉・償浜 静岡

富山・福井・盛田・京都・神戸・徳山・鹿児島 ・那fl' i

海外支底 シン ガ ポ ー ル

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・衛生 水 道

電 気 設 備

厨 房 ム

! . . Q 筏衛生施政

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 策

繰 式 ・ ← rr;; 司: - r t : :

会 社 ノ 、 t棋. . x . . Iロ

取締役社長 各 務 節

f'll 'I( 支I，I;J 正 杉 ?rti 敏 郎

大阪市東区北浜 2 T 目 2 2 番 地 電紡 大 阪 ( 202) 代 筆3011

本 腐 東京・日 比谷 ・三僧ピル

支 1苫 名 古屋 . 福 岡 . 札 叫 . 広 島 . 仙 台 、 北 陸

出 悩 所 桃山、 l叫|民|、静|治1. ｾｾＱ ＱｉＮ＠ ｉ 前 ｉＱＱＱ ‘全 ｾｊｾ

. 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和殺自信 ・その他管工事一切のま量計. . 工

⑮ 斎 え 三 業 株 式 会 社

本 社東京書官千代田区大手町2- 6- 2 ( 日本ピル)

電話 03- ( 270) - 7411間

大阪支社大阪市北区中之島4- 2- 38 電鱈 06- (443)  5041側

支 庖 札 幌 ・岡山

営業所仙台・千葉・名古屋・金沢・高松・広島・福岡

出 積 所 領 井 ・ 倉 愈 ・ 苫 小 牧

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

令 三 建 設 備 工 業 株 式 奮 社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 田T 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  (代 )

本 社 東京都中央区日本橋割高殺町ト35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・様 浜

。
本 社

東京本応

大阪本I高

支 l苫

出 張 所

空 気 闘 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

株式会社三発空調

取締役社長 致f ｊ￭ｾ＠ t専

阪市北区西天満 3 r 自13 111: 20 片 '41.; 市 06- 363- 1371

* 京都新宿[ 正丙新宿 新宿住友ヒル 屯 ｾｦ［ 03- 344 - 1911 

大阪市北医内天満 3 了日 13，需20号 泣"f; 06 - 363 - 1371 

名 古 屋 市 中 村 I烹下。笹烏町 11 - 2 屯t活052 - 581- 8571

1ム，1; ，' ) 市小 1>( 紙' ; 1I"f 1  r  1  1  2  I昨22;;- ' itufi0822- 47 - 4535 

福岡市中央 区大名 2 丁目 4 lfi22ひ定; ，1i092 - 761 - 3795 

仙台 ・t黄F兵 ・福井 ・京都・神戸 ・松江 ・高松 ・沖縄

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

ｾ理班 よりよき環境へ技術で挑むー一一一

ｾ宿泊 梓 + 品 著 書 h 書
ミ吃ｾ 1不エ? 五千宝品目咽111

@  本 社 大阪市南枢区瓦現屡馴町附3鴻市町番軒和丁刊6崎8鴻番制I地附叶血似耐( 付仲オト一ト…セ1: ; '9ン 乃 ル山 夕 ト 円 … 一4 ピ

郵便番号54ω2 ｾ電冨 Ｑ話舌大阪 ＨωＰＶωＩ 76ω8一5 0  3  1  番

冷 ｦ凍点 ｾｉｾ 澗 ｴｲｮｊｩ 庁刈 Ｑ羽 ［ＱＱ 大 |阪坂 市 大 淀 l区互 t笠2 山附奇 4  r  F円二司1 5  月砕宇 2幻l ;  

郵便l f I : 号531 ｾｴｊＺＮｬ古大阪 ＨＰＶＩ 374- 2  4  5  5 市

東 京 支 底 東京都千代間灰九段南2 丁目 2番 5 号( 九段ピル 8階)

郵便番号102 電話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

. 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大阪 支 庖 大阪市北 Ｑ Ｇ Ｈ 笠向 ｩ Ｉｾ 1  Ji J  2 倖6 り ( 新大ピル)

電話 (06 )  34'  - 6  0  3  1  ( 代)

本 社 東 京都中央区日本僑本石町4- 2( 三井第二gl Jj宮)

電話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・九 州 広 島 ・札 眺 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

cl eanOi r  
丸

。 鰭，壬業開討さ
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商昂は字気です。 V r-
. .  111 熱と空気のエンジニアハ』ーー-

F  
大気扇土

ｾ＠ ¥_ _ _ / 錯 ぷ22r圃摺

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津 6 丁目 8 番4 号 電自重大阪 ( 458) 3531番

支底・営業所 福岡・京都・天理・川西

空 気 調 和 ノ〆、¥

給排水衛生 可 ζ 了二7

第ーーエ紫抹式会私

大阪支店

搬送機設備

設 計 施 工

空調・衛生・防災設備 設計並施工

⑥ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

耕 民 京 都 支 唐 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 的 1

電 話 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691) 1045 

大 阪 支 1苫大阪市北区天満1- 5- 20 電 路 ( ω) 352- 3501間

三 軍 支 唐 山 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 話 ( 0592) 26- 361α代)

園 田 市 営 難 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 ( 0593) 53- 743H代)

滋 賀 営 業 所 大 浄 市 打 出 浜 13 - 15 ＱｉｬＺｾ舌 ＨＰＷＷＵＩＲＲＭＹＷＳＸＨ 代Ｉ

名 古 屋 営 鎌 所 名 古lil 市 中 村 区 別 武 I - Z: : S電ぷ ( 052) 452- 3701的

日差・冷房 ・空 気 温湿 度 調整 装 置

ｦｩｾ＠ 釜a
S凶

ー笹田

2舎四重屈観S

唱 F電'ー....

③院議連結実; 証

回高

設 計 施 工 <<'11m• 
圃 圃 圃E ・F 可: 1: 11 壇? 置

大阪支広 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪急ビル 9 階 )

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番地

r 町闘DAI由コ 空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

東 洋 製 工 . 繍 式 会 極 大 阪 安 信

CJ l  

営業種目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

平山三業務長念滋

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

2幹事土 東京事E中 央 区 京 僑 2 丁目 9 T E L ( 5 6 2)  1 3 5 1  

" ! : 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

大阪市西区江戸堀1丁目 22番7号

n 0 6- 441 - 1994 ・443- 0331

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 大阪ガス指定工事会社

設計・施工

ガス設備・ガス住宅設備 大阪ガス住設機器特約底

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設 ・公害防止施設 / 設計・施工・監理

。 大 晃 設 備 株 式 会 社 ⑫ 山 田 工 韓 臨 書a u

，
。

，

。

。

。

，

。

a

‘
.

4

・・内

y
h

・

a

・
冒

《

誕

v

a

m

u

-

a

a・

尚

昆

V

・a

・

-'a

・内，
h

・

'
E

且
.

一

一

一

一

内
‘
“
内
‘

ω

n

w

d

'

内‘
“

1

1

4

1

 

3

3

-

3

 

-
-

o

-

M

四

M

四

刊

M

M

W

の

υ

話

話

民

拍

話

電

電

電

電

ロ

ロ

ロ

可

ロ

ト

ト

3

ト

寸

1

1

番

寸

R

d

F

h

d

v

n

w

d

p

D

 

満

浦

町
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天

天

東

天

西

西
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市

市

市

阪

阪

方

阪

大

大

枚

大

社

削

所

副

所

部
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嶋

配

苧

盤

情

工

軍

本

m

備

噌

《

匝

ス

方

本

Z

Z
殻

本 社 大阪市西区 J;( 闘I綴 ) - 6 - 8 1世話 06( 443) 8161 ( 大代表)

(環境装置事業部呼用) 屯.! Ii 06(447)  0831 ( 代点)

分析セン宮一 大阪市淀川区三i.l! l:!1南トト35 11i .!li 06(308)  1491 

支 庖 .w: ;;c 名古1: l i ・福岡

営 業 所 ｊｾＨ 1m 神 戸 品 目 路 広 島 . ｲＺｾ松 ・ 松山

F U T A B A Y A  D E C O R A T O R S ，L T D  

建築物南側自等造作工事、家具建具・室内装備工事

内外装飾織物・窓掛敷物壁紙類一 式 / 設 計 施 工

思翻 ニ葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 回 ) 349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 般- 48) 第 12064号

( 創 業 大 正 7 年 )
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⑤ 
I7Eヨ a割喧晶 ｾ＠ . L&L  _  

陽 電 丸 保 氏

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

全土 k 阪 市 北 区 中 之 烏 : 1 _. 2  - 4  制 H ピ ル

T E L 大111<06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

，j i 常 木 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪0 6 ( 3  8  5 )  1  3  (， 1  ( 代 3

庇 都 市 右 J ?: [..l .  t'同 点 愉 4 r ; 計 図r 2  1  

T  E  L  ;;.: <<s 075'  (  3  1  1 )  1  1  8  5  Ｈ ｦｾ Ｉ＠

収 ポ 郎 中 央 13 ! : 銀蝿 6 - 6  - 7  朝 日 ピ ル

T E L  東 京03 ( 5  7  4 )  0  6  6  5  

電 気 設 備 の 頁

社

ｾ＠
Z 玄

設 計 施 工電 気 設 備

朝

電 気 ・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

ー逮

回

"'" 

本

事司士官官鍍所

京観官官噛陣所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T Eし06- 31 3- 1  10 1  

支 l苫 東 京 ・名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・広 島・ 四 国 ・九 州

信原菜取締役社長

東 京 喧 宜 揖 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸大阪支社長

大阪市東区高' 軍備五丁目 二八番地 電話大阪 (202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 本L 続 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 福 岡

営業所・出張所 全国主要都市20ャ所

電 気 工 事 設 計 施 工

血
，、、

代表取締 i立 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁 目6 - 8 ( てなピル 7 階 )

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  ( 代 )

東 京 都 中 央 灰 ヨ本 編 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 i

川 崎 ・ 判 | 際 原 堺 ・ 編 山

社一
一
一

株 式 会 社

社

庖

所

電 気 工 事 設 計 施 工

卒 富 士 電 業 株 式 会 社

社

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 笠 岡 工 事 位 計 鎗 エ

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

実中回
取締伶社長

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビ ル 3 階 )

電 話 (364 ) 1  4  7  1  ( 代 )

東京都港区新 僑 2 - 1  S  ( ニュー新僑ビル 7 階 )

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 械 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代 )

堺 ・ 千 葉 ・ 字 都 宮 ・ 照 本

大 阪 市 西 区 北 楓 江 1 丁目 10 番 2 号

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 犀 ・広 島 ・福 岡

ネ士本

営業所神 戸

電気・計装・空調工事設計施工

A  

総 合 股 備 工 穆 〈般計・. . 行〉

ア ン テ ナ ・送電線- プラント. ! 十装・空調・土木

ＱＷｙ トＮｾ工［Ｎ［［［二戸 ｊ レヲ崎武 Ｘｄ

山 本 永

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了同 1 番 3 号

T Eし 06- 364 - 3056 (代)

東京・ 神戸 ・広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・ 苦 小 牧 ・浜松 ・滋賀

京都・高砂・ ベ原 徳 山 ・松山・ 新 屑浜・福 岡 ・沖縄

、盛己

1旦

取締役社長

社

支 1古

事業所

Board&Sl ate 

黒 板フ タ パ

所

園田E

事相

ナニワ緩勾12毘
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本

社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

ｬＡｾ＠

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  06) 452- 1151( 大代)

東 京 ・名 古 屋 ・ 大 阪 ・広 島 ・福岡

Standard 

京 事E 市 車 山 区 今 岡 軒 大 仏 池 田 町 9 町 9 075(  5・1)33. . ( 代 }

東 京 都 斬 宿 区 西 阜 稲 田 3 T 目 23書 8 号 03 ( 202 )7801 ( 代 }

阜 稲 田 セ ン ト ラ ル ピ ル 1 F  

事 副 市 木 山 崎 噸 戸

四林

、
j

 

J

 

役社長

ネ土

湾 入 創 建 防 止

震 耐 臥

安 定 経 量

全 土 寺 数 奇 屋 用 瓦 ・・…・ 大 仏 瓦

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ・・ 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内 外 援 用 機 変 焚 術 タ イ ル ・・・一大 仏 タ イ ル

古 代 土 器 綱 高 温 〆 タイ，1 - ... . . 大 仏 古 代 タ イ ル

制.

@  

コニ

ポ

bzυ 
貨 ご 用下

種

ス製品卸問屋

デパー卜

各



奉 仕 感 謝 の 唐

タイル工事施工

⑪: = '1) J李淑零歳定

本 壮 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33( 似 本 町 バ ス 停 前)

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 e  550 

天 理 営 業 所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

建彼省 ｉｅｾ の防火材料

ソリジットスタイン 基材問噂 o  0  0  3号

ヱ パ ウ オ ー ル 基 材 同 等 o0  0  3-1t 

エ パ ー サ ン ド 基 材 開 等 o0  0  4骨

基材同等

本 社 大阪市東住吉区駒川2-4- 22 電話 (06) 702ー7814- 7

東 京 司 陣 集 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 補 岡 出 張 所

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 唐

大 阪 支J吉

大阪市東区高照僑 2 丁目 9 野村 ビJ レ5階 電話 大阪 (202)4905

特殊壁装材製造販売和室に最適

一 一 一 一 ・ 緊 楽 壁 紙 ・ ホ ク シ ノ ン (無機質壁紙)

図司( 株) 踊0ヨコ! J D2-

日らった( 誕生トレト感覚

; アースウェイブカーテン〕

〔ラク、ジュアリーカーペット】l

回 日 本 フ ェ ア ト ン 株 式 会 社

〒臼0・大厄市東区鎗屋町1丁目34番地・ヤリヤマチピル

T  E  L  06 (943)  6  4  8  1  (代)

カーテン・壁装材

新たにショールームが完成. /

皆さまのお越しをお待ちいたしております 。

株式会社フフ工テキスタイj レ大阪支庖

〒541 大阪市東区平野町 3 - 6 - 1

平 野町センチュリーピル 1 F  

電気・空調・衛生など各種殴備分野の記事が 1冊の雑憶に/

月

同

量

四

J

も

巴

園

町

山

話

国

侍
梁¥

生
園

圃

+

司

直

面

E

E
一

国

一

紛

~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

・視点・随筆 業界，学会，社会，文化について，学識経験

者の見解を発表

・新建築・新設備 注目すべき建物の建築と設備を紹介

園 特 集 業界，社会のニーズにこたえる諸テーマをと

らえて，必要知識を紹介

・ 講 座 建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニーズにこたえ，時代的テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

・ニュース 国内 ・海外ニュース，機器 ・文献ニュ ース

・会社だより ，研究所だより その他

|  雑誌国判・ 100頁・定価1000円一一申込次第見本送付

社団法人建築設備綜合協会 協会正会員募集中 ・年会費12，000円一申込は事務局まで

東京都中央区銀座3- 2- 19建築会館2階 出 版 部 (03) 561- 7181 事務局 (03) 561- 1765(銀行振込先・ 三菱銀行京僑支庖普通預金0055- 082)
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営業品目 プール・水処理用各種フィルター

ボイラー・熱交換器・サウナ設備

⑨ 械式会社 ｉｾ IL 11 '# 

本 社 干543 大阪市天王寺区寺田町2丁目2番12号 TEL( 772) 5307 

東 京 〒162 東 京 郎 新 宿 区 市 ヶ 谷 台 町 8 番地 TEL( 353) 9595 

営 業 種 目

・防 水 工 事 後布防水 ・シート防木 ・モルタル防本

・樹脂注入接着工法 1' H強制服注入後 l1補修じ事

・ 亀 裂 補 修 工 事 件位樹脂法人・充填 ・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコール・ウレタン . 7 7 ' ) ル

・吹 付 工 事 ア ク リ ル リ シ ン ・卵性タイル ・その他

。 建設業許可 大阪府知、 ｉ ｾ 汗 Ｂｲ ( 般ー 53) ｜ＺＱＧ｜ ＵＱＲＲＵｾｽ＠

。日本シーリング工事業協会々員

大阪市北区末広町 3 - 2 1  品ι ¥跡.::!:. -r.c事・-1-← I :I工

川 1) 也 川 刷f ピル201 S  岬 甥，- J tof'":"'t' ＼ｹコｾＮＮＮて Ｗ ＴＮＱ ＱＱ
T EL  06( 3 15) 070 1 、.. .  -， . . . o- #. . . . ・- . . - ・ 7 ・

千二J OCS A y ，み，O I!:I:二」ト

セキサンパイル ( s M .A C.  P C.  R C)  

カネライトフォーム. A L C.鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 点 取 締 役 j賓 岡 ?告

本 社 干 629- 31 J i( /ol I IU竹 野 郡 網n 町 ド 網 野

T  E  L  ( 07727) 2- 2  2  2  0  ( 代)

舞 鶴 的 業 所 〒624 舞 鶴 市 判 官 米 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  7 6 - 0133( 代 )

111 fj l 国

心ＢＺ［ｾｾ弘
ＭＮＮＮ，Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ ， ｾ Ｎ｟｟ＮＮＮ＠

N '  . . .; - . ，.  .... 

G:" ..:k>. ，. ... . ユ‘

判 延お 3

0・'i- _ 、，

NO。

膨張材 J I ¥野田工クスパン

防錆剤ヲヌ-I-....，;.t

JI¥野田セメント獄式さ鉱

本 部東京都i l l R 区豊洲 1- 1- 7  T E L  53Hl l l  

大阪支底 大阪市北区梅田 1 - 8  - 17 T E L  341-8331 

支 庖 キ凶見 ・仙台・東京 ・名古屋・大阪 ・高 松 ・広 島 ・福 岡

調t uqス| 掘れY リヌー l

- コンクリート用混和剤 ・無収縮グラウト材目

・鉄筋コンクリート用防せい剤 ・工業用特殊床材 目

拡 ;1J i富島i
ＧＢＧｴ ［ ｰ ｾ＠ n ¥Il.I¥I!;' ;  )  

製造元 日 曹 マ ス ヲ ー ピJL9' ! . 弐 株 式 会 最

販売元 凋t モ.J . ' J コr . . 宥勾居室お&淳司C重姿鼠主

本 社 / 東 京 都 港 区 六 本 木 3 ー 1 6 - 2 6 ・03-582-8811

k 阪 沿 輩 所 / } < 阪 市 東 区 北 浜 3 ー 7 ・06-202-3294

。"" ｟Ｎ＾ｊＭＩ｜ＩｾＭ 横代の断熱用シｾ人 ａ
I参二シ. Ｍｾ今

日n/¥'1イ+1/ - シート P

目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，二重構造の断熱兼用二重防水シートです。

目 立 電 線 株 式 曾 社 組 問 鴨 脚 内 汀 師2号{ 刊田ピル)

テ、ンカCS Aファミリー製品

・手:;.，n C S A … … … … … … … … … … コソケリートのひびわれ防止に

(  JJ彰張 性混和 材 )

. 7. 1ニJ n弓ヌヨニJ … … … … … … … … ・鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グラウト用無収縮材)

Ｍｔ 二 ＮＮｮ 司 ｆ ＮＺｊＺ一宇吻 ｉｊｾ 定…・・……・・…コンクリー卜躯体の漏水補修に
( 止 水 ・補修用急硬セメント)

. 7. 1ニJ nES. . ..・H ・- … … … … … … … … 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急、硬材)

・安二J nI I OOO・… ・… … … … … ・・… コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和 材) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

; ; トーコー/ 本社

T E L  滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 8 ) 3 ー 2 3 8 1
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で努宅護瀦麓醜鵬

S K式

州 議瀦雛 繍

設備合理化に貢献する

!j!.J : ユト吉田: J O

:tjlJ Uコトヨ山ゴ

- 実用新案特許第 1196331 号
多 数 有 名 な 建 築 物 に 納 入 実 績 有

( ステンレス製)

くS K型〉

|層式( 桝 ) / 3 層 式/ 4 層式/ 床置式/ 土問用

〈特長〉

・コンパクト化により工期短縮

・軽量で据付費の大幅低減

・徹底した生産合理化

・優れた耐震 ・耐久性

・取扱いの快適性並び衛生的

一

蹴

四

一
…
一
一

S

一
札

ステンレス製ヘアーライン仕上

骸ホ桧ボ11/ '17...

H型
W型

くS K型〉

( 土間埋設型)

SK- AB- 20H  - 35H型 1. 2 .3 

S K- BB・20H - 35H型 1.2

( 壁画埋設型)

SK- AB- 20W - 30W型、

S K- BB- 20 W- 3 0 W型，/ - ァ・ヨコ

〈特長〉

・外観ガ符麗

・錆び! こくい

・腐食文字( ペイント焼付)

・取り扱いの快適性

・施工ガ簡単

〈営業晶目〉

S K式 グ リ ー ス ト ラ ッ プ/ S K式 ガ ソ リ ン ト ラ y プ/ F 型 グ

リーストラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ y プ/ 散 水 栓 ボ ッ ク ス/ パ ル

プ ポ y クス/ 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 全 般

設 計 ・製 作 ・ 販 売

※ カタログ ・納入実績表鋼講求ください。

BHlffiODm下 回 機 工 株 式 会 社

、

全.'，

4‘ J〆，、

Jeポ! 持¥

Ｇ ＯＮ Ｇ Ｍｾ ＧＺ Ｎ Ｇ＠ .  
.j' V '  



.  
‘  

、

4  .  

発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有
防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

-・-

鈴 木 式 防 煙 火 シャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リル @ シ ャ ツ ター・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

4 0 ・ ピ ー ア ッ 7 ・@シ ヤ ゾタ ー ・汎 用 シ ヤ ソタ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 倖町 1- 12 日 生 ビ ル 宮 ( 943) 6571代 表

東 京 -横 浜 ・盛 岡 ・仙 台 ・水 戸 ・静 岡 ・岡 崎 ・名 古 屋 ・富 山 ・大 津 ・京 都 ・神 戸 ・広 島 ・高 松・福岡他全 国 主 要 都 市

陛醤回思M 自慢置沼闘

• 85.289貰

定価 3 曲 O円

送 料おO円

建 物 は で き る だ け 長 〈有効に使用するこ

とが必婆で 、 そ の た め の診 断 技 術 お よ び

処 位1旦|復 技 術主平の限立 が急務とされます。

建物 の 損 耗 実 態 の 紹 介 と 、 そ の補 修 方 法

をいろいろは 制約 条 件 の 重 な る 迎 築 現 場

の ナ マ の 体 験 実 例 集 と い う 形 でm録 。

同 編 集 部 編

陛鍋細民間I塵 蜜 割

• 85.279頁

定 価3. 曲。円

送 料300円

建築_ [ 唱で起こりがちは事故や失敗を未

然に防 ぐ ための好資料 。 ｅ 者ｾＺ￭主 ・ 定ｌ｛段階

か ら 技 術工事 ま で の 失 敗 例225例 を 収 録。

それぞれの原因と対策を解説した尖用 容。

執 筆 者55.?'，。

中 川 j事 編 著

SE量重雄覇E重量t関 (全: 8 巻)

f仲E建 築 構 造 の 計 画 ・設 計 に 役立 つ実 用

{ 従覧として、わが岡弘II 築 卯 はじめての建

築 構 造 計 算 資 料 集。全8巻を予定している。

m制 改訂

・第 l 巻 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 榔 造 編(1 )

8 5 ・240頁 定価 3，800円

・第 2 巻 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 綱引

8 5・212頁 定価 3，000円

・第 3 巻 鋼 構 造 編 (1)

8 5・225頁 定 価3，200円

・第 4 巻 鋼 桃 造 編 (2)

8 5・256頁 定価 3，500円

・第 5 巻 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 構 造 編

8 5・208頁 定 価3，200円

No . 3 S B  6 月号の予定目次定価￥8 5 0

- 擁壁設計の現状と問題点

(建設省建築研究所) 嶋 津 晃臣

・地下街の防災施設計画

(繍浜駅東口開発公社) 久 保

・建築企画シリーズ (14)病院

治 ら

(建築企画協会) 福 田 趨 一 郎

- 躯体数量の傾向 ( 2 )  

(近畿大学助教授) 須 賀 好百

・フリース ペース共同住宅 ( 5  )  

(九段建築研究所) 中 間 栄三

・わかる設備 ( 12) (井上博s役計事務所) 井 上 博

・構造物の動的解析( 4  )  

( 日本大学助教授) 石 丸 辰治

・構造計算データシート (7 6)

(構建設計研究所) 中 )11 淳

建築経済統計図表 ・フォト ニュース ・ トピックス ・建築家

の良書官・読者 コーナ ー ・海外の話題 ・建材の動向 その他

直媛 購 読 ご 希 望 の 場合 年 間 予約 金 ￥' 1 0 ，2 0 0 (送 料 共)

第 回mに続き 今 凶 も で き る だ け 他の 参 考

! } などには掲載されていない笑問的信問

題を制選し 、手守秘桃 治 ま で 実 務 に 直 結 し

た百余の構 造 問姐 をm録 し た 。m回 集 同

線ぜひ峰イ王に備えて街l活 附 下 さ い。

亀 田 泰 弘 監 修

_ .，_ " . ー司 ー' ・ 一司. _- ;" 上 下 揃

島畳輩ｾｉｬ ｾｴｾｾ 翫庄ヨ凋 郡内出耳目円
｡ Ｎ Ｎ ｟｟Ｍ｟｟ＮＮＮＮＮＮ｟｟｟ＮＮＮＮｲＮＮＮＮ｟ ＢＧｉＢＢ ｟ ｾＭＭ］目白園地 方送 料 一一

現 場 経 験 の 浅 い 技 術 者 で も 工 事 検 査 の 貸

{ 壬をはたせるよう、現場に即した霊式験 ・

検 査 の 技 術 を 懇 切 で い ね い に 解 説 し た 初

の 工 事 検 査 方 法 指 導 宿。

・上巻 8 5・453頁 定価6. ∞0円・送料350円

・下巻 8 5.535頁 定価7，000円ー送料350円

小 池 正 次 善

【語調 ｉｲ｟ｾ ［ｴ編 ｅ
• 85・113貰

定 価 1 回 O円

送 料250円

本 舎 は 、 快 適 は 住 環 境 を 造 成 す る た め の

宅 地造 成 、 道 路 と 駐 車 場 、 下 水 、 汚 水 処

理 施 設 、 高 架 水糟 、 歩 道 橋、擁壁 な ど の

設 計 詳 細 と 笑例 を 解 説 し た 技 術 資 料 の 決

定版。

西 忠 雄 監 修

Ｇｅ 霊割Ｎｾ審ヨ・・闘
• 85.430頁

定 価3.∞o円

送 料4∞円

接 着 工 法 は 建 築 工 事 の 広 い 範 囲 に 利 用 さ

れ て お り ま す。本 省 は 設 計 ・施 工 に 必 要

な接着工法の決定版として、建築設計者、

施 工 管 理 に た ず さ わ る 現 場 技 術 者 、 そ の

他 の 方 々 に 役 立 つ 接 着 工 法 の 参 考 魯。

|… 京 一 同 制 ilii 14:i I 弱 建 築 技 術 五11東 京 山
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耐f三品う:!t:: 1I IJ I  !J 9  ｊｾ＠ ｊＹｊｾ＠

錆びない. ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い /

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L )  

・オリエンタルサンセラム( 5  5  )  

、
波 板 規 格 S 小波・ S 大波・ V 波・ ボ ッ ク ス 波 ・W ジャンボ波・ V デ ッ キ

sv ジ ャ ン ボ 波 ・其の他

用 途 平 桓 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各 種 換 気 装 置 〔 モ ニ タ ー ・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

議議市 IJ I !J 9J l J 9J l 製造掠式会祖

大 阪 本 社

営 業 本 部

支 庖 及 工 渇

東 京 本 社 及 工 場

支 唐 及 エ 湯

〒 660 尼 崎 市 昭 和 衛 通 り 3 ー 26 松 本 ピ ル 電 話 大 阪 (06) 412ー 5131( 代 )

〒 660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 話 大 阪 ( 06)488- 1081 ( 代)

大 阪 ・九州・名 古 屋 ・広 島 ・東条 ・刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材工 業. 株 )

〒 335 般 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 ( 0484) 42- 3115( 代)

東 北

「省エネ効果を高める」外壁

ヘ・ぺ品ヨ- ( 1- ;

今 、 家 づ く り 街 づ く り に 、

大 量 に 使 わ れ て い る ヘ ー ベ ル。

(軽量気泡コンウリートパネル)

ご 存 知 で す か 。これが超高層ビルから庖舗・

事 務 所 ・ 住 宅 ま で 、 あ ら ゆ る 用 途 の 建 築 に

へ ー ベ ル が 用 い ら れ る 理 由 で す 。

ヘーベ J レライトは、パネル全面に補強

芯材を内臓しています。木造住宅 ・鉄

骨住宅どちらにも' - : : ? "'j チする外カベパ

ネルとして注目を集めでいます。

. 断 熱 性 が 高 い

・火に強い

・ヒピ劃れしにくい

. 重厚なタト観をつくる

・工期が短い

ヘーベルライトは、すぐれた特性を複合的に発揮する、

軽量気泡コンクリー卜外壁材です。

・冷 暖 房 貨 を 節 減 す る 、 省 エ ネ ル ギ ー 建 築 を つ く る こ と が

て志きる 。

・ 火災に対して安全な弘ｾ軍基をつくることができる 。

・地 漢 に 強 い 建 築 を つ く る こ と が で き る 。

・短 期間 で好みに合った、美しい建築をつくることができる 。

・隣 接 建 築 物ー ぱ い に 述 て ら れ 、 敷地 の 有 効 利 用 が で き る 。

- 建 築 中 、周 回へ の迷 惑 が 少 な く で す む。

- 乾式工法でかつ断熱t ' 1 がよいため 、結 露 に よ る ジメジメ

や カ ピ の 発 生 の な い 健 康 的 な 建 築 を つ く る こ と が で き る 。

・重 盆 惑 が あ り 、 近 代 感 覚 に 満 ち た 建 築 物 を つ く る こ と が

できる 。

安全・快適な建築づくりに

貢献する

日本工業胤絡 (JI S) 別品

建設大臣認定耐火構造的材・ ｲＮ エネルギー協力事ｾ品

J dl f t : 民主重量率見事轟豆電盆釜本土 ヘーペJL

〈長) 側新興予材王業所
、・ーいノ 〒 550 大 阪 市 西 区 南 堀主 32- 11 

明 石 支 庖 〒673 明石市西新町 2ー12ー14 ft078(922) 0007 (代)

高槻営業所〒 569 高槻市宮田町 2 一1- 29 ft0726 (96)  2889 

中国営業所〒 742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センヲー内)

まま08202(2)  5211 
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ＭＭＭＮ，宅，ョ ｲｬｉｾ ごＮＧ . ぷ

マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性: 而す久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合か.低く 、ホコリなど生じない。

3  すベり抵抗性 : すべ り抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性 : 弾性があり、万一亀裂ができても使用しでいる問に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれが.なく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

フ リントコートについてのお 間合せは l' 記 へ

ｪ 稲武 ＸＵＱ シェル厄 ｾｉ～ 版発売所
τｹ 宅 ｉｾｉＭ 二ＱＺ - - I - 部

大阪本部 需 530 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 の 6 ( 新大ビル 9 F ) 含 (06) 343- 0441 

東 京 需 104 東京都中央区京橋 2 丁目 9 の 2 ( 第一ぬり 彦 ピル) n  (03)  562- 4676 

福 岡 現810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 町 1 - 1  - 5 ( 舞鶴ビル 3 F ) n (092) 771 - 1961  

111111111111111 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  
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80年 代 を 担 う 画 期 的 な 新 材 料

書強力不織布ルーフィン釣ノリーズ

新強力ギル・強力エイト 3

強力アスロン・強力キャップル

昭

和

剖

年

3

月

間

口

日

第

3

極

郵

便

物

認

可

強 力 不 織 布 ル ー フ ィ ン グ の 特 畏

. 耐 疲 労 破 断 性 / 剛 性 が高〈、く り返し応力 に耐える。

強力不織布ルーフィングは、強じんで高い剛性 を 持 っ

ているのでL 下------ 地挙動による局部応力やそのくり返

しを受けても容易に破 断 しま せ ん。

これに対して剛性の低いルーフィング

は 変 形 し や す く 簡 単 に 伸 び て し ま

し、疲労破断が生じやすくなります 0

. 耐久 性 /腐 朽変 質 するおそれ が

なく 長期間の防水効果を保証する。

強力不織布ルーフィングは基材自

身 が 腐 ら な い 合 成繊維 で 、 し か も

含 浸 塗 覆 ア ス フ ア ル トに而村柔 ・耐

久 性 に す ぐ れ た ア ス タ イ ト を 用 い

て あ り ま す の で 長 期 間 腐 朽 変 質 す

るおそれがありません。

・寸法安定性/ 形状が変化せ ず安

定した防水層を形成する。

強 力 不 織 布 ル ー フ イ ン グ は 、 寸 法 安 定 に す ぐ れ た ビ

ニ ロ ン 繊 維 不 織 布 を 用 い て い ま す 。 UJ: la毘、 U，&/}' <や温

度 変化 によってルーフイング類に伸縮が生じること

なく安定した防ノド機 能 を 維 持 し ま す 。 その上耐ノド性

にすぐれたアスタイ トが 個 々 の 枇 椎 を 完全 に被覆し

てい るため乾 湿 の く り 返 し に よ る 形 状 変 化 を お こ さ

ず 安 定 した防水 層を形成します。

・柔軟性〆低温で も脆 くならず、寒冷地 の防水にも

好適である。

嵩 だか な 基材 と低温特性にすぐれた針入度指数の高

いアスタイ トとの相乗効果によって、きわだ‘ った柔

軟性を示します。

ア ス フ ア ル ト防 水 は 、 建 築 諸 工 法 の 変 革 に と も な い

幾 多 の 変 遷 を 経 て 今 日 に 至 っ て い ま す が、70年 聞 の

実 績 に 裏 付 け られた安定した評価 は 、 新 しい材料と

工 法 の 開 発 に 支 え ら れ 、 さらにゆるぎないものとな

っています。東西アス協 組 は 創 立 以 来25年にわたり、

現 代 建 築 の 要 求 に 対 応 しつ つ 、 防水 界を リー ドし続

けてきま した。アスタイ トや強力ギルソイドなど、

新 材 料・新工法の実績が高く評価 され、昭和 46年に

① アスタイ卜 Ｑ Ｎ Ｕｾ

②強力エイト

③ アスタイト Ｑ Ｎ Ｒ ｾ

④新強力ギル

⑤ アスタイト ＱＮ Ｘｾ

⑥ギルス ポッ ト

⑦立上 旬強力エイトV

⑥三星プラ イマー 0.3 J  

歩行用押え防水仕様

PC- 25  

は 防 水 工 事 用 ア ス フ ア ル トの J I S化 、昭和52年 に は ス

トレッチルー フィング( 不織布ルーフィング) およ

び 穴 あ き ル ー フ イ ン グ の J I S化 が行われました。東西

アス 協 組 で は 、 さ ら に 理 想 的 な ア ス フ ア ル ト 防 水 シ

ステムの石在立をめざして鋭意研究を重ねてきました

が 、 こ の た ぴ 独 自 の 画 期 的 な 開 発 技 術 に よ り 、 新 し

い ル ー フ ィ ン グ 、 強 力 不 織 布 ル ー フ イ ン グ シ リ ー ズ

一一一一一手斤強力ギル ・強力エイト・強力アスロン・

強力キャ ッブ ル ーの 製 造 に 成 功 し ま し た 。 そ の 製 造

技術はわが国ではもちろんアメ リカやヨー ロ ッパな

ど主要 諸 外 国 の 特 許 も 取 得 し て お り 、 ま さ に80年 代

を担う待望のルーフイングといえるでしょう。
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このほか陀 ーｾ・ ｐｃ ・ｾ・陀・ｷＮｬ・ＱＺｃＴｉｩｉ却かあります 。 ｉ

アスタイト

1.5kg 

局IJ 毛塗

歩行用押え防水仕様例 P C・2 5

ギルスポット

強力エイト新強力ギル新強力ギル
PC- 25 

1. 立上り隅は防水層の損傷を受けやすいので、 強力エイト V を用いて補強貼りとする 。

2. 貼仕舞には強力ガムシール を塗布する。

U .東西アスファルト事業協同組合

V 田島ルーフインク"株 式 会 社

東京 干 101 東京都千代田区岩本町3 11 13 電話 ( 03) 863 5631 

( 03) 862 8531 

電話 ( 06) 443 0431 10 5  

雑 誌 03379 - 5  

〒550 大阪市西区京町堀|大阪


